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第 1 章

使用する前に

この章は次のトピックで構成されています。

• Cisco Prime Service Catalogレポートソリューションについて, 1 ページ

• Reportingのワークフロー, 2 ページ

• Reportingアーキテクチャおよびコンポーネント , 2 ページ

• メトリックと属性, 6 ページ

Cisco Prime Service Catalog レポートソリューションにつ
いて

Cisco Prime Service Catalogには、ビジネスインテリジェンス向けの専用のレポート作成環境が付
属しています。Reportingを使用することで、レポートを実行し、選択したデータを表形式または
グラフとして表示することができます。 Cisco Prime Service Catalogレポートソリューションで
は、ビジネスインテリジェンス向けの 2つのモジュールを提供しています。

レポート

Reportingモジュールは、基本的な Service Catalogライセンスにバンドルされています。 Reporting
モジュールでは、ServiceCatalogで処理されるサービス設計、組織エンティティ、およびトランザ
クション（申請およびタスク）に関する一連の事前に作成されたレポートを提供します。このモ

ジュールでは、一連の主要業績評価指標（KPI）であるグラフも表示できます。このグラフは、各
ユーザのレポートダッシュボードで表示されるように設定できます。次の項では、Reportingモ
ジュールによって提供される機能について説明します。

Reportingを使用することで、レポートを実行し、選択したデータを表形式またはグラフとして表
示することができます。概要レポートには、より詳細なビューにドリルダウンできるように複数

のレベルが含まれるようになりました。

Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
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アドバンスレポート

Advanced Reportingモジュールは、基本的な Service Catalogライセンスへのアドオンとしてライセ
ンス可能です。 Advanced Reportingモジュールには、Service Catalogのデータマート、ならびに
データマートのデータに基づく単純なクエリーや複雑なレポートを作成するためのツールが含ま

れています。

AdvancedReportingは、ITビジネス管理の理解および制御を強化するための完全な分析機能、ユー
ザ定義レポート、事前に作成されたデータマートを提供します。ビジネス価値のメトリックは、

ITサービスおよび財務データの品質に関するより深い洞察を提供します。

Advanced Reportingを使用して、独自のレポートコンテンツを定義したり、カスタマイズしたり
することもできます。ビジネスアナリストは、アドホックレポートを作成するための単純なク

エリーを作成できます。一方、レポート開発者は、AdvancedReportingアプリケーションを使用し
て、より詳細な技術レポートを設計できます。

Reporting のワークフロー
Reportingのワークフローには、次のさまざまなフェーズがあります。

1 レポートソリューションのライセンスを購入します。詳細については、『Cisco Prime Service
Catalog Ordering Guide』を参照してください。

2 管理者が Reportingソフトウェアモジュールをインストールし、Prime Service Catalogアプリ
ケーションと統合します。詳細については、『Cisco Prime ServiceCatalog Installation andUpgrade
Guide』を参照してください。

3 管理者が Prime Service Catalogレポートソリューションにアクセスするためのユーザロールお
よび機能を作成し、Reportingコンポーネントを設定します。

4 サービス設計者またはレポート設計者が、Ad-Hoc Reportingモジュールで「レポート可能」と
して指定したディクショナリおよびサービスから申請（フォームデータ）のデータマートに

データを抽出できるようにします。詳細については、「レポートの設計」を参照してくださ

い。

5 要件に合わせてレポートを生成できるようになります。Reportingモジュールを使用したレポー
トへのアクセス方法またはレポートの表示方法については、「レポートの使用」を参照してく

ださい。

6 定期的なメンテナンス作業を実行します。

Reporting アーキテクチャおよびコンポーネント
ServiceCatalogには、ビジネスインテリジェンス用の専用レポート環境が備わっています。レポー
ト環境は、複数のコンポーネントから構成されていて、それぞれが特定のタスクや一連のユーザ

に対して最適化されています。コンポーネントのリストを次に示します。レポート環境は、複数

のコンポーネントから構成されていて、それぞれが特定のタスクや一連のユーザに対して最適化

されています。コンポーネントのリストを次に示します。
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•事前に作成されたレポートとは、一連の実稼働品質レポートで、サービス、申請、およびタ
スクそれぞれのレベルのパフォーマンスを分析します。

•主要業績評価指標（KPI）とは、アプリケーションポータルで表示できる一連のグラフであ
り、システム内のトレンドに関するデータへの即時アクセスを可能にします。

• Ad-HocReportsを使用すると、ビジネスユーザは（タスク、サービス、および申請のパフォー
マンスに関する）標準レポートで使用できるデータだけでなく、サイトのサービスフォーム

に含まれているカスタム設計のディクショナリ内のフィールドのデータにも基づいてクエ

リーを作成できます。

• Report Designerを使用すると、ビジネスユーザは申請、タスク、またはサービスに関連す
るデータだけでなく、サービスごとにカスタマイズされたサービスフォームデータ（個々の

ディクショナリおよびフィールド）も含むように標準レポートを変更したり新規レポートを

作成したりできます。

•カスタム Javaプロバイダーを使用すると、Service Catalog個人プロファイル情報を Cognos
名前空間として使用できます。これにより、Service Catalogに登録済みでレポート権限を管
理者から割り当てられているすべてのユーザは、すべてのレポートツールに対して、統合さ

れたシングルサインオンアクセスが可能になります。

これらのレポート機能は、Service Catalogフレームワークにシームレスに統合されていますが、
IBM Cognos Series 10 Business Intelligence（BI）ソリューションツールセットのツールを使用して
実装されています。次に、これらのツールの概要を示します。

• IBM Cognos 10 Connectにより、Service Catalogでは Cognosレポートなどのレポートオブ
ジェクトを表示できます。

• IBMCognos 10では、実稼働品質レポートをビジネスユーザおよび非テクニカルユーザに対
して提供します。このようなユーザは、Cognos 10機能を使用してレポートを印刷したり、
Officeなどのアプリケーションに適した形式で出力を保存できます。

• IBM Cognos Query Studio（「Ad-Hoc Reports」としてユーザに提示される）により、ユーザ
はレポートデータに対して Ad-Hocクエリーを実行できます。

• IBMCognos Report Studio（「Report Designer」としてユーザに提示される）により、ユーザ
は既存のレポートを変更したり、新規レポートを作成したりできます。これは、Service
Catalogデータベースに格納されている異なるタイプのデータ間の関係を理解できるテクニカ
ルユーザまたはパワーユーザにお勧めです。

• IBM Cognos Data Managerはシスコのエンジニアが使用するツールで、トランザクション
データベースからデータを抽出して専用のレポート環境にロードするプログラムを作成しま

す。

• IBMCognos FrameworkManagerはシスコのエンジニアが使用し、アドホックレポートおよ
びクエリーのエンドユーザが使用できる情報のデータレベルおよびビジネスレベルビュー

を定義します。

• IBM Cognos Event Studioでは、レポートデータベース内のデータの値によってトリガーさ
れるイベントを定義します。イベントが発生すると、電子メールまたは例外レポートの実行

などによりユーザに通知できます。アプリケーションには事前設定されたイベントはありま
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せんが、Advanced Reportingユーザはデータマートの内容に基づいて独自のイベントを定義
できます。

Reporting アーキテクチャ
この項では、Service Catalogレポートソリューションのアーキテクチャについて説明します。こ
の項の対象読者は、ソリューション内でのCognosコンポーネントの使用方法およびそれぞれの役
割について関心のあるユーザです。ServiceCatalogレポートソリューションを使用して、標準パッ
ケージで提供されている事前に作成されたレポートを実行する方法や、独自のアドホックレポー

トまたはクエリーの生成に主に関心のあるユーザはこの項を飛ばしても差し支えありません。

データマートアーキテクチャ

Service Catalogなどのトランザクションシステムが動作する同じ環境でユーザにレポートの実行
を許可することは、一般的にベストプラクティスではありません。レポート、アドホッククエ

リー、およびその他の詳細な分析を実行するためのリソース要件は、オンラインユーザに適切に

応答するトランザクションシステムを実行するためのリソース要件とは大きく異なります。この

ため、レポートおよび詳細な分析の基盤となるデータは、トランザクションシステムから抽出

し、レポート専用に最適化された環境にロードするのが一般的です。

Service Catalog専用のレポート作成環境は、2つのパッケージから構成されます。この章の残りの
部分では、これらの内容および使用方法の詳細について説明します。

標準レポートデータパッケージ

標準レポートパッケージは、事前に作成されたレポートおよびKPIをサポートしています。さま
ざまな出力オプションにより、タスク、サービス、および申請に基づく測定およびトレンドの情

報が提供されます。また、個人、組織、サービスチーム、およびサービスグループを含むService
Catalogデータの構造に関するレポートも使用できます。事前に作成されたレポートで使用される
すべてのデータは、カスタムレポートパッケージでも使用できます。将来的には、このパッケー

ジはカスタムレポートパッケージとマージされます。

カスタムレポートデータパッケージ

カスタムレポートデータパッケージが提供するディメンションモデルを使用して、タスク、サー

ビスおよび申請関連のデータに関するアドホックレポートを作成できます。標準レポートパッ

ケージで使用できる測定および属性に加え、各サイトにカスタマイズして設定されたサービス

フォームにユーザが入力したデータも使用できます。この「Form Data Reporting」（FDR）によ
り、サービス設計者が「レポート可能」として指定したすべてのディクショナリおよびサービス

のすべての属性を把握できます。
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標準レポートパッケージ

標準レポートパッケージは、Service Catalogで提供されている一連の事前に作成されたレポート
および主要業績評価指標（KPI）ならびにこれらのレポートオブジェクトの生成をサポートする
ために必要なデータベーステーブルで構成されています。これらの事前に作成されたオブジェク

トは、動作データから生成されるレポートに対する多くの営業部門要件を満たします。

データベーステーブル

標準レポートパッケージをサポートするデータベースには、詳細テーブルと要約テーブルの両方

が含まれます。

詳細テーブルは、データベースの非正規化ビューを提供します。各テーブルには、対応するレ

ポートに表示されるすべてのデータがあります。つまり、実行する各レポートが最適化されてい

るため、ルックアップテーブルで関連データにアクセスしなければならないレポートはありませ

ん。ただし、テーブル間の関係がないため、これらのテーブルを他のテーブルとレポート内で結

合することはできません。各テーブルは、指定された詳細レベルの完全なビューであり、OLTP
システムに関する 1つのタイプのファクトの非正規化ビューです。また、違う詳細レベルへのド
リルアップまたはドリルダウンはできません。

要約テーブルには、集計または要約されたデータが含まれています。データを事前要約すること

によって、レポート要求への応答で、サマリーレポートがデータをリアルタイムで集計する必要

がある場合に発生する処理遅延がなくなります。詳細テーブルの場合、各要約テーブルはその専

用レポートまたは KPIに対してのみ使用される必要があります。アドホックレポート要件をサ
ポートするため、要約テーブルを他のテーブルと結合することはできません。

事前に作成されたレポート

標準レポートパッケージに含まれる事前に作成されたレポートは、Report Studioツールを使用し
て作成されて Reportingモジュールに組み込まれています。デフォルトのレポート表示形式は
HTMLに設定されていますが、この配信フォーマットおよび他のランタイムパラメータは、レ
ポートの実行中に変更できます。レポートソリューションに Report Designerが含まれている場
合、ユーザは事前に作成されたレポートの定義を表示できます。また、必要に応じて、企業の要

件をより満たすために定義を変更したり新規レポートを作成できます。

サービス KPI
サービス主要業績評価指標は、JFreechartAPI（JFreechartはCognos製品スイートの一部ではなく、
オープンソースソフトウェア）を使用して生成されます。各KPI用に作成された要約データテー
ブルを読み取ることによって、オンデマンドでグラフが生成されます。
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Service Catalog データマート：Advanced Reporting
Advanced Reportingモジュールを使用することで、Service Catalogデータマートのデータからカス
タムレポートおよびクエリーを作成し、Service Catalogからデータを取り込むことができます。

Service Catalog データマート
ServiceCatalogデータマートは、カスタムレポートデータモデルパッケージに基づいています。
このパッケージによって、ユーザはデータマートにアクセスできるようになります。データマー

トには、タスクの実行者やタスクの期間などのサービス、タスク、申請、および工数関連の情報

が含まれています。カスタムレポートパッケージは、標準パッケージと次の重要な点で異なり

ます。

•カスタムレポートパッケージには、事前に作成されたレポートやKPIが含まれていません。
アドホックレポートおよびクエリー用に限定されます。

•カスタムレポートパッケージを使用すると、フォームベースのデータにアクセスできます。
これは、ユーザ設定のサービスフォームに表示され、入力されたディクショナリおよび属性

から取得されたデータです。

•カスタムレポートパッケージは、異なるタイプのデータ間の関係を保持する柔軟なデータ
モデルであるディメンションモデルとして分類され、アドホックレポートおよびクエリー

の作成を支援します。このモデルについて詳しくは、「カスタムレポートの作成」を参照

してください。

メトリックと属性
メトリックとは、集約できる数量です。これは、ITサービスのオーダー、提供の傾向および問題
を特定して分析するために使用可能なデータを提供する手段です。

メトリックにより、以下のことが可能になります。

• Service Catalogのアクティビティ、リソース使用状況、サービス提供パフォーマンスをモニ
タリングする

•サービス提供のパフォーマンスに関する問題を理解して解決するための根本原因分析を行う

データマート内のメトリックと属性は、次の表で説明する計算を使用して取得されます。
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表 1：メトリックおよび属性の表

説明メトリック

定義された期間内のサービス要求の合計数として計算されます。

特定のレポートに応じて、このメトリックは、完了した要求またはさ

まざまな状態（進行中、キャンセル済みなど）の要求を具体的に意味

します。

サービスボリューム

特定のサービスに対して設定された価格から導き出されます。価格X
単位は、要求ごとに動的に調整できます。

サービスコスト

サービスの STARTEDATEおよび STARTEDDATETIMEには、最初に
カスタマーがサービス要求を送信した時間が設定されます。承認が完

了し、提供が開始されるとすぐに、STARTDATE値および
STARTEDDATTME値が更新されます。これは、STARTEDATE
（TIME）が承認の完了前には要求が送信された時間を参照し、承認の
完了後には配信が開始された日時を参照することを意味します。標準

対応とタスク期日に関するすべての計算には、実際の提供計画の開始

日が使用されます。

サービス開始日または開

始時刻

承認タスクまたは提供計画タスクの合計数。承認タスクまたは提供計

画タスクの合計数として計算されます。

タスクボリューム

タスクが完了した時刻（CompletedDateTime）を、タスクが完了する予
定の時刻（ScheduledDateTime）と比べることで、タスクが期日どおり
であることを判断します。この計算には期間（実際またはデフォルト

の期間）が直接使用されませんが、期限となる日時を最初に計算する

際には、当然のこととして期間が使用されました。

•計算された期日どおりまたは期日前に完了したサービスまたはタ
スクの割合。

•カスタマーが [注文（Order）]ボタンをクリックした時点で、
Service Catalogはすべてのタスクの期日を計算します。

•タスクの期日はそのタスクに設定されている時間に基づいて計算
されます。これは、そのタスクの運用レベル契約（OLA）です。

•サービス期日は、そのサービスの提供計画で最後のタスクの期限
となっている日付です。

•これは、そのサービスのサービスレベル契約（SLA）です。

•提供計画では複数の遅延タスクを許容できます。タスクが遅れて
いても、その SALを達成することは可能です。

オンタイム %

設定された期間内に完了したサービスまたはタスクの割合。標準対応 %

Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
7

使用する前に

メトリックと属性



説明メトリック

承認タスクまたは提供計画タスクの開始から終了までの経過時間（時

間単位）。

タスクまたは提供計画タスク。タスク期間は、実行者のカレンダーに

基づく作業時間で算出されます。レポートでは、期間は時間単位で表

示されます。

タスクベースのファクトテーブルでは、タスク期間を測定する 3つの
方法があります。

• ActualDurationは、カスタマーのカレンダーに従って、タスクの
実行に要した作業経過時間数を測定します。

• PerformerActualDurationは、実行者のカレンダーに従って、タス
クの実行に要した作業経過時間数を測定します。

• DefaultDurationはサービス設計者によって指定される数値で、タ
スクに要する時間を指定します。

たとえば、次の前提があるとします。

•実行者のカレンダーでは 1日 9時間の作業日が指定されている

•タスクは月曜日（作業日）の午前 9時にアクティブになった

•実行者は次の日の午前 10時にタスクを完了した

この場合、PerformerActualDurationは 10時間になります。

タスク期間

特定の計画タスクの [工数（Effort）]フィールドに設定された時間から
導き出されます（時間単位で計測）。

計画上の工数

特定のタスクに対してタスクの実行者によって入力された時間（[工数
（Effort）]エントリ）から計算されます

実際の工数

設定された作業時間内に完了したタスクの割合として計算されます。計画の有効性
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説明メトリック

実行者の実際の期間（タスクが開始された時刻からタスクが完了とし

てマークされた時刻までの作業時間数）を、タスクに指定されたデフォ

ルトの期間と比べることで、タスクが運用レベル契約（OLA）を満た
していることを判断します。実際の期間がデフォルトの期間よりも短

い場合、タスクは条件を満たしたことになります

（StandardComplianceFlagは 1になります）。

設定された期間内に完了したサービスまたはタスクの割合。標準対応

%は、標準期間またはタスク期間のいずれかを使用して計算されます。

経過時間のパフォーマンスからオンタイムパフォーマンスを切り分け

るために、根本原因分析で使用します。

以前のタスクの完了日に基づき、個々のタスクがそのOLAを違反して
いても、計画上の期間内に実行されるという場合もあります。

タスクの標準対応 %

すべてのコンポーネントタスクの実際の期間を合計し、この合計を

サービスに指定されたデフォルトの期間と比べることで、サービスが

そのサービスレベル契約（SLA）を満たしていることを判断します。
（デフォルトの期間は、サービス設計者がサービスの[一般（General）]
タブで設定する [標準期間（Standard Duration）]です）。実際の期間
がデフォルトの期間よりも短い場合、サービスは条件を満たしたこと

になります（StandardComplianceFlagは 1になります）。

サービスのデフォルト期間は手動で入力および管理され、サービスの

コンポーネントタスクに対する検証は実施されません。サービス設計

者はデフォルトの期間を確認し、サービスに対して予想される実行タ

スクとその期間について、デフォルトのワークフローをデフォルトの

期間に正しく反映させる必要があります。

サービスの標準対応 %

個々のタスクレベルでは、この値は 1または 0になります。たとえ
ば、メトリックの名前が完了済みオンタイムタスク数である場合、期

日どおりに完了したタスクのカウントは 1になります。進行中のタス
クの値は 0になります。タスクをグループにまとめている場合、すべ
てのカウントが集計されるので、カウントは、期日どおりに完了した

タスクの合計数になります。

タスクカウント

これらのパーセンテージは、値が 0または 100の個々のタスクレベル
で示されます。タスクをグループにまとめている場合、パーセンテー

ジは平均化されて、タスクグループ全体のオンタイム%または標準対
応 %が示されます。

完了済みオンタイム %
または標準対応 %
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説明メトリック

このカウントは、個々のタスクレベルで割り当てられます。タスクが

遅延しているか、進行中の状態にある場合、その値は 1になります。
そうでない場合は、値は 0になります。タスクのグループのカウント
を集計することで、そのうちいくつのタスクが遅延または進行中であ

るかを確認できます。レポートでは、カウントはデフォルトで合計さ

れます。一般に、遅延未完了タスクカウントの値が大きい場合、それ

は提供プロセスに問題があることを意味し、カスタマーの不満につな

がります。

遅延未完了タスクカウ

ント

タスクが再スケジュールされる場合の動作は、次のとおりです。

•タスクの新しい（再スケジュールされた）期日は、そのタスクの
期日完了判断の計算に使用されます。

•サービスの期日および期日完了判断の計算には影響ありません。

•タスクの新しい期間は、タスクの標準対応判断の計算に使用され
ます。

•タスクの新しい期間は、サービスの標準対応判断の計算には使用
されません。

タスクの再スケジュール

サービスボリュームの測定：カスタマーとは

多くのカスタマーサービスの実装方法のように、サービス提供のエンドカスタマーである個人の

名前は、サービスのオーダーフォームに保存されています。この情報は、標準レポートパッケー

ジおよびその事前に作成されたレポート内からはアクセスできません。このため、サービス提供

のカスタマーを登録するには、2つのオプションがあります。

•多くのレポートが、[CUSTOMERFIRSTNAME]および [CUSTOMERLASTNAME]フィールド
を参照しています。サービスのエンドカスタマーがオーダーフォームに保存されている場

合、これらのフィールドはサービスを要求した個人を参照していますが、この個人を対象に

サービスが実行されたとは限りません。一方で、これが個人をカスタマーとして識別するた

めの唯一のオプションです。

•コストが割り当てられている場合、[ORGANIZATIONALUNITNAME]フィールドは、サービ
ス提供に対する請求先の組織単位を参照します。これは、カスタマーとは誰かについての別

の考え方です。

カスタマーに基づいて、サービス提供オプションを選択できます。
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タスク提供パフォーマンスの測定

ここでは、ユーザのパフォーマンスを測定する方法について説明します。

個人のパフォーマンスの測定

タスクは個人に割り当てるか、または個人が作業を引き出せるキューに割り当てられます。標準

レポートパッケージおよび事前に作成されたレポートで使用できるデータ（特に、

DM_SERVICETASKDETAILおよび DM_AUTHORIZATIONTASKDETAIL内の [PERFORMERID]、
[PERFORMERFIRSTNAME]、[PERFORMERLASTNAME]、[PERFORMEROUID]および
[PERFORMEROUNAME]フィールド）は、次の 3つのいずれかの条件下で個人を参照できます。

•タスクは直接その個人に割り当てられ、他の人はそのタスクの作業をしたことがない。

•タスクはキューに割り当てられ、実行者だけがそのタスクの作業をしたことがある。

•タスクはキューに割り当てられ、最後にそのタスクの作業を行ったのは実行者だが、他の人
も以前に作業した可能性がある。この場合、レポートにリストされた個人のパフォーマンス

は、その個人だけのものではなく、以前にそのタスクに関わったすべての人の影響を受けま

す。このため、名前を挙げられた個人のパフォーマンスを測定する公平な基準とはなりませ

ん。

最初の条件は、標準レポートパッケージのデータで判別できます。しかし、2番目、3番目につ
いてはその限りではありません。これはつまり、個人のパフォーマンスの測定を意図したレポー

トが実際のパフォーマンスを公平に反映した結果となるのは、タスクの責任を共有しないという

明確で一貫したルールをサービスチームが持っている場合に限られるということです。このた

め、個人のパフォーマンスを測定する、事前に作成されたすべてのレポートに免責事項が表示さ

れます。

使用する期間

サービス提供中に実行されたタスクの期間についての事前作成レポートは、尺度として

PERFORMERACTUALDURATIONを使用します。この尺度では、実行者の作業カレンダーを考
慮に入れるため、週末とその他業務外の時間はタスク作業時間に計上されません。逆に、

CUSTOMERDURATIONOFSERVICEを尺度とするとカスタマーのカレンダーが考慮に入れられる
ため、実行者作業の尺度としては不正確になります。

日付を使用する場合と期日ベースで計算する場合

提供チームがタスク実行の優劣を評価する方法は 2つあります。両方とも有効ですが、意味合い
や使用方法は異なります。

•カスタマーに対する約束（期日）と比べてタスクは遅れているかこのアセスメントを行う場
合、レポートには尺度としてTASKONTIMEFLAG、TASKDUEDATE、TASKCOMPLETEDDATE
を含めます。これは、絶対日付という条件から、キューまたはサービスチームがカスタマー
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への約束を守れているかを判断するのに有効です。ただし、個人のパフォーマンスを測る尺

度としては適切ではありません。サービスを実行する際に、A、B、Cという個人が行う 3
つのタスクが必要だとします。個人 Cのパフォーマンスを測定する場合、個人 Aや Bの遅
れのためにそれらのタスクが遅れてしまう場合があります。そのため、この測定方法はチー

ムやキュー全体のカスタマーサービスを評価する場合にだけ使用します。

•このタスクは、この種のタスクの標準的な想定時間内に実行されているかこのアセスメント
を行う場合、標準レポートでは尺度として TASKSTDCOMPLIANCEFLAG、
TASKPROJECTEDDURATION、PERFORMERACTUALDURATIONを使用します。タスクの
実行に費やされた実際の期間と、この種のタスクの標準プランの期間とを比較できます。こ

の方法のほうが、個々のチームメンバーのパフォーマンス評価に適しています。期間に注目

することで、上流作業のタスクパフォーマンスから切り離せるからです。あるタスクが、期

日から見れば遅れて完了したものの、期間の長さから見れば標準的な期間かそれ未満だとい

うことは、十分にありえます。これはつまり、ある人は自分の担当業務を適切に実行したも

のの、上流作業の影響で遅れてしまったことを示しています。

カスタマー中心の確実な測定制度には、両方の基準が必要です。すべてをタスク期間ベースで考

えるならば、実際には「内部基準さえ満たしていれば、カスタマーとの約束はどうでもよい」と

言っていることになります。逆に、日付だけに注目していると、チームメンバーのパフォーマン

スを正確に把握できず、カスタマーに対するパフォーマンス向上のために必要となる効果的なリ

ソース決定を行うことができません。

属性（Attributes）
レポートパッケージで使用されるディメンション属性は、Service CatalogOLTPデータベースに保
持されるデータから取得されます。以下に、属性について要約します。

表 2：OLTP データベースからの属性

説明属性

サービスの受け手になる個人（本人が直接オーダーする場合と、カスタマーの

ためにサービスがオーダーされる場合がある）およびカスタマーのホーム組織

単位

顧客*

サービスの課金対象組織。オーダーが確認されるとき（要求を保存した後、

送信よりも前）に [課金先：カスタマー（Bill To: Customer）]として別の組織
が選択されない限り、サービスのカスタマーと同一です。[課金先：カスタマー
（Bill To: Customer）]として選択可能なのは、[課金可能（Billable）]と指定さ
れた組織単位だけです。

Billed*

タスクを実行する人（および対応するホームOU）。詳細については、個人の
パフォーマンスの測定, （11ページ）を参照してください。

Performer*
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第 2 章

Cisco Prime Service Catalog レポートソリュー
ションの設定

この章は次のトピックで構成されています。

• Reporting機能にアクセスするためのロールの定義, 13 ページ

• 開発環境からテスト環境、実稼働環境へのレポートの移行, 15 ページ

• データマートの設定, 22 ページ

• 文字フィールドの最大サイズ, 24 ページ

• Reporting用スクリプト, 25 ページ

• Form Data Reporting設定の変更, 27 ページ

• Cognosでの HTTPSの設定, 35 ページ

• 主要業績評価指標（KPI）の設定, 37 ページ

Reporting 機能にアクセスするためのロールの定義
次の表に示されるロールは、OrganizationDesignerモジュールで定義されます。これらは、Reporting
および Advanced Reportingモジュールにアクセスするユーザに割り当てる必要があります。

ユーザを定義済みロール「Service Operations Report User」に割り当てると、そのユーザには事前
に作成されたレポートの実行が可能になります。管理者は、個々のロールに基づいて、Reporting
フィーチャにアクセスするためのレポート機能を有効にする必要があります。

Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
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RBACを有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Organization Designer] > [ロール（Roles）] > [機能（Capabilities）]を選択します。

ステップ 2 [システム機能の追加（AddSystemCapability）]テーブルで、[モジュールの選択（ChooseModule）]ドロッ
プダウンリストから [Reporting]モジュールを選択します。

ステップ 3 選択する機能の [機能の選択（Choose Capability）]チェックボックスをオンにします。以下の表を参照し
てください。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

表 3：Reporting 機能の表

説明機能ロール

この機能は、Advanced Reportingの [Report
Designer]セクションで使用可能なすべての
機能へのアクセス権を付与します。

Reports Designer
• AdvancedReportingプロフェッ
ショナル作成者

• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator

この機能は、KPI管理機能、およびKPIを管
理、作成、変更する機能へのすべてのアクセ

ス権を付与します。

KPI管理•サービスオペレーションユー
ザ

• AdvancedReportingプロフェッ
ショナル作成者

•サービスチームマネージャ

•サービスチーム管理者

• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator

この機能は、Advanced Reportingの [Ad-Hoc
Reports]セクションで使用可能な機能へのア
クセス権を付与します。

Ad-Hoc Reports
• AdvancedReportingビジネス作
成者

• AdvancedReportingプロフェッ
ショナル作成者

• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator
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説明機能ロール

この機能は、Reportingフォルダの管理、ダッ
シュボード、IBM Cognos管理、レポートの
スケジュール、レポートの保存、権限の管

理、レポートの作成など、すべてのレポート

機能へのアクセス権を付与します。

Reporting管理• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator

この機能は、Reportingモジュールへのアク
セスを付与し、KPIダッシュボードを表示し
たり Prime Service Catalogレポートを実行す
る権限を付与します。

レポートの表示•サービスオペレーションレ
ポートユーザ

• AdvancedReportingビジネス作
成者

• AdvancedReportingプロフェッ
ショナル作成者

• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator

• Reporting管理者

•サービスチームマネージャ

•サービスチーム管理者

• Advanced Reporting管理者

• Site Administrator

開発環境からテスト環境、実稼働環境へのレポートの移

行
ここでは、レポートを実稼働環境まで移行する方法について説明します。

Catalog Deployer および設定管理
通常、ServiceCatalog実装は複数のサイトで構成され、それぞれのサイトが異なる役割を果たしま
す。
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表 4：サイト実装テーブル

使用方法サイト

サービス定義が開発され、単体テストが行われます。カスタマイゼーション

が最初に適用されます。

開発

開発アクティビティから干渉されることのない、制御された環境。ここでは、

品質保証または他の担当者が Service Catalogをテストします。
テスト

ユーザコミュニティが Service Catalogからサービスを要求でき、ITチームが
サービス要求を満たすことができる実稼働環境。

Production

上記のガイドラインに従うと、ServiceCatalogソフトウェアに適用済みのカスタマイゼーションを
失うことなく、このソフトウェアをアップグレードできます。ただし、これらのガイドラインに

は、クライアントから提供されたコンテンツ（サービス定義や個人プロファイルなど）をサイト

間で移行する必要性についての説明がありません。この機能は Catalog Deployerで提供されてい
ます。

Catalog Deployerモジュールは、メタデータ（サービス定義）およびリポジトリに保存されている
組織データ（個人、組織、および関連するエンティティ）の設定管理を行います。CatalogDeployer
のマニュアルについては、『Cisco Prime Service Catalog Designer Guide』を参照してください。

ここで説明する導入オプションを使用してレポートを移動するには、Reportingモジュールの管理
権限が必要です。事前定義されているサイト管理者ロールには、この権限が含まれます。

ソースとターゲットの両方の環境のCognosServerのファイルシステムにアクセスできる必要があ
ります。

データベースをコピーするための推奨プロセス

展開中の特定のタイミングで、Service Catalog OLTPデータベースをサイト間でコピーすることが
望ましい場合があります。次に例を示します。

•テストサイトまたは実稼働サイトを初めてインストールするときは、開発サイト全体を新し
い環境にコピーする可能性があります。

•実稼働サイトが稼働してしばらく経過したら、すべてのユーザアクティビティをテスト環境
にコピーして、実際のパフォーマンスまたはボリュームを調査する必要があります。

Service Catalog OLTPデータベースをサイト間でコピーするには、次の手順を実行します。
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ソースのエクスポート

ソースデータベースをエクスポートには、次の手順を実行します。

ステップ 1 予測されるダウンタイムをユーザに通知します。

ステップ 2 ソース環境の Prime Service Catalogおよび Service Linkサービスを停止します。

ステップ 3 ソースデータベースをエクスポートします。データのソースおよびエクスポートの日付を追跡するため

に使用する命名規則を決定します。

ステップ 4 システムのシャットダウンを実行できない場合は、Oracleエクスポートの -consistentフラグを使用します。

ステップ 5 Prime Service Catalogおよび Service Linkサービスを再起動します。

ターゲットへのインポート

データをターゲットデータベースにインポートするには、次の手順に従います。

ステップ 1 ターゲット環境で、Prime Service Catalogおよび Service Linkのサービスを停止します。

ステップ 2 ターゲットデータベースの最新のバックアップコピーがあることを確認します。

ステップ 3 必要に応じて、宛先からのエクスポートファイルを、ターゲットデータベースサーバにアクセスできる

ファイルシステムにコピーします。

ステップ 4 ターゲットデータベースにデータをインポートします。

ステップ 5 SQLServerの場合は、新たにインポートされるデータベースに存在するログインおよびユーザが、Service
Catalogのこのインスタンスに必要な資格情報と一致することを確認します。必要に応じて新しいログイ
ンを作成したり、既存のログインをデータベースオーナーに関連付けたりして、このユーザが適切な権限
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を持つようにします。Oracleの場合は、新しくインポートされるデータベースに適切なユーザが存在し、
Service Catalogインストーラで指定されたように特権が付与されていることを確認します。

ステップ 6 両サイトが2つの異なるCognosレポートサーバにアクセスしている場合は、各サイトの「CognosServer」
の名前を指定する CnfParamsテーブルのエントリを更新して、更新内容をコミットします。

ステップ 7 ターゲット環境で、Prime Service Catalogおよび Service Linkのサービスを再起動します。

ステップ 8 [管理（Administration）] > [エンティティホーム（Entity Homes）] > [SiteProtection]の [このサイト（This
Site Is）]プロパティを現在のサイトに設定します。 [エンティティホーム（Entity Homes）]の指定が異な
る場合、またはサイトの保護レベルが異なる場合は、手動で変更を行い、変更を保存します。

ステップ 9 両サイトが 2つの異なる LDAPディレクトリに接続している場合は、ディレクトリ統合のデータソース
定義を適宜変更します。

ステップ 10 ServiceLinkエージェントの接続プロパティをすべてチェックし、ターゲット環境に合わせて変更します。

ステップ 11 手作業での追加処理がある場合はそれを実行し、データを調整します。たとえば、一部のユーザ、グルー
プ、または組織に権限を追加したり、権限を取り消したりする場合があります。

ステップ 12 メンテナンスが完了したことをユーザに通知します。
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エクスポートファイルの作成

エクスポートファイルを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 開発マシンで、CustomReportsという名前のフォルダを Cognosの Public Foldersディレクトリに作成しま
す。フォルダの名前を変更しても構いませんが、パブリックフォルダにする必要があります。

ステップ 2 新しいレポートを上記で作成した CustomReportsフォルダにコピーします。

ステップ 3 レポート管理者の機能を持つユーザとして Service Catalogにログインします。

ステップ 4 右上隅の [起動（Launch）]に移動し、[IBM Cognos管理（IBM Cognos Administration）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [設定（Configuration）]タブをクリックします。

ステップ 6 [コンテンツ管理（ContentAdministration）]に移動し、画面の右上隅にある [新規エクスポート（NewExport]
アイコンをクリックします。

図 1：[新規エクスポート（New Export] を選択します。

ステップ 7 エクスポートの名前（たとえば、CustomReports）およびその他の詳細を指定し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 8 [導入方法（Deployment Method）]ページで、[パブリックフォルダおよびディレクトリコンテンツの選択
（Select public folders and directory content）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [追加（Add）]をクリックして、手順 1で作成したCustomReportsフォルダを選択します。次に、カスタ
ムレポートフォルダを選択し、下部にある [追加（Add）]を選択してから [OK]をクリックします。
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図 2：CustomReport の選択

ステップ 10 [インポート後に無効化（Disable after import）]の選択を解除して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [ディレクトリコンテンツの選択（Select the directory content）]セクションで、[Cognosグループおよびロー
ルを含める（Include Cognos groups and roles）]を選択し、[既存のエントリを置換（Replace existing
entries）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [一般オプションの選択（Specify the general options）]セクションで、 [アクセス権限を含める（Include
access permissions）]を選択して、[新規および既存のエントリに適用（Apply to new and existing existing
entries）]を選択します。

ステップ 14 [外部ネームスペース（Externalnamespaces）]で、[外部ネームスペースへの参照を含める（Includereferences
to external namespaces）]を選択します。

ステップ 15 [エントリ所有者（Entry ownership）]セクションで、[インポートを実行するユーザ（The user performing
the import）]を選択して、[一般オプションの選択（Specify the general options）]セクションで、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [導入アーカイブの指定（Specify a deployment archive）]セクションで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 17 [要約の確認（Review the summary）]セクションで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 18 [アクションの選択（Select an action）]セクションで、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 19 [今すぐ（Now）]を選択し、[オプションを使用して実行（Runwith options）]セクションで [実行（Run）]
をクリックします。

このプロセスにより、CustomReports.zipが Cognos Sourceマシンの <CognosHome>\c10_64\deploymentフォ
ルダに作成されます。
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エクスポートされたファイルのインポート

ファイルをインポートするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 エクスポートされたファイルCustomReports.zipを実稼働マシンの <CognosHome>\c10_64\deploymentフォ
ルダにコピーします。

ステップ 2 画面右上隅の [起動（Launch）]に移動し、[IBM Cognos管理（IBM Cognos Administration）]をクリック
します。

ステップ 3 [設定（Configuration）]タブをクリックします。

ステップ 4 [コンテンツ管理（Content Administration）]に移動し、画面右上隅の [新規インポート（New Import）]ア
イコンを選択します。

図 3：新規インポート（New Import）] アイコンを選択します。

ステップ 5 [CustomReports]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [CustomReports]を選択し、[パブリックフォルダのコンテンツの選択（Select the public folders content）]セ
クションで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ディレクトリのコンテンツの選択（Select the directory content）]セクションで、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 8 [一般オプションの指定（Specify the general options）]セクションで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [要約の確認（Review the summary）]セクションで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [アクションの選択（Select an action）]セクションで、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 11 新しいレポートフォルダ CustomReportsが、実稼働マシンのパブリックフォルダエリアに表示されま
す。
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データマートの設定
Service Catalogデータマートは、通常、サービス設計者がカスタマイズせずにインストールでき
ます。ただし、この「最小の共通特性」によるアプローチでは、ほとんどのサイトのレポート作

成要件を満たすことができません。このため、推奨される手順は、上記のベストプラクティス

を、サイトのディクショナリおよびサービス設定と組み合わせて確認することです。次のセク

ションをワークシートとして使用することで、アナリストはサイトに対して必要なデータマート

設定を決定できます。これらの設定パラメータは、Advanced Reportingを設定するために使用で
きます。

これらのパラメータは、データマートをインストールする際に指定する必要がある多くのプロパ

ティに対応しています。データマートの設定とそのインストールのカスタマイズに使用されるイ

ンストールおよび設定パラメータの詳細については、『Cisco Prime Service Catalog Installation and
Upgrade Guide』を参照してください。

ディクショナリおよびサービステーブルの数

データマートを作成するときに、データマートが保持するディクショナリおよびサービスディ

メンションの最大数を指定します。これらの各ディメンションはデータマートの個別のテーブル

に対応します。ディクショナリまたはサービスの数は、データマートをインストールした後に増

やすことができます。ただし、この手順を避けるために、直近の導入に対して計画されている現

在の要件および機能向上に対応できる十分なテーブルでデータマートを作成してください。

作成する必要がある各タイプのテーブル数を決定するための「特効薬」はありません。一部のガ

イドラインは前のセクションで説明されています。サービス設計者はすべてのディクショナリを

確認し、データマートに含めるディクショナリを決定して、それらを [ServiceDesigner] > [ディク
ショナリ（Dictionaries）]コンポーネントの [レポート可能（Reportable）]ドロップダウンメニュー
で [はい（Yes）]を選択することで、レポート可能なディクショナリとして指定する必要があり
ます。

ServiceCatalogは、レポート可能として指定され、データマートに作成されたサービスおよびディ
クショナリテーブルの数が指定された数を超過しないように追跡します。後からディクショナリ

（またはサービス）をレポート可能にしないと決定した場合は、対応する [レポート可能
（Reportable）]フィールドを [いいえ（No）]に変更します。これにより、データマートをロー
ドする ETLジョブからソースディクショナリまたはサービスが削除されます。レポート作成フ
レームワークでは、クエリーサブジェクトを引き続き利用できます。ただし、ディクショナリま

たはサービスデータを保持するテーブルを別のディクショナリまたはサービスとともに使用する

ことはできず、使用中のテーブル数の 1つとしてカウントされます。

表 5：サービス設計パラメータテーブル

サイトでの値デフォルト値パラメータ

100NUMBER_OF_SERVICE_TABLES

100NUMBER_OF_DICTIONARY_TABLES
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データタイプの変換

データマート内のすべてのデータは文字列（テキスト）、数値、または日付（時間コンポーネン

トを含む）として格納されます。内部ディクショナリからのデータは、次の表で示すように、適

切な型に変換されます。

表 6：内部ディクショナリのデータテーブル

データベース固有の実装内部ディクショナリのデータ

タイプ

データマート列のデータタイ

プ

Oracle：NUMBER

SQL Server：FLOAT

番号（Number）

資金（Money）

数値（Number (Numeric)）

Oracle：DATE

SQL Server：DATETIME

日付（Date）

日付および時刻（Date and
Time）

日付（Date）

Oracle：VARCHAR2

SQL Server：VARCHAR

テキスト（Text）

Person

URL

アカウント（Account）

電話

SSN（社会保障番号）

ブール値

文字列（Varchar：可変長文字
列）

Personデータタイプは、サービスフォーム上の [個人の選択（Select a Person）]ウィンドウで示
されるように、個人の名と姓の組み合わせとしてデータマート内に表されます。 Booleanデータ
タイプは、データタイプのオプションボタン表現で示されるように、「yes」および「no」に対
応する文字列で表されます。

外部ディクショナリからのデータは適切なタイプに変換されます。たとえば、すべての数値フィー

ルドはその大きさや精度に関係なく、上記の表に示すターゲットデータベースの数値型に変換さ

れます。外部ディクショナリテーブルのグラフィックおよびラージオブジェクト（LOB）デー
タタイプはサポートされていないため、データマートの作成時や ETLプロセスによるデータの
ロード時には無視されます。
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ディクショナリおよびサービステーブルの列数

データマート設定の一環として、設計者はディクショナリおよびサービステーブルに作成される

データ型（文字、数値、日付）ごとの列数を指定します。すべてのディクショナリテーブルは、

データ型ごとの許容列数に関して、同一の構成である必要があります。これは、サービステーブ

ルについても同様です。

SQLServerでは、テーブルの行の長さを8k（8192）バイトよりも大きくしないよう警告してい
ます。これにより、サービスディメンションテーブルのサイズには大幅な制限が課されるこ

とになります。このような制限は Oracleには存在しないため、データタイプごとの列数とテ
キスト列のサイズを合計行サイズ制限の 32kまで増やすことができます。

（注）

ディクショナリおよびサービステーブルの列数を増やすオプションの 1つは、文字列型
（VARCHAR）の列のサイズを（次に説明する DATA_STRING_MAX_SIZEプロパティで指定さ
れている）デフォルト値の 200文字から減らす方法です。文字列型の列の最大サイズはすべての
ディクショナリ（およびサービス）に適用されるため、この値を減らす場合は注意してください。

指定されたサイズよりも長いテキストデータは切り捨てられます。

テーブルがインストールプロセスによって作成された後に、各データタイプの列数を変更するこ

とはできません。

表 7：ディクショナリパラメータテーブル

サイトでの値デフォルト値パラメータ

40NUMBER_OF_DICTIONARY_VARCHAR_FIELDS

10NUMBER_OF_DICTIONARY_NUMERIC_FIELDS

10NUMBER_OF_DICTIONARY_DATE_FIELDS

80NUMBER_OF_SERVICE_VARCHAR_FIELDS

20NUMBER_OF_SERVICE_NUMERIC_FIELDS

20NUMBER_OF_SERVICE_DATE_FIELDS

文字フィールドの最大サイズ
データマートディクショナリおよびサービステーブル内の文字フィールドの最大サイズは、デ

フォルトで 200文字に設定されています。これは、ディクショナリおよびサービスにおける、す
べてのテーブル内のすべての文字（テキスト）フィールドのサイズです。このプロパティは、最

初のデータマートのインストール後に、Cisco Technical Assistance Center（TAC）から入手できる
スクリプトを実行することでのみ変更できます。
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文字フィールドには、1行（テキスト）および複数行（テキスト域）のフィールドとしてサービ
スフォームに表されるデータと、オプションボタンとして表されるデータが格納されます。

チェックボックスおよび複数選択のドロップダウンリストで 1つ以上のオプションをオンにした
場合は、オンにしたすべてのオプションがカンマで区切られた状態で同じデータマート文字フィー

ルドに含まれます。文字フィールドの最大サイズを設定する際は、注意が必要です。サイズが小

さすぎると、データは大幅に切り捨てられる場合があるため、一般的に説明フィールドおよびコ

メントフィールドが影響を受けます。サイズが大きすぎると、ETLプロセスおよびレポートの生
成の両方のパフォーマンスに悪影響が生じる場合があります。

表 8：文字パラメータテーブル

サイトでの値デフォルト値パラメータ

200DATA_STRING_MAX_SIZE

計算の実行

次の手順に従って、サイトのレポート可能なディクショナリおよびサービスをサポートするデー

タマートの設定方法を決定します。

•レポート作成要件を確認して、レポート可能にする必要があるディクショナリとサービスの
数を決定します。

•選択したディクショナリ（およびサービス）を確認して、必要となるデータ型（文字、数
値、日付）ごとの最大フィールド数を決定します。

Reporting 用スクリプト
Reportingモジュールには、Service Catalogデータマートを保守するためのスクリプトや、ユーザ
が使用できる標準レポートおよび KPIを生成するためのスクリプトが必要です。

Reporting バッチプログラム
Cognos DataManager ETLから生成された Service Catalog Extract-Transform-Load（ETL）スクリプト
は、Service Catalogから提供される作成済みレポートの実行と、データマートにあるフォームに
依存しないすべてのデータをサポートするデータベースに対する入力を制御します。

追加コマンドファイルにより、Cognos QueryStudioと Report Studio（Ad-Hoc Reportsおよび Report
Designer）で使用されるフレームワークの生成が完了し、Service Catalogのデータマートでアド
ホックレポーティングが可能になります。

これらのスクリプトは、同じ呼び出しとロギングのフレームワークを共有します。これらは、

Cognosサーバに配置して実行されるWindows .cmdファイルとして使用できます。任意のエンター
プライズスケジューラを使用して実行をスケジュールできます。 Cognosサーバの
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<ReportingInstalledDirectory>\logsディレクトリには、これらのスクリプトのアクティビティのログ
が記録されます。

標準レポートおよび主要業績評価指標（KPI）をサポートするには、次のスクリプトが必須です。

表 9：レポートおよび KPI をサポートするスクリプト

説明/使用方法プログラム

DataManagerで指定したETLルールに従って、事前に作成されたレポート
をサポートするデータベーステーブルにデータを入力します。これは、

データベースコンテンツの差分リフレッシュではなく完全な再ビルドで

す。 <8cognos.root >\c10_64 \datamanager \logにログファイルが生成されま
す。

update_datamart_std.cmd

データマートをサポートするには、次のプログラムが必須です。

表 10：データマートをサポートするプログラム

説明/使用方法プログラム

カスタムレポート作成パッケージで使用されるデータマートテーブルに

データを入力します。また、Form Data Reportingテーブルのデータも取得
します。これは、カスタムレポートパッケージのすべてのテーブルの差

分更新です。ログファイルを cognos.root/c10-64および
cognos_installed_dir/logs/ cognos_datamart_update.logに生成します。

このスクリプトは、次のオプションを使用して実行できます。

1 update_datamart.cmd fdr（FormData Reportingテーブルのデータのみを入
力）

2 update_datamart.cmd non-fdr（非 FormData Reportingテーブルのデータの
みを入力）

3 update_datamart.cmd fdr-truncate（Form Data Reportingテーブルからデー
タを消去）

update_datamart.cmd

動的に定義されたレポート可能オブジェクト（ディクショナリとサービ

ス）および標準のファクトとディメンションを含む Cognos
FrameworkManagerモデルを作成します。静的に定義されたモデル（デー
タマートで使用される標準のファクトとディメンション）を、レポート可

能なサービスとディクショナリを記述する、動的に生成されたメタデータ

とマージしてモデルが再ビルドされます。

create_model.cmd
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説明/使用方法プログラム

FrameworkManagerモデルを Cognos BIサーバに Cognos ScriptPlayerユー
ティリティ経由でパブリッシュします。モデルを作成するプログラム

（create_model.cmd）の後に、Service Catalogデータマート更新の一部とし
て実行する必要があります。

publish_fdr_pkg.cmd

Form Data Reporting 設定の変更
環境の拡大に伴って、Form Data Reporting（アドホックレポート）ディクショナリおよびサービ
ステーブルの数を増加する必要があります。たとえば、追加サービスをオンラインにする場合

や、追加ディクショナリのコンテンツのレポートが必要な場合などです。 Cisco Prime Service
Catalogレポートソリューションをインストールした後、FDR Configuratorユーティリティを使用
して、Form Data Reporting設定を変更できます（DataMartについて, （121ページ）を参照）。

ここでは、FDR Configuratorを起動して設定する方法について説明します。

この項で説明されているタスクを実行するには、管理者権限を持つユーザとしてログインする

必要があります。

（注）

FDR Configurator の起動
このプログラムを実行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cognosマシン上で、環境変数 JAVA_HOMEを<COGNOS_HOME>\bin64\jre\7.0に設定します。次に、PATH
環境変数の先頭に %JAVA_HOME%\binを追加します。

ステップ 2 データマートデータベースにアクセスするすべてのプログラムを停止します。

ステップ 3 「<Reporting_Install_Dir>\cognos\bin」ディレクトリに移動します。

ステップ 4 fdrConfigurator.exeをダブルクリックして FDR Configuratorを起動します。
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経過表示バーが表示されます。完了すると、FDR Configuratorウィザードの最初のページ（[概要
（Introduction）]ページ）が表示されます（以下を参照）。

図 4：概要

FDR Configurator ウィザードの実行
この設定ウィザードでは、各ページに表示されるさまざまなフィールドを順次設定していきます。

各ページに入力したら、[次へ（Next）]をクリックして次のページに進みます。また、[戻る
（Previous）]をクリックすると前のページに戻ることができます。ウィザードの最後に [インス
トール（Install）]をクリックして設定を開始します。随時、[キャンセル（Cancel）]をクリック
することで、設定を行わずにウィザードを終了できます。

設定オプションでは、大文字と小文字が区別されるので、大文字と小文字を区別せずにデータベー

ス名などの値を入力すると、設定が失敗する可能性があります。
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FDR Configuratorウィザードを実行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 FDR Configuratorを起動します（FDR Configuratorの起動, （27ページ）を参照）。

ステップ 2 ウィザードの最初のページ（[概要（Introduction）]ページ。FDR Configuratorの起動, （27ページ）を参
照）で、[次へ（Next）]をクリックしてウィザードを開始します。

ステップ 3 ウィザードの次の 2つのページでは、変更する Reportingインストールについて、データベースタイプを
選択し、データマートデータベースのパスワードを入力します。各ページを完了するごとに、[次へ
（Next）]をクリックしてください。
データマートデータベースのページで [次へ（Next）]をクリックすると、ウィザードの [FormDataReporting
テーブル（Form Data Reporting Tables）]ページが表示されます（以下を参照）。

図 5：Form Data Reporting テーブル

ステップ 4 Form Data Reportingテーブルの設定は、既存のデータマートデータベースから取得されます。次の表に
説明されているように、これらの設定は変更できます。

Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
29

Cisco Prime Service Catalog レポートソリューションの設定
FDR Configurator ウィザードの実行



表 11：Form Data Reporting テーブル

説明オプション

プレフィックスを変更する必要がある場合は、英字とアンダースコア文字のみを使

用してください。数字や特殊文字は使用しないでください。変更すると、テーブ

ルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタイムスタンプもリ

セットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、「update_datamart.cmd」や
「update_datamart fdr.cmd」などの ETLスクリプトをフルモードで実行する必要が
あります（DataMartについて,（121ページ）を参照）。また、「IMBCognos」サー
ビスを再起動する必要もあります。

ディクショナリ

テーブルのプレフィ

クス（Dictionary
table prefix）

プレフィックスを変更する必要がある場合は、英字とアンダースコア文字のみを使

用してください。数字や特殊文字は使用しないでください。変更すると、テーブ

ルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタイムスタンプもリ

セットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

サービステーブル

のプレフィックス

（Service table
prefix）

各テーブルのフィールド名のプレフィックス。この名前を使用して作成されるテー

ブルには、FIELD1、FIELD2、FIELDnなどのような名前のフィールドが含まれま
す。変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベー

スのタイムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

テーブル列のプレ

フィックス（Table
columns prefix）

このパラメータは、ディクショナリおよびサービステーブルオブジェクトのvarchar
フィールドの最大サイズを示します。

現在の値のみ増やすことができます。データは失われません。また、タイムスタン

プもリセットされません。変更すると、VARCHAR()列のサイズ変更を適用して
データマートデータベース内のディクショナリおよびサービステーブルが変更さ

れます。

テーブル列の最大長

（Text column max
length）

[デフォルトに戻す（Restore Defaults）]をクリックすると、編集した値は、既存のデータマートデータ
ベースの現行の設定値で上書きされます。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックして、ウィザードの次のページに進みます。
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ウィザードの [FormData Reportingディクショナリ設定（FormData Reporting Dictionary Settings）]ページが
表示されます（以下を参照）。

図 6：Form Data Reporting ディクショナリ設定

ステップ 6 Form Data Reportingディクショナリの設定は、既存のデータマートデータベースから取得されます。次
の表に説明されているように、Form Data Reportingディクショナリの設定は変更できます。

表 12：Form Data Reporting ディクショナリ設定

説明オプション

データマートデータベースでレポート可能なディクショナリのデータを格納する

ために必要なテーブルの数。レポート可能なディクショナリごとに1つのテーブル
が必要です。

現在の値のみを最大800まで増やすことができます。既存のすべてのデータは保持
され、テーブルが追加で作成されます。

ディクショナリ

テーブル

（Dictionary tables）
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説明オプション

顧客フォームレポート分析に基づいてディクショナリで使用されるテキスト型フィー

ルドの数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、「update_datamart.cmd」や
「update_datamart fdr.cmd」などの ETLスクリプトをフルモードで実行する必要が
あります（Form Data Reporting設定の変更, （27ページ）を参照）。また、「IMB
Cognos」サービスを再起動する必要もあります。

テキストフィール

ド（Text fields）

顧客フォームレポート分析に基づいてディクショナリで使用される数値フィールド

の数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

数値フィールド

（Numeric fields）

顧客フォームレポート分析に基づいてディクショナリで使用される日付フィールド

の数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

日付フィールド

（Date fields）

[デフォルトに戻す（Restore Defaults）]をクリックすると、編集した値は、既存のデータマートデータ
ベースの現行の設定値で上書きされます。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ウィザードの次のページに進みます。
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ウィザードの [Form Data Reportingサービス設定（Form Data Reporting Service Settings）]ページが表示され
ます（以下を参照）。

図 7：Form Data Reporting サービス設定

ステップ 8 Form Data Reportingサービスの設定は、既存のデータマートデータベースから取得されます。次の表に
説明されているように、Form Data Reportingサービスの設定は変更できます。

表 13：Form Data Reporting サービス設定

説明（Description）オプション

データマートデータベースでレポート可能なサービスのデータを格納するために

必要なテーブルの数。レポート可能なサービスごとに1つのテーブルが必要です。

現在の値のみを最大800まで増やすことができます。既存のすべてのデータは保持
され、テーブルが追加で作成されます。

サービステーブル

（Service tables）
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説明（Description）オプション

顧客フォームレポート分析に基づいてサービスで使用されるテキスト型フィールド

の数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

テキストフィール

ド（Text fields）

顧客フォームレポート分析に基づいてサービスで使用される数値フィールドの数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、ETLスクリプト
「update_datamart.cmd」をフルモードで実行する必要があります（DataMartについ
て, （121ページ）を参照）。また、「IMB Cognos」サービスを再起動する必要も
あります。

数値フィールド

（Numeric fields）

顧客フォームレポート分析に基づいてサービスで使用される日付フィールドの数。

変更すると、テーブルが削除されてから再作成されます。また、データベースのタ

イムスタンプもリセットされます。

フォームのレポートデータを再生成するために、「update_datamart.cmd」や
「update_datamart fdr.cmd」などの ETLスクリプトをフルモードで実行する必要が
あります（DataMartについて,（121ページ）を参照）。また、「IMBCognos」サー
ビスを再起動する必要もあります。

日付フィールド

（Date fields）

[デフォルトに戻す（Restore Defaults）]をクリックすると、編集した値は、既存のデータマートデータ
ベースの現行の設定値で上書きされます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして、ウィザードの要約ページに進みます。

ステップ 10 設定ウィザードで、設定プロセスを開始するのに十分な情報が入力されました。このページで設定内容を
確認してください。変更が必要な場合は、[戻る（Previous）]をクリックして目的のページに戻り、必要
な変更を行ってください。内容が正しい場合、[インストール（Install）]をクリックして設定を開始しま
す。このプロセスの実行中にウィザードを中止することは避けてください。

ステップ 11 設定プロセスが正常に完了したら、[完了（Done）]をクリックして設定ウィザードを閉じます。
設定プロセスが失敗した場合は、[完了（Done）]をクリックして設定ウィザードを閉じてから、ステップ
1に戻って FDR Configuratorを再試行します。設定プロセスのログは、
「<Reporting_Install_Dir>\_CSP_FDRConfigurator\Logs」ディレクトリにあります。
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Cognos での HTTPS の設定
ここでは、Cognosに HTTPSを設定する方法について説明します。

SSLサポートを Cognos Serverで有効にするには、Cognos Gatewayのプロトコルを HTTPSに変更
する必要があります（IISなどのWebサーバも HTTPSに設定されていることが前提です）。

図 8：SSL サポートの概要

必須条件と前提条件

1 Cognos Serverがインストールされている IISサーバで、HTTPSが有効にされている必要があり
ます。

2 IISの TCPポート（80）を削除します。

Windows Server 2008 R2の場合、TCPポート（80）を削除できません。そのため、ファイア
ウォールを使用して TCPポート（80）を無効にする必要があります。

（注）

3 セキュリティを強化するために、ファイアウォールを使用して、Cognos+IISがインストールさ
れているシステムのすべての非 SSLポート（たとえば、ポート 80および 9300）をブロックで
きます。

4 SA/Reportingに使用するコマンドは、Cognos Serverがインストールされているシステムと同じ
システムで実行されるため、すべてのコマンドラインユーティリティは引き続きHTTPプロト
コルを使用します。

5 また、コマンドラインユーティリティの HTTPS/SSLを有効にすると、オーバーヘッドやパ
フォーマンス問題が生じることから、引き続き非 SSLが使用されます。
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6 CnfParamsテーブルの「CognosServername」を手動で変更して、IISに設定されているSSLポー
トを設定する必要があります。

IIS サーバ証明書の Cognos Server へのインポート
IIS証明書を Cognos Serverにインポートするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 IISで使用されるサーバ証明書は、Cognos 10.2.1 BI Serverの安全な場所にコピーする必要があります。
サーバ証明書が Base-64エンコード X.509形式であることを確認しま
す。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトを開いて、フォルダ「C:\Program Files\cognos\c10_64\bin」に移動します。

ステップ 3 JAVA_HOME=C:\Program Files\cognos\c10_64\bin64\jre\7.0を設定します。

ステップ 4 次のコマンドを入力して、IISサーバ証明書を Cognos 10.2.1の JCA Keystoreにインポートします。

例：

ThirdPartyCertificateTool.bat -T -i -r CA_certificate_file -k
crn_location/configuration/signkeypair/jCAKeystore -p password
(for example: ThirdPartyCertificateTool.bat -T -i -r “c:\certnew.cer” -k “C:\Program
Files\Cognos\c10-64\configuration\signkeypair\jCAKeystore” -p NoPassWordSet)

SSL に対応するための Cognos 10.2.1 の設定
SSLに対応するために Cognos 10.2.1を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Program Files] > [IBM Cognos 10-64] > [IBM Cognos設定（IBM Cognos Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [環境（Environment）] > [ゲートウェイURI（Gateway URI）]を選択します。 httpを httpsに変更し、デ
フォルトのポート 80を 443に変更します。

ステップ 3 [暗号化（Cryptography）] > [相互認証を使用しますか（Use mutual authentication?）]を選択し、 [はい
（True）]に変更します。

ステップ 4 [暗号化（Cryptography）] > [Cognos] > [サードパーティCAを使用しますか（Use third party CA?）]を選
択し、 [はい（True）]に変更します。

ステップ 5 設定を保存します。

ステップ 6 IBM Cognosサービスを停止します。

ステップ 7 再起動します。
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SSL に対応するための newscale.properties の変更
newscale.propertiesを変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 newscale.propertiesファイルで、cognoswebprotocolパラメータの httpを httpsに変更します。

ステップ 2 Prime Service Catalogアプリケーションサーバを再起動します。

検証

変更を検証するするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 https://CognosServername.domain.com/cognos10にログインし、Cognos Connectionにログインできるかチェッ
クします。

ステップ 2 https://RequestCenterServername.domain.com/RequestCenterにログインし、ReportingモジュールまたはAdvanced
Reportingモジュールに移動できるかチェックします。

主要業績評価指標（KPI）の設定
主要業績評価指標（KPI）では、Service Catalogサービスの管理で重要と見なされるトレンドまた
は統計情報をトレースする早くて便利な方法を提供します。

ダッシュボードの設定

[ダッシュボード（Dashboard）]オプションは、Reportingモジュールに含まれています。このオ
プションを使用して、最大 4つの KPIを表示するようにポータルを設定できます。

[Reporting] > [ダッシュボード（Dashboard）] > [ダッシュボードの設定（Configure Dashboard）]ボ
タンを選択すると、使用可能な KPIのリストが表示されます。

[主要業績評価指標の選択（Select Key Performance Indicators）]ページで、レポート名の左側にあ
るチェックボックスをオンにして、ダッシュボードに表示するKPIを指定します。 [順序（Order）]
ドロップダウンメニューを使用して、選択したKPIをダッシュボードの四分円に表示する順序（1
～ 4）を選択します。選択内容をクリアするには [リセット（Reset）]をクリックし、変更を行わ
ずにポップアップウィンドウを閉じるには [キャンセル（Cancel）]をクリックします。 [KPIの選
択内容の保存（SaveKPISelection）]をクリックします。変更はダッシュボードに反映されます。
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Service Catalogのパフォーマンスを測定する KPIを指定できます。インストールしていないモ
ジュールの KPIを選択した場合、グラフの代わりに「使用可能なデータはありません（No data
available）」という凡例が表示されます。

新しい KPI の登録
素早く簡単に新しい KPIを登録できます。

ステップ 1 [モジュール（Module）]ドロップダウンメニューから [Advanced Reporting]を選択します。

ステップ 2 [KPI管理（KPI Administration）]をクリックします。

ステップ 3 [新規KPIの登録（Register New KPI）]をクリックします。

ステップ 4 KPIパラメータを入力します。

ステップ 5 [登録（Register）]をクリックします。
新しい KPIが [KPI管理（KPI Administration）]ページの KPIリストに表示されます。

既存の KPI の変更
[KPI管理（KPIAdministration）]オプションは、「分析管理者」のロールを持つユーザがAdvanced
Reportingモジュールで使用できます。 [KPI管理（KPI Administration）]オプションを使用すると
管理者は、KPIの表示または動作を調整できます。次の手順を実行します。

ステップ 1 [Advanced Reporting] > [KPI管理（KPI Administration）]を選択します。

ステップ 2 [主要業績評価指標の選択（Select Key Performance Indicators）]ページで KPIを選択します。

ステップ 3 KPIを選択すると、そのプロパティが [KPIの更新（Update KPI）]のページに表示されます。

ステップ 4 変更が必要なKPIプロパティは、KPIの表示を定義するプロパティのみです。これには次が含まれます。

• [タイプ（Type）]：グラフのタイプで、オプションには、棒、縦棒、横棒、円、およびバブルがあり
ます

• [データ色パラメータ1（Data Color Param 1）]から [データ色パラメータ6（Data Color Param 6）]：グ
ラフを描く色

レポート可能グリッドディクショナリなしで設定されたサービスの場合、サービスに対する各要求（申請

エントリ）は ETLプロセスによってキャプチャされ、対応する DM_FDR_SERVICETABLEに 1行のデー
タとして挿入されます。ただし、1つ以上のレポート可能グリッドディクショナリが設定されたサービス
の場合、ETLプロセスは DM_FDR_SERVICETABLEテーブルに複数行のデータを挿入します。挿入され
る行の数は、レポート可能グリッドディクショナリのうち最大の行数に対応します。
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たとえば、レポート可能非グリッドディクショナリ 1つ（Employee）と、レポート可能グリッドディク
ショナリ2つ（Contact、Address）を持つサービスがあるとします。このサービスに対する要求が、Contact
内のデータ 3行、Address内のデータ 2行、Employeeディクショナリ内のいくらかのデータを持つと仮定
します。このサービスに対してサービステーブル内にキャプチャされたフォームデータは、次のように

なります。

表 14：サービステーブルにキャプチャされたフォームデータ

Address.
国

（Country）

Address.
状態

Address.
市区町

村郡

（City）

Address. 回
線（Line）

Contact. 詳細
（Details）

Contact.
タイプ

（Type）

Employee.
LastName

Employee.
FirstName

RequisitionEntryID

USACASan
Mateo

3333 Third
St.

650-123-4567セルSmithJohnNNN

USACASan
Jose

1111 First
St.

408-765-4321作業（NULL）（NULL）NNN

（NULL）（NULL）（NULL）（NULL）jsmith@company.comEメール（NULL）（NULL）NNN
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第 3 章

レポートの設計

この章は次のトピックで構成されています。

• サービス設計でのレポート作成計画, 41 ページ

• サービス項目をレポート可能にする, 42 ページ

• 以前に導入したディクショナリおよびサービスの更新, 44 ページ

サービス設計でのレポート作成計画
カスタマーの各サイトは当然異なるディクショナリおよびサービスのセットを持っているため、

これらの中からレポート可能にするオブジェクトを決定する方法について厳格なルールは存在し

ません。ただし、データマートに含めるオブジェクトを決定する際は、次のガイドラインが役立

つ場合があります。詳細については、データマートの設定, （22ページ）を参照してください。

ディクショナリ

日付または数値を含むディクショナリは、データマートに含める有力な候補です。

ディクショナリのすべて、またはその一部が、説明を保持するために設計された非常に大きなサ

イズのフィールドで構成されている場合、そのディクショナリはデータマートに含めるのに適し

た候補ではありません。このようなフィールドは、データマートが作成されるときに指定した最

大文字サイズで切り捨てられます。

ビジネスニーズにとって重要だと考えられるディクショナリは含める必要があります。このた

め、対応する個人ベースのディメンションには存在せず、Organization Designerに存在していた情
報よりも新しい情報を含んでいる Customerディクショナリおよび Initiatorディクショナリを含め
るのが一般的です。
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サービス

サービスを含めることで、基本的に各ディクショナリを識別することなく（つまり、個別のディ

メンションまたはクエリーサブジェクトとして）サービス内のすべてのディクショナリに関して

レポートを作成できるショートカットが提供されます。これは特に 1つのサービスのみを取り扱
うユーザや、クエリーツールの使用頻度が低く、対象の項目に関するレポートを手っ取り早く必

要としているユーザにとって役立ちます。

サービスをレポート可能にすることには、次の欠点があります。それにより、データマートの

サービスからディメンションを取得するハードルを下げる可能性があります。

•サービスに（異なるディクショナリにある）同じ名前の 2つのフィールドが含まれている場
合は、サービスに基づくクエリーサブジェクトに Dictionary1_FieldNameおよび
Dictionary2_FieldNameとして表示されます。紛らわしくない名前のフィールドには、フィー
ルド名が設定されます。

•非常に多くのフィールドが存在する非常に多くのディクショナリを含むサービスでは、許容
されるフィールド数のデフォルトから、サービスディメンションの設定を大幅に増やす必要

があります。通常、この調整により、サービスをレポート可能にするために必要な文字、日

付、または数値フィールドの数が非常に大きくなってしまいます。 SQLServerマニュアルで
は、これにより「行の連鎖」が引き起こされるために、パフォーマンスに悪影響が生じる可

能性を警告しています。

サービス項目をレポート可能にする
任意のディクショナリまたはサービスをレポート可能として指定できます。

レポート可能なディクショナリの設定

レポート可能なディクショナリは、Service Catalogデータマートの [ディクショナリデータ
（DictionaryData）]フォルダにクエリーサブジェクトとして表示されます。ディクショナリフィー
ルドは、ディクショナリ内で指定した順序でディクショナリディメンションに表示されます。各

フィールドタイプ（文字、日付、数値）の制限数を超過しているフィールドは、データマートか

ら除外されます。データマートのクエリー項目名は、ディクショナリが定義されるときに指定し

たフィールド名と一致します。

ディクショナリをレポート可能にすることで、複数のサービスで使用されるディクショナリに基

づいたレポートを非常に柔軟に作成できます。ディクショナリ、必要なファクトテーブル、およ

び任意の関連するディメンションのデータを含むレポートを自由に作成できます。

レポート可能なディクショナリとそのコンポーネントフィールドの名前を付ける際は、次のガイ

ドラインに従います。

•ディクショナリ名とフィールド名はより多くのユーザに公開されることになるため、これら
の名前を標準化します。
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•大文字と小文字の使用方法およびスタイルに関するサイト全体の基準を作成し、この基準を
忠実に守ります。

•複数のフォームで使用されるディクショナリのフィールドラベルは一貫している必要があり
ます。実際に、フィールドラベルはフィールド名に非常に近い名前にする必要があります。

フィールド名はディクショナリディメンションに公開されます。フィールドラベルを使用

している場合は、サービスディメンションに公開されます。

ディクショナリをレポート可能になるように構築するには、次のガイドラインに従います。

•ディクショナリがレポート可能である場合は、さまざまなサービスで非表示になっている
フィールドを含めて、すべてのコンポーネントフィールドがデータマートに表示されます。

すべてのコンテキストにおいて、非表示になっているフィールドをユーザに対して非表示の

ままにする必要がある場合は、レポート可能ではない別のディクショナリにフィールドを配

置してください。

•必ず、予約済みのディクショナリ（Customerおよび Initiator）がサービスで使用されるフィー
ルドのみを含むように設定してください。これらのディクショナリに含まれているフィール

ドはすべてデータマートに表示されます。

•フィールド名はその内容と一致させてください。たとえば、フィールドが「date」という名
前の場合、データタイプは日付とし、有効な日付または日時のみをフィールド値として許容

するようにしてください。そうしないと、わかりにくいユーザインターフェイスになりま

す。たとえば、フィールドに無効な日付値が存在すると、ユーザは Cognosレポート作成お
よびクエリーツールで日付の計算を適用できなくなります。

•同様に、数値を含むフィールドは数値データタイプとして格納し、適切なサイズと 10進数
精度を適用する必要があります。これにより、確実に数値計算を適用することができ、レ

ポート作成またはクエリーツールでフィールドをフォーマットする必要がなくなるため、使

いやすく一貫した表示を実現できます。

ディクショナリがレポート可能になった後、最初は編集不可として Service Designerに表示されま
す。ディクショナリの定義を編集するには、[レポート可能（Reportable）]値を [いいえ（No）]
に変更します。この動作は、レポート可能になったディクショナリの定義を変更する際の影響を

確実に認識してもらうための再確認です。

•追加されたフィールドはデータマートのディクショナリデータに追加されます。フィール
ドが追加される前に送信されたサービス要求には、そのフィールドの値は存在しません。

•削除されたフィールドは、データマートの対応するクエリーサブジェクトに残ります。
フィールドの削除後の日付に送信した要求では、フィールド値は空欄になります。

•任意のフィールドに割り当てられたフィールド長を自由に変更できます。

•フィールドに割り当てられたデータタイプは変更できません。データタイプが変更される
と、データマートをロードする ETLプロセスが失敗します。どうしてもデータタイプを変
更する必要がある場合は、データマートのフォームデータコンポーネントを再作成し、す

べてのデータをリロードする必要があります。この手順については、CiscoTechnicalAssistance
Center（TAC）から入手できます。
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レポート可能なサービスの設定

サービスをレポート可能にすると、そのサービスは [サービスデータ（ServiceData）]フォルダに
クエリーサブジェクトとして表示されます。サービスレコードは、そのサービスのすべてのレ

ポート可能なディクショナリから構成されます。各フィールドタイプ（文字、日付、数値）の制

限数を超過しているフィールドは、データマートから除外されます。データマートのクエリー

オブジェクト名は、サービス用のフォームを設計するときに指定したフィールドラベルから取得

されます。レポート可能なサービスに同じラベルの 2つのフィールドが含まれている場合、ETL
プロセスはそれらのディクショナリフィールドを Dictionary_Label_1、Dictionary_Label_2という
クエリー項目名でデータマートに追加します。

サービスバンドルはレポート可能として指定できます。サービスバンドルをレポート可能にす

ると、そのサービスバンドルは [サービスデータ（ServiceData）]フォルダにクエリーサブジェク
トとして表示されます。サービスバンドルレコードは、子サービスとサービスバンドル自体に

関連付けられたすべてのディクショナリから構成されます。

また、サービスバンドルに接続された子サービスがレポート可能である場合、子サービスレコー

ドは各子サービスに関連付けられたディクショナリから構成されます。

レポート可能なサービスを構築する際は、レポート可能なディクショナリに関するガイドライン

に加えて、次のガイドラインに従います。

•同じサービスの異なるディクショナリにある 2つのフィールドに同じラベルを割り当てない
でください。ラベルはデータマートの対応するクエリー項目の名前を付けるのに使用され

るため、同じサービスで使用されるフィールドのラベルは一意である必要があります。

以前に導入したディクショナリおよびサービスの更新
サービス設計手順では、以前に導入したディクショナリおよびサービスの変更を収容するのに最

適な方法も検討する必要があります。これらの考慮事項には、Service Catalogトランザクション
システムへの影響と、データマートへの影響の両方が含まれている必要があります。

次を前提としてください。

•ディクショナリはレポート可能で、オーダーされたサービスで使用されている。

•データマート（およびそのメタデータ）はすでに作成され、要求に対する設定が完了してい
る。

ディクショナリへの変更がデータマートの設定に与える影響にはどのようなものがあるでしょう

か。これらの影響は次の 2つの形で現れます。

•レポート作成メタデータへの変更。つまり、Ad-HocReportsおよびReportDesignerでクエリー
サブジェクトおよびクエリーオブジェクトとして利用できるディクショナリベースおよび

サービスベースのディメンション、およびそのコンポーネントフィールドへの変更。

• Extract-Transform-Load（ETL）プロセスによってデータマートにロードされるデータへの変
更。
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レポート可能なディクショナリへのフィールドの追加

データマートのロードプロセスが次回実行されるときに、レポート作成モデル（メタデータ）を

作成するジョブにより、ディクショナリに対応するクエリーサブジェクトに、フィールドがクエ

リー項目として追加されます。 ETLプロセスで、そのフィールドが含まれるようになりました。
ディクショナリに変更が加えられた後に送信された申請に対してはフィールド値が設定され、変

更された日付より前に送信されたすべての申請に対しては空欄が設定されます。

このシナリオの唯一の注意点は、ディクショナリがディクショナリベースまたはサービスベース

のディメンション内の各データタイプに割り当てられたフィールドの最大数を超過していると、

フィールドを追加できないという点です。（フィールド数は Advanced Reportingがインストール
される際に指定されます。システム管理者は、各ディクショナリのデフォルト値である 60個の
文字フィールド、10個の日付フィールド、および 10個の数値フィールド、および各サービスの
デフォルト値である 80個の文字フィールド、20個の日付フィールド、および 20個の数値フィー
ルドをカスタマイズできます。確信がない場合は、必ずシステム管理者に確認してください）。

いずれの場合も、現在のソフトウェアは、ディクショナリまたはサービスを表すクエリーサブ

ジェクト内の最後のクエリー項目としてフィールドを追加します。これは、サービスフォーム上

にフィールドが表示される箇所には対応しません。

レポート可能な新しいディクショナリの追加

ディクショナリは新しいクエリーサブジェクトとなり、そのすべてのフィールドはクエリー項目

になります。ディクショナリがレポート可能になった日付の時点から、ディクショナリにデータ

がロードされます。

既存のサービスに対して、ディクショナリの追加をまたぐ期間の要求に関するレポートを作成す

ることは困難です。レポートに新しいディクショナリのフィールドを含める場合は、そのディク

ショナリを含む申請のみが含まれます。新しいディクショナリおよび変更の期間をまたぐ古い

ディクショナリからのデータを含むレポートを生成するには、サービスベースのクエリーサブ

ジェクトを使用するしかありません。これとは逆に、既存のディクショナリにフィールドを追加

した場合は、変更よりも前から存在する申請もレポートに表示され、新しいフィールドは空欄に

なります。

レポート可能なディクショナリからのフィールドの削除

データマートのビジネスビューは変化しません。つまり、フィールドはディクショナリに対応す

るクエリーサブジェクトでクエリー項目として引き続き表示されます。ただし、ETLプロセスで
は、そのフィールドにデータがロードされなくなります。

データマートに与える影響は、フィールドを非表示にする場合と同じです。つまり、データ値は

サービス要求で提供されなくなり、データマートにも表示されなくなります。ただし、サービス

設計の観点（ディクショナリを新しいサービスに含めるたびにフィールドを非表示にする必要が

なくなる）およびデータマートの観点（ETLプロセスがデータをフィールドにロードする必要が
なくなる）からは、フィールドを削除すると効率性が高まる場合があります。もちろん、フィー
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ルドをディクショナリから削除する前に、副作用がないことを確認するために十分なテストを実

施する必要があります。たとえば、ISFコードがそのフィールドを参照していないことや、削除さ
れるフィールドに Service Linkエージェントパラメータがバインドされていないことを検証する
必要があります。

レポート可能なディクショナリの削除

結果は、フィールドをディクショナリから削除する場合の結果と同様です。ディクショナリはク

エリーサブジェクトとして引き続き表示されます。ただし、基礎となるディメンションに行は追

加されません。そのディクショナリからのデータでレポートを作成しようとすると、論理的には

サービス定義にそのディクショナリが含まれていたときにオーダーされた申請のみが含まれます。

レポート可能なディクショナリの数は、AdvancedReporting設定の一環として指定した最大数以下
に制限されます。この数はデータマートを作成するときに入力しますが、データマートの運用

中に、システム管理者が増やすこともできます。ただし、レポート可能なディクショナリを削除

してもデータマートからディクショナリは削除されないため、このディクショナリは許容される

ディクショナリの 1つとしてカウントされます。ディクショナリを使用する申請がデータマート
にロードされた後に、データマートからディクショナリを削除することはできません。

ディクショナリ名の変更

通常は、いったんディクショナリをレポート可能として指定した後に、ディクショナリ名を変更

しないでください。データマートの対応するクエリーサブジェクトの名前が変更されてしまい

ます。また一方で、ディクショナリのフィールドを使用して保存されたレポートまたはクエリー

は、無効になって実行されなくなります。（このようなレポートを修復するには、パブリック

フォルダ内のレポートの書き込み権限を持つレポートオーナーまたはユーザがレポート定義を編

集する必要があります）。

フィールド定義の変更

ここでは、フィールド定義パラメータについて説明します。

フィールド名の変更

フィールド名の変更は、ディクショナリ名の変更に似ています。いったんフィールドがレポート

可能ディクショナリまたはレポート可能サービスに含められた後の変更は可能ですが、推奨され

ません。データマートの対応するクエリー項目の名前が変更されてしまいます。また一方で、

前のフィールド名を使用して保存したレポートまたはクエリーは無効になります。
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フィールドタイプの変更

フィールドのデータタイプ（数値、日付、文字など）は、変更しないでください。ディクショナ

リに対応するディメンションが初めて作成されると、すべてのディクショナリフィールドが適切

なデータタイプのカラムにマッピングされます。このマッピングは変更できません。

新規フィールドを適切なタイプの同じディクショナリ内に作成して、場合によっては古いフィー

ルドを削除する方法が可能です。変更前後の両方のデータが必要なレポートには、両方のフィー

ルドを含める必要があります。

フィールドの HTML表現（表示タイプ）の変更に制限はありません。たとえば、最初に一連の
チェックボックスとして表示されていたテキストフィールドは、データマートに影響を及ぼすこ

となくドロップダウンリストとして表示できます。

フィールドの長さの変更

数値フィールドの長さを変更すると、データマートにその変更が適用されます。副作用の可能性

は最小限です。たとえば、フィールドの新しい許容値に対応するように、レポート内の項目に割

り当てられている形式を調整しなければならない場合があります。

テキストフィールドの長さを変更しても、その影響は最小限です。長さが増加されて、データ

マート内のテキストフィールドに割り当てられた文字数（デフォルトでは200）を超過した場合、
フィールド内のデータが切り捨てられます。テキストフィールドが短くされた場合、その副作用

として考えられるのは、ユーザが別の形式で以前入力された値を省略するか、あるいは短くする

ことです。レポートまたはクエリーがそのフィールドに基づいたグループまたはセクション見出

しを使用して設計されている場合は、行が期待どおりにグループ化されない可能性があります。

フィールドキャプションの指定

アクティブフォームコンポーネントにディクショナリを追加する際に、サービス設計者は、アク

ティブフォームコンポーネント内のディクショナリの各フィールドに対してキャプションを指定

できます。これらのキャプションはサービスフォームのフィールドラベルとして表示されます。

Service Designerは、フィールドキャプションの一意性の制約を強制しません。これは、Service
Catalogサービスフォーム内で許可されているためです。ただし、サービスをレポート可能にす
る場合は、同じキャプションを同じディクショナリ内の複数のフィールドに使用しないでくださ

い。結果として、同じ名前のクエリー項目が 2つになります。これはサポートされていません。

サービスバンドルからの子サービスの削除

データマートのビジネスビューは変更されません。つまり、子サービスのフィールドは、サービ

スバンドルに対応するクエリーサブジェクトのクエリー項目として引き続き表示されます。た

だし、ETLプロセスでは、削除された子サービスに対応するフィールドにはデータがロードされ
ません。
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第 4 章

レポートの生成

この章は次のトピックで構成されています。

• レポートを Excel形式で表示するクライアントブラウザの設定, 49 ページ

• レポートの表示に対するユーザ環境設定の変更, 50 ページ

• レポートおよびクエリーの作成, 54 ページ

• 標準レポートの使用, 55 ページ

• カスタムレポートの作成, 60 ページ

• カスタムレポートおよびクエリーへのアクセス, 84 ページ

レポートを Excel 形式で表示するクライアントブラウザ
の設定

レポートをExcel形式で表示して、問題を報告することもできます。Excel画面は一瞬表示され、
すぐに閉じます。この問題に対処するには、Cognos Server URLをクライアントブラウザのロー
カルイントラネットゾーンに追加します。

ステップ 1 クライアントブラウザウィンドウを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [インターネットオプション（Internet Options）]を選択します。

ステップ 3 [セキュリティ（Security）]をクリックします。

ステップ 4 ローカルイントラネットゾーンを選択します。

ステップ 5 [サイト（Sites）]をクリックします。

ステップ 6 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 7 Cognos Server URLを入力します。
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Cognos Server URLを確認するには、いずれかの Excel形式の表示機能を Reportingモジュールで
実行してみて、自動的に閉じる前に一瞬表示されるウィンドウのタイトルバーに示されている

URLを参照します。このURLを入力する必要があります。表示時間が短すぎてURLを確認で
きない場合、スクリーンキャプチャアプリケーションをロードして、画面のスナップショット

をとります。

（注）

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

レポートの表示に対するユーザ環境設定の変更
Cognosでは、レポートおよびフォルダの表示方法が 2つあり、各ページの右上のアイコンによっ
て表されています。選択したビューが強調表示されます。

「詳細ビュー」には、各レポートの簡単な説明が表示されます。

「リストビュー」がデフォルトのビューです。レポート、フォルダ、および

それらの内容を十分理解した後は、このビューに切り替えることを推奨しま

す。このビューでは、次に示すように現在のフォルダの内容が単純にリスト

表示されます。

図 9：リストビュー

このビューを手動で設定する代わりに、[環境設定（Preferences）]ページを使用して、Reporting
モジュールの使用時に常に使用する環境設定を行えます。環境設定を行うには、メニューバーの

右上の [マイエリア（My Area）]リンクをクリックして、[自分の環境設定（My Preferences）]を
クリックします。

図 10：[マイエリア（My Area）]
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[環境設定の設定（Set Preferences）]ページの [一般（General）]タブが表示されます。

ページの上部にあるエントリを使用して、デフォルトビュー（リストビューまたは詳細ビュー）

を変更したり、そのビューをさらにカスタマイズできます。

図 11：[自分の環境設定（My Preferences）] の [一般（General）] タブ

ページの下部にあるエントリは、ユーザの場所/ロケールに関係しています。時間帯はレポートの
スケジュールを設定するときに使用されます。デフォルトの時間帯は、レポートサーバがある場

所の時間帯です。分散型の実装では、実行するレポートのスケジュールを容易に設定するため

に、ユーザの現在の場所に時間帯を設定する必要があります。

図 12：[自分の環境設定（My Preferences）] の [一般（General）] タブの地域オプション

英語以外のフォームデータまたはファクトテーブルの内容の表示は現時点ではサポートされてい

ません。製品およびコンテンツの言語は、デフォルト言語である英語に設定する必要がありま

す。
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事前に作成されたレポートのインベントリ

次の表に、Service Catalogレポート（最上位のパブリックフォルダ [サービスパフォーマンスレ
ポート（Service Performance Reports）]で入手可能）、および各レポートが格納されているフォル
ダをまとめます。

「サービス承認（ServiceAuthorization）」および「サービス提供（ServiceDelivery）」レポートに
は、それぞれ承認およびサービスの提供の時点で開始された追加タスクが含まれます。これらの

レポートには、要求の提供をキャンセルすることによって、ユーザまたはサービスチームマネー

ジャによってキャンセルされた要求の一部となっているタスクは含まれません。

表 15：Service Catalog レポートの表

説明フォルダレポートのタイトル

個人の未完了タスク数および遅延タスク数の

調査またはレポートに有効

日次要求管理（Daily
Request Management）

実行者別要求エージン

グ（Aging ofRequests by
Performer）

キューにある未完了タスク数および遅延タス

ク数の調査またはレポートに有効

日次要求管理（Daily
Request Management）

キュー別要求エージン

グ（Aging ofRequests by
Queue）

カスタマー（OU）別のオンタイム承認パ
フォーマンスの調査またはレポートに有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：カスタマー別オ

ンタイムパーセンテー

ジ（Authorization:
On-time % by
Customer）

個人別のオンタイム承認パフォーマンスの調

査またはレポートに有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：実行者別オンタ

イムパーセンテージ

（Authorization: On-time
% by Performer）

キュー別のオンタイム承認パフォーマンスの

調査またはレポートに有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：キュー別オンタ

イムパーセンテージ

（Authorization: On-time
% by Queue）

ディクショナリの使用の管理に関する管理レ

ポート

サービス設計詳細

（Service Design Details）
ディクショナリ別サー

ビス（Services by
Dictionary）

すべての役職をリスト表示する管理レポート人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

役職（Functional
Positions）
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説明フォルダレポートのタイトル

グループをリスト表示し、各グループが所属

する組織単位を示す管理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別グループ

（Groups by
Organizational Unit）

人員をリスト表示し、各人員が所属するグ

ループを示す管理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

人員別グループ

（Groups by People）

グループとその組織単位に関する管理レポー

ト

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

グループ別組織単位

（Organizational Units by
Group）

人員とその組織単位に関する管理レポート人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

人員別組織単位

（Organizational Units by
People）

キューとその組織単位に関する管理レポート人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

キュー別組織単位

（Organizational Units by
Queues）

人員とそのグループをリスト表示する管理レ

ポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

グループ別人員

（People by Groups）

人員とその組織単位をリスト表示する管理レ

ポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別人員

（People by
Organizational Unit）

キューを組織単位ごとにリスト表示する管理

レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別キュー

（Queues by
Organizational Unit）

作業の実行に関する個人のパフォーマンスの

評価または比較に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：実行者

別オンタイムパーセン

テージ（Service
Delivery: On-time % by
Performer）

作業の実行に関するキューのパフォーマンス

の評価または比較に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：キュー

別オンタイムパーセン

テージ（Service
Delivery: On-time % by
Queue）
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説明フォルダレポートのタイトル

サービスとそれに関連するタスクのオンタイ

ムパフォーマンスの評価に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：サービ

ス別オンタイムパーセ

ンテージ（Service
Delivery: On-time % by
Service）

サービスの価格設定情報の管理に関する管理

レポート

サービス設計詳細

（Service Design Details）
サービス価格設定の詳

細（Service Pricing
Details）

サービスグループ内のサービス要求アクティ

ビティ合計の測定およびモニタリングに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：

サービス別要求アク

ティビティ（Service
Volume: Request Activity
by Service）

個々のサービス提供トランザクションのス

テータスの調査またはレポートに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：

要求アクティビティの

詳細（Service Volume:
Request Activity
Details）

特定のレポート期間内のサービス要求アク

ティビティ合計の測定およびモニタリングに

有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：

要求アクティビティの

要約（Service Volume:
Request Activity
Summary）

サービスグループおよびカレンダー四半期

ごとのサービス要求アクティビティトレン

ドの測定およびモニタリングに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：

サービス別要求トレン

ド（Service Volume:
Request Trend by
Service）

確定した予算に対するサービスの支出の管理

に有効

サービス設計詳細

（Service Design Details）
サービスチーム別サー

ビス（Services by
Service Team）

レポートおよびクエリーの作成
Query Studioおよび Report Studioを使用する際の詳細な手順については、IBM/Cognosから提供さ
れているユーザガイドを参照してください。このガイドはベンダーのWebサイトから入手できま
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す。このセクションでは、Service Catalogデータマートと、クエリーおよびレポート作成者がこ
のデータマートにアクセスするための使用するフレームワークに固有の懸念事項について説明し

ます。

いずれのツールでも、カスタムパッケージ内に公開されているクエリーサブジェクトおよびクエ

リー項目に同等にアクセスできます。ページの左側にある [挿入可能オブジェクト（Insertable
Objects）]ペインの項目を [Reporting]ペインにドラッグするだけで、レポートまたはクエリーを
簡単に作成できます。各項目がレポートに追加されるたびに、Cognosはレポート用のデータを取
得する際に使用される、基礎となるSQLを自動的に調整します。この調整を行うために、Cognos
はデータマートの公開に使用しているカスタムパッケージで定義されている関係を利用します。

このパッケージには、動的に定義されたディクショナリベースのディメンションとすべてのファ

クトテーブルとの間の関係が含まれています。これらの関係はデータベースの内部結合を利用し

ています。（対応するファクトクエリーサブジェクトからの）タスクまたは申請に関する情報

は、申請またはタスクによる適用先のサービスでディクショナリが使用されている場合のみ、ディ

クショナリベースの情報を含んだ状態でレポートに表示されます。

特に新規ユーザにとって、Query Studioは Report Studioよりも簡単に使用できるツールであるた
め、まず Query Studioから使用することをお勧めします。 Query Studioで必要なレポートの機能
を実装できない場合は、クエリーを保存してから、Report Studioで編集して拡張することができ
ます。QueryStudioで作成されたすべてのクエリーにはReport Studioとの上位互換性があります。

特に、次のタイプの要件は Report Studioを使用して実装する必要があります。

•合計に対するパーセントを表示する必要があるレポート。たとえば、期日どおりに完了し
た、または期日より遅くなった特定タイプのタスクのパーセンテージなど。

•ディクショナリデータを含めて申請を表示する必要があり、ディクショナリが使用されてい
なかった場合はサービスに対するディクショナリデータを空欄にしておく必要があるレポー

ト。このレポートは Report Designerのマスター詳細レポートを利用して実装できます。

•複雑なフィルタを含むレポート。たとえば、レポートに含まれるデータに、条件によって異
なるフィルタが適用されるレポートなど。（Query Studioでは、すべてのフィルタに論理
ANDが適用されます。このため、レポートに含まれる行はすべての条件を満たす必要があり
ます）。

標準レポートの使用
標準レポートパッケージには、非正規化ベースデータテーブルが含まれています。これらのテー

ブルは、事前に作成されたレポートの基礎として、また KPIに入力するデータ概要テーブルを提
供するために使用されます。

これらのテーブルはそれぞれスタンドアロンエンティティです。新規レポートの作成や既存レ

ポートの変更のためにテーブルを別のテーブルと結合させることはできません。標準レポートに

修正を加える必要がある場合、確実な方法は Service Catalogデータマートとカスタムレポート
パッケージを使用して必要なレポートを最初から作成することです。ここでは、一部のレポート

での実行方法のヒントを紹介します。クエリーの作成にはアドホッククエリー（QueryStudio）を
使用します。
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人、ロール、グループ

[人、ロール、グループ（People, Roles, and Groups）]フォルダ内のレポートは、[組織
（Organizations）]フォルダ（個人、グループ、組織単位）内のクエリーサブジェクトと Queue
ディメンションを使用して複製できます。レポートは非常に使いやすく、適切な項目をレポート

に挿入して、必要に応じてグループ化することで生成できます。

たとえば、「人員別組織単位（OrganizationalUnits byPeople）」レポートの組織単位は次のように
なります。

図 13：サンプルレポート
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このレポートを作成するためのレポート定義（Query Studioの [ファイルの管理（Manage File）]
から参照可能）は、次の図のようになります（[Person Full Name]で指定したグループと「Search
and Select」フィルタとして定義されたフィルタを使用）。

図 14：標準フィルタオプションを使用したレポート定義

同じクエリー項目が、異なるフィルタのセットで、「組織単位別人員（People by Organizational
Unit）」レポートに使用されています。

図 15：フィルタオプションが変更されたレポート定義

サービス設計詳細

[人、ロール、グループ（People, Roles, and Groups）]フォルダ内のレポートと同じく、[サービス
設計詳細（Service Design Details）]フォルダ内のレポートも簡単に生成できます。Dictionaryおよ
び Serviceディメンションから必要な項目を選び、必要に応じてグループ化するだけです
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以下に、Ad-Hocクエリーによって作成される [ディクショナリ別サービス（ServicesbyDictionary）]
レポートの例を示します。

図 16：サンプルディクショナリ

標準レポートの外観と動作を正確に複製するには、Report Designerで次のアクティビティを行う
必要があります。

•レポートのタイトルを左寄せに変更します。

•プロンプトページでディクショナリ用に Search-and-Selectフィルタを含めます。

要求管理

[要求管理（RequestManagement）]フォルダには、2つのエージングレポートが含まれ、遅延日数
に基づいてタスクをバケットに振り分けます。バケットは、1～ 3日の遅れ、3～ 7日の遅れ、1
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～ 2週の遅れ、2週間以上の遅れと定義されています。レポートでは、遅延タスクがキュー別ま
たは実行者別のいずれかでグループ化されます。

図 17：エージングレポート

このレポートは、基本的にピボットレポートです。ピボットの基準は、未完了タスクの寿命で

す。このレポートを作成するには、次の手順に従います。

•レポートの作業領域に、キュー組織、キュー名、DeliveryTasksファクトのタスク名などの該
当する属性やディメンションを配置します。

•現在の日付とタスク期日の差（日数）を求めて、タスクの寿命を計算します。

• 4つのエージングバケットのカスタムグループを設定します。

•カスタムグループ（寿命）を基準としてレポートをピボットします。

サービスボリュームおよびアクティビティ

サービスボリュームおよびアクティビティに関するレポートは、特定の期間内に開始されたサー

ビス要求の数と、それらの要求の現在のステータスについての情報の概要を示します。以下に、

Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
59

レポートの生成

サービスボリュームおよびアクティビティ



[サービスボリューム：サービス別要求アクティビティ（ServiceVolume:RequestActivitybyService）]
の一例を示します。

図 18：サービス別要求アクティビティの例

計算が複雑なので（要求のステータスに基づいて件数を集計）、このレポートは Report Designer
で実装する必要があります。

カスタムレポートの作成
Advanced Reportingモジュールには、アドホッククエリーおよびアドホックレポートを作成する
機能があります。このモジュールには、次の 3つのオプションがあります。

• [ホーム（Home）]ページでは、[Service Catalog]ドロップダウンメニューから [Reporting]モ
ジュールを選択することなく、ショートカットを使用して標準レポートを実行できます。

• [Ad-Hoc Reports]タブでは、データマートに対するクエリーを作成するための IBM Cognos
Query Studioにアクセスできます。

• [Report Designer]タブでは、データマートに対する専門的な品質レポートを作成するための
IBM Cognos Report Studioにアクセスできます。

[Ad-Hoc Reports]オプションおよび [Report Designer]オプションにアクセスするには、ユーザに適
切な権限が与えられている必要があります。

この項では、Advanced Reportingモジュールにアクセスする方法および Service Catalogデータマー
トの内容と構造の詳細について説明します。

Advanced Reporting モジュールへのアクセス
ServiceCatalogのドロップダウンメニューからAdvancedReporting機能を使用するには、Advanced
Reportingモジュールを選択します。
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Advanced Reportingオプションのホームページには、事前に定義された 3つのパブリックフォル
ダが表示されます。

• [レポート（Reports）]フォルダには、Reportingモジュールの一部としてアクセスできる、事
前作成レポートへの代替パスがあります。カスタム設計されたレポートビュー、および

Ad-hocReportsやReportDesignerで作成された新しいレポートも、通常は [レポート（Reports）]
フォルダのサブフォルダに格納されます。

•残りのフォルダ（[カスタムレポートデータモデル（Custom Reports Data Model）]、[標準レ
ポートデータパッケージ（StandardReportsData Package）]）は、ReportDesignerおよびAd-Hoc
Reportingで使用するパッケージです。これらのフォルダを使用して、Service Catalogデータ
マートに対するクエリーおよびレポートを作成できます。

通常、Ad-Hoc Reportsまたは Report Designerオプションに対応するタブをクリックします。これ
らのオプションにより、それぞれ Cognos Query Studioおよび Report Studioコンポーネントが開始
されます。このとき、使用するレポートパッケージを 2つの中から選択するように求められま
す。

データマートにアクセスするには、[カスタムレポートデータモデル（CustomReportsDataModel）]
をクリックして選択します。 Report Designerを使用している場合は、作成するレポートタイプを
指定するように求められます。リストを指定します（これが、最も簡単に作成できるレポートの

タイプです）。 Ad-Hoc Reportsを使用している場合は、Query Studioが自動的に開き、リストレ
ポートが表示されます。カスタムレポートパッケージは、左側のペインに「挿入可能オブジェ

クト（Insertable Objects）」というラベル付きで表示されます。

データマートはディメンションモデルとして設定されます。

•ディメンションモデル内の基本トランザクションデータはファクトと呼ばれます。データ
マートのファクトには、タスク、申請、および工数エントリが含まれます。各ファクトに

は、複数の単位（数量）が含まれる場合があります。たとえば、申請の推定処理時間は、実

際の期間を示す 1つの尺度になります。

•各ファクトは、1つ以上のディメンション（関連するファクト内の行を選択またはフィルタ
リングするために使用できる説明属性）と関係しています。たとえば、タスクベースのファ

クトを説明するディメンションには、タスクの実行者とその完了した日付が含まれます。一

方、ディメンションは通常、複数のファクト間で共有されます。たとえば、サービスディ

メンションはタスクと申請の両方を説明している場合があります。

•各ファクトはその関連するディメンションとともに、スタースキーマを構成します。

•スタースキーマに加えて、カスタムレポートパッケージには、フォームベース、ディクショ
ナリベース、およびサービスベースのデータについてユーザが策定する必要があるレポート

およびクエリーをすべてカバーする別のテーブル、およびサイトにおける組織構造が含まれ

ます。

ディメンションおよびファクトは、対応するフォルダ内にグループ化されています。また、[組織
（Organizations）]フォルダには、サイトで使用されている組織、グループ、および個人に関する
データが格納されます。 [サービスバンドル（Service Bundles）]フォルダには、サービスバンド
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ルと、バンドルを構成するために親サービスに関連付けられた子サービスに関するデータが格納

されます。

図 19：カスタムレポートデータモデルのツリービュー

フォルダを展開すると、すべてのディメンションとファクトが表示されます。 アイコンで示

された各オブジェクトは、クエリーサブジェクトです。クエリーサブジェクトとは、関連する一

連のフィールドまたはクエリー項目をグループ化したものです。クエリーサブジェクトを展開す

ると、そのクエリー項目が表示されます。

クエリー項目は、固有識別子、属性または測定基準/メトリックの場合があり、これは項目名の左
側にアイコンで示されています。

図 20：サービスツリービュー

属性

メトリック

メトリックとは、演算式で使用できる数値です。項目をメトリックとして定義することで、レ

ポートまたはクエリーに複数のレベルまたはグループが存在する場合に、項目の値を集約（平均、

合計、計算など）して、レポートの合計や小計を算出できます。また、メトリックは Report
Designerで指定され、Cognosツールで提供されている、さまざまな演算、分析、および割合の計
算に使用できます。
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すべてのクエリーサブジェクト、および各サブジェクトを構成するクエリー項目とその説明のリ

ストは、このセクションの最後の表に記載されています。

寸法

カスタムレポートパッケージには、次のタイプのディメンションが含まれます。

•静的ディメンションはすべてのインストールで利用でき、[ディメンション（Dimensions）]
フォルダの直下にあります。これらのディメンションは、カスタマー、実行者、日付などの

タスクおよび申請に関連する情報を説明します。

• [ディクショナリデータ（DictionaryData）]フォルダには、レポート可能として指定され、
データマートにロードされたディクショナリに基づくすべてのディメンションが存在しま

す。レポート可能な各ディクショナリは、[ディクショナリデータ（DictionaryData）]フォル
ダに配置されます。ディクショナリの各クエリーサブジェクトには、各サービスまたはす

べてのサービスにおいて非表示になっているかどうかに関係なく、ディクショナリのすべて

のフィールドが含まれます。任意のファクトに 1つ以上のディクショナリディメンション
を接続して、柔軟なレポート作成およびフィルタリングメカニズムを用意することができま

す。

• [サービスデータ（ServiceData）]フォルダには、レポート可能として指定され、データマー
トにロードされたすべてのサービスが含まれます。サービスの各クエリーサブジェクトに

は、サービスごとの許容フィールド数を超過していない限り、サービスで使用されるすべて

のディクショナリ内のすべてのフィールドが含まれます。許容フィールド数を超過している

場合、ディクショナリおよびフィールドはサービスから除外されます。厳密に言えば、サー

ビスのクエリーサブジェクトはディメンションではありません。このため、レポート作成の

目的でファクトと組み合わせないでください。代わりに、サービスのクエリーサブジェク

トをレポートオブジェクトとして使用することで、サービス内のすべてのディクショナリお

よびフィールドに関するレポートを迅速に作成できます。

• [サービスバンドル（Service Bundles）]フォルダには、すべてのサービスバンドルと、サー
ビスバンドルに関連付けられた子サービスが含まれます。パッケージで利用可能なファク

トやディメンションに、これらのディメンションを接続することはできません。

通常、ディメンションはファクトテーブルと組み合わせて使用され、ファクトに関するデータを

クエリーやレポートに追加したり、詳細条件によってクエリーやレポートの出力をフィルタリン

グしたりできます。

ファクトおよびスタースキーマ

ここでは、ファクトおよびスタースキーマについて説明します。
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申請：ServiceRequestFact
ServiceRequestファクトには、申請および要求されたサービスに関するデータが保持されます。
ファクトに含まれている日付および期間属性はサービス要求で利用され、申請（複数のサービス

要求を含むことができるショッピングカート）では利用されません。このファクトには、パフォー

マンスに関するメトリックが含まれます。これらのメトリックには、要求がSLAを満たしている
かどうか、実際または推定の処理時間、要求に関するすべてのディメンションの情報（要求のイ

ニシエータ、カスタマー、オーダーされたサービスに含まれているレポート可能なディクショナ

リなど）へのリンクなどがあります。

次に、ServiceRequestファクトと関連するディメンションを示すスタースキーマ図を示します。

図 21：ServiceRequest ファクトのスタースキーマ図

タスクベースのファクト

Service Catalogデータマートには、タスクベースのファクトの 5つのビューがあります。これら
のビューの2つ（RequisitionTaskFactおよびServiceTaskFact）は、主に以前のバージョンのAdvanced
Reportingとの下位互換性を保つために提供されています。これらのビューは自由に使用できます
が、多くのレポートで役立つ一部のメトリックまたは計算が含まれていません。

各ビューは特定のタスクセットをグループ化することで最適化されています。タスクを調査する

必要があるレポートおよびクエリーは、レポートの要件に最も合うタスクベースのファクトに基

づいている場合に最高のパフォーマンスを発揮します。

次に、タスクベースのファクトの概要を示します。
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表 16：タスクベースのファクト

使用方法/説明ファクト

サービス要求の履行中に実行されるすべてのタスク。すべてのタスク

すべての承認およびレビュータスク。承認タスク

追加タスクを含む、すべての提供タスク。提供タスク

申請レベルで実行され、各サービスタスクレベルでは実行されないすべ

てのタスク。これらのタスクには、ファイナンシャル承認、部門承認、お

よび部門レビューが含まれます。サイトがこれらの承認タイプを使用して

ない場合、このファクトテーブルは空になります。このクエリーサブジェ

クトは、主に以前のバージョンの Service Catalogデータマートとの下位互
換性を保つために提供されています。

RequisitionTaskファ
クト

サービスレベルタスクに関するデータ。これらには、サービスグループ

承認とレビュー、サービス提供タスク、および追加タスクが含まれます。

このクエリーサブジェクトは、主に以前のバージョンの Service Catalog
データマートとの下位互換性を保つために提供されています。

ServiceTaskファクト

レポートやクエリーを作成するときは、レポートに含まれるタスクのタイプに最も合う内容のファ

クトテーブルを常に使用してください。次の表に、ファクトテーブルの内容の概要を示します。

表 17：ファクトテーブル

追加タス

ク

提供タス

ク

サービス

グループ

レビュー

サービス

グループ

許可

部門レ

ビュー

部門承認ファイナ

ンシャル

承認

�������すべての

タスク

�����承認タス

ク

��提供タス

ク

����ServiceTask
ファクト

���RequisitionTask
ファクト
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RequisitionTaskファクトに関係しない「サービス」を除く、すべてのタスクベースのファクトが
同じディメンションに関連しています。次に、関係を示すスタースキーマ図を示します。

図 22：タスクベースのスタースキーマ図

ServiceTaskFactおよび RequisitionTaskFactの両ファクトは非推奨となりました。レポート設計者
は他のファクトを使用して、すべてのカスタムレポートを作成することを推奨します。

工数費用：TaskEffortEntry ファクト
TaskEffortEntryファクトは、各タスクの所要工数に関するデータを保持します。工数エントリは、
人件費や材料などのカテゴリ別に利用できます。一部の実装では工数エントリが不要であるた

め、このファクトで利用できるデータがない場合があります。

組織

[組織（Organizations）]フォルダには、サイトで設定されているグループ、組織、および個人に関
する情報が含まれます。ディメンションデータやファクトデータにこのフォルダ内のクエリー

サブジェクトを接続することはできません。クエリーサブジェクト同士の接続のみ可能です。対

応するクエリー項目は、[ディメンション（Dimensions）]フォルダおよび [ファクト（Facts）]フォ
ルダ内のクエリーサブジェクトにあります。
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Data Mart ディメンション
この項の表で、カスタムレポートパッケージの [ディメンション（Dimensions）]フォルダにある
すべてのクエリー項目（ファクトとディメンションの両方の属性）の概要を示します。このリス

トには、ディクショナリベースおよびサービスベースのフォームデータは含まれていません。そ

れらのフォームデータは当然、サイトごとに異なります。

カスタマー

Customerディメンションは、オーダーされたサービスの受信者について説明しています。

ディレクトリ統合の一環としてPerson属性へのカスタムマッピングが適用されている場合、この
クエリーサブジェクトを構成するクエリー項目の動作は変更される場合があります。次に記載さ

れている説明は、OrganizationDesignerで想定されるデフォルトです。これらのフィールドの一部
は、特定のサイトで使用されていない場合には空欄になる場合があります。

表 18：Customer クエリーテーブル

説明クエリー項目

カスタマー IDCustomerID

カスタマーの氏名（First Name Last Name形式）Customer Full Name

カスタマーの名CustomerFirstName

カスタマーの姓CustomerLastName

カスタマーのホーム OUの組織単位 IDCustomerOUID

カスタマーのホーム組織単位の名前CustomerOUName

カスタマーが位置している建造物CustomerBuilding

カスタマーが位置している建造物の中での高さまたは階数CustomerBuildingLevel

カスタマーのオフィスCustomerOffice

カスタマーの仕事スペースの番号CustomerCubic

カスタマーの住所の 1行目CustomerStreet1

カスタマーの住所の 2行目CustomerStreet2

カスタマーが位置している市区町村CustomerCity
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説明クエリー項目

カスタマーが位置している都道府県CustomerStateProvince

カスタマーの郵便番号CustomerZip

カスタマーが位置している国CustomerCountry

カスタマーのログイン名CustomerLoginName

カスタマーの電子メールアドレスCustomerEmailAddress

カスタマーの業務用電話職場の電話

カスタマーの上司の IDCust_SupervisorID

カスタマーの上司の氏名（First Name Last Name形式）Supervisor Full Name

カスタマーの上司の名Cust_SupervisorFirstName

カスタマーの上司の姓Cust_SupervisorLastName

カスタマーの上司の電子メールアドレスCust_SupervisorEmail

カスタマーの上司のログイン名Cust_SupervisorLoginName

カスタマーのステータス（有効な値は「Active」および「Inactive」）Customer Status

ディクショナリ

Dictionaryディメンションは、フォームフィールドが入力されたディクショナリについて説明す
るために使用できます。

表 19：Dictionary クエリーテーブル

説明クエリー項目

ディクショナリ IDDictionaryID

ディクショナリの名前DictionaryName

このディクショナリが属するディクショナリグループの IDDictionaryGroupID

ディクショナリグループの名前DictionaryGroupName

特定のディクショナリのサービス項目ファミリ名DictionaryServiceItemFamily
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説明クエリー項目

ディクショナリがレポート可能として指定されている（1）、または
指定されていない（0）ことを示すフラグレポート可能なディクショ
ナリには、対応するクエリーサブジェクトが [ディクショナリデータ
（DictionaryData）]フォルダの下に配置されます。

Is Reportable

キーワード

Keywordディメンションは、特定のサービスに関連付けられたキーワードを一覧表示するために
使用できます。

表 20：Keywords クエリーテーブル

説明クエリー項目

キーワードの固有識別子KeywordID

カタログユーザがオーダーするサービスを検索

するための 1つ以上の単語
Keyword

実行者

Performerディメンションはタスクを実行する個人を説明します。タスクには、提供タスク、追加
タスク、承認タスクおよびレビュータスクが含まれます。

ディレクトリ統合プロセスの一環としてPerson属性へのカスタムマッピングが適用されている場
合、このクエリーサブジェクトを構成するクエリー項目の動作は変更される場合があります。次

に記載されている説明は、Organization Designerで想定されるデフォルトです。

キュー（Queue）
Queueディメンションは、タスクが割り当てられているキューを説明します。

表 21：キュークエリーテーブル

説明クエリー項目

タスクが割り当てられたキューの IDQueueID

キューの名前QueueName

キューのステータス（「Active」または「Inactive」）Queue Status

キューを担当する組織単位の IDQueueOUID
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説明クエリー項目

キューの組織単位の名前QueueOUName

キューの業務用電話Work Phone

キューの電子メールアドレスEmail Address

要求元（Requestor）
Requestorディメンションはサービスをオーダーした個人を説明します。

ディレクトリ統合の一環としてPerson属性へのカスタムマッピングが適用されている場合、この
クエリーサブジェクトを構成するクエリー項目の動作は変更される場合があります。次に記載さ

れている説明は、想定されるデフォルトです。

表 22：要求者クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスを要求した個人の IDRequestorID

要求者の氏名（First Name Last Name形式）Requestor Full Name

要求者の名RequestorFirstName

要求者の姓RequestorLastName

要求者のステータス（「Active」または「Inactive」）Requestor Status

要求者の業務用電話Work Phone

要求者のホーム OUの組織単位 IDRequestorOUID

要求者のホーム OUの名前RequestorOUName

要求者がいる建造物の番号または名前RequestorBuilding

要求者の建造物の中での高さまたは階数RequestorBuildingLevel

要求者のオフィスRequestorOffice

要求者の仕事スペースの番号RequestorCubic

要求者の住所の 1行目RequestorStreet1

要求者の住所の 2行目RequestorStreet2
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説明クエリー項目

要求者がいる都市RequestorCity

要求者がいる州RequestorStateProvince

要求者の郵便番号RequestorZip

要求者がいる国RequestorCountry

要求者のログイン名RequestorLoginName

要求者の電子メールアドレスRequestorEmailAddress

要求者の上司の IDReq_SupervisorID

上司の氏名（First Name Last Name形式）Supervisor Full Name

要求者の上司の名Req_SupervisorFirstName

要求者の上司の姓Req_SupervisorLastName

要求者の上司の電子メールアドレスReq_SupervisorEmail

要求者の上司のログイン名Req_SupervisorLoginName

サービス

Serviceディメンションには、申請でオーダーされるサービスや実行されるタスクの対象となる
サービスに関連するデータを整理するための階層（サービスチーム、サービスグループ、サービ

ス）が含まれます。 Service属性は、ファクトデータに条件を課したり、ファクトデータをフィ
ルタリングしたりするためのファクトテーブルと組み合わせて使用できます。

表 23：サービス項目クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービス ID（Service ID）ServiceID

サービスの名前ServiceName

サービスの簡単な説明説明

サービスが属するサービスグループの IDServiceGroupID
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説明クエリー項目

サービスが属するサービスグループの名前ServiceGroupName

サービスを担当するサービスチームの IDServiceTeamID

サービスを担当するサービスチームの名前ServiceTeamName

サービス定義で指定されている標準期間ServiceStandardDuration

表示されている標準期間の単位ServiceDurationUnits

1営業日あたりの時間数ServiceHoursPerBusDay

サービスの推定コストEstimatedCost

サービスの公開日PublicationDate

サービスの有効期限日ExpirationDate

サービスがアクティブ（0）または非アクティブ（1）であることを
示すフラグ

IsInactive

サービスがレポート可能として指定されている（1）、または指定さ
れていない（0）ことを示すフラグ。レポート可能なサービスには、
対応するクエリーサブジェクトが [サービスデータ（ServiceData）]
フォルダの下に配置されます。

Is Reportable

サービスがオーダー可能として指定されている（1）、または指定さ
れていない（0）ことを示すフラグ

Is Orderable

サービスの集計価格Price

Service Bundles
Service Bundlesクエリーサブジェクトでは、アプリケーションリポジトリ内のすべてのサービス
バンドルにアクセスできます。

表 24：Service Bundles クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスバンドルの固有識別子Service Bundle ID

サービスバンドルの名前Service Bundle Name
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説明クエリー項目

サービスバンドルの簡単な説明Description

サービスバンドルが属するサービスグループの名前Service Group Name

サービスバンドルを担当するサービスチームの名前Service Team Name

サービスバンドル定義で指定されている標準期間Standard Duration

表示されている標準期間の単位Durations Units

1営業日あたりの時間数Hours per Business Day

サービスバンドルの価格Price

サービスバンドルのステータスService Bundle Status

サービスバンドルがレポート可能として指定されている（1）、ま
たは指定されていない（0）ことを示すフラグ。レポート可能なサー
ビスには、対応するクエリーサブジェクトが [サービスデータ
（ServiceData）]フォルダの下に配置されます。

Is Reportable

サービスバンドルがオーダー可能として指定されている（1）、ま
たは指定されていない（0）ことを示すフラグ

Is Orderable

TaskType
TaskTypeディメンションは、タスクタイプの説明を提供するために使用できます。

表 25：TaskType テーブル

説明クエリー項目

タスクタイプの IDTaskTypeID

タスクタイプの説明TaskTypeName

タスクタイプは以下のとおりです。

タスクタイプ（Task Type）ID

提供タスク（Delivery Task）0

ファイナンシャル承認1
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タスクタイプ（Task Type）ID

部門レビュー2

部門承認3

サービスグループの承認4

サービスグループレビュー5

提供用の追加タスク6

承認用の追加タスク7

レビュー用の追加タスク8

CalendarClosedDate
CalendarClosedDateディメンションは、申請やタスクが完了した日付に関するクエリーを構成する
ための階層を提供します。完全な日付を選択し、式を使用して、任意の月や週などを抽出するよ

りも、このディメンション内のクエリー項目を使用する方が、より簡単に日付でフィルタリング

またはグループ化できます。

表 26：CalendarClosedDate クエリーテーブル

説明クエリー項目

タスクまたは申請が完了した日付（YYYYMMDD形式。例：
20081225）。

ClosedDateID

日付を dd-Mon-yyyy形式で入力します（例：25-Dec-2008）。Full Date

月と日（例：Dec-25）。Day Month Name

1年における週（Weekn-yy形式。例：Week1-08）。Week of Year

暦年における月（yyyy-nn形式。yyyyは 4桁の年で、nnは 1～ 12
の数を表します。例：2008-12）。

Calendar Year Month

暦年における四半期（yyyy-Qn形式。yyyyは 4桁の年で、nは 1～
4の数を表します。例：2008-Q4）。

Calendar Year Quarter

項目が完了した曜日（1=Sunday、7=Saturday）。ClosedWeekDay

項目が完了した曜日（Sunday～ Saturday）。Day of Week Name
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説明クエリー項目

項目が完了した週の開始日（Sunday）。ClosedDateWeekStartDate

項目が完了した週の終了日（Sunday）。ClosedDateWeekEndDate

項目が完了した月。ClosedDateMonth

項目が完了した月名。ClosedDateMonthName

項目が完了した暦四半期。ClosedDateQuarter

項目が完了した暦年（YYYY）。ClosedDateYear

CalendarDueDate
CalendarDueDateディメンションは、申請やタスクの期日に関するクエリーを構成するための階層
を提供します。 CalendarClosedDateディメンションでも同じ日付形式が利用できます。

CalendarScheduledDate
CalendarScheduledDateディメンションは、スケジュールされた開始日を許可されているタスクが
実際に開始するようにスケジュールされた日付に関するクエリーを構成するための階層を提供し

ます。明示的にスケジュールされた開始日が指定されていない場合、スケジュールされた日付は

開始日と同じになります。

CalendarClosedDateディメンションでも同じ日付形式が利用できます。

CalendarStartedDate
CalendarStartedDateディメンションは、申請やタスクが開始された日付に関するクエリーを構成す
るための階層を提供します。これは実際の開始日を表します。

CalendarClosedDateディメンションでも同じ日付形式が利用できます。

Data Mart ファクト
[ファクト（Facts）]フォルダ内のクエリーサブジェクトは、アプリケーションサービスカタロ
グを利用してログに記録されたタスクおよびサービス要求に関する情報を提供します。

ServiceRequestFact（申請）
ServiceRequestFactは、オーダーされたサービスに関する情報を提供します。フォルダにより、オ
ンタイムカウントと要求ステータスカウント用のメトリックがグループ化されています。
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表 27：ServiceRequestFact クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービス要求の固有 IDRequisitionEntryID

サービスが要求された申請（ショッピングカート）の固有 IDRequisitionID

サービスのサービス IDServiceID

サービスバンドルのサービス IDService Bundle ID

サービス要求者（サービス要求のイニシエータ）の固有 IDRequestor ID

要求のカスタマー（受信者）の固有 IDCustomer ID

サービス要求の現在のステータスStatus

要求されたサービスの数量Quantity

サービスの価格Price

サービス要求が開始された日付Started Date

サービス要求の期日Due Date

サービス要求が完了した日付Closed Date

サービスが要求された日時Started DateTime

サービス提供の期限となる日時Due DateTime

サービス要求が完了した日時Closed DateTime

サービスの提供に必要とされる設定上の期間（時間単位で指定）Default Duration

サービスの提供に要した実際の期間ActualDuration

サービス要求が期日どおりに完了した（1）か、期日に遅れた（0）
かを示すフラグ

ServiceOntimeFlag

サービス要求の標準対応を示すフラグServiceStandardComplianceFlag

現在の要求が期日どおりに完了した場合は1、完了しなかった場合
はゼロ（0）になります。これらの数値は、要求がレポート上でグ
ループ化されるときに自動的に合計されます

Completed On-Time Request
Count
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説明クエリー項目

期日どおりに完了した要求のパーセンテージCompletedOn-Time Percentage

SLAを満たした状態で完了した要求のパーセンテージStandard Compliance
Percentage

送信された要求数。要求は送信されて初めてデータマートに追加

されるため、この数は常に要求数と一致します

Submitted Count

ユーザによってキャンセルされた要求数Cancelled Count

提供プランが完了した要求数Completed Count

送信されたが完了していない要求数Ongoing Count

承認者によって拒否された要求数Rejected Count

サービスマネージャによって提供がキャンセルされた要求数Delivery Cancelled Count

サービス要求の現在のステータスService Request Status

サービスの課金先組織単位Billed Organizational Unit

要求が送信された日付Submitted Date

タスクベースのクエリーサブジェクト

All Tasks、Authorizations Tasks、および Delivery Tasksファクトのコンポーネントクエリー項目は
同じです。

• All Tasksは、サービス申請を処理するために実行されるすべての提供タスク、レビューおよ
び承認を含む、すべてのタスクに関する情報を提供します。

• Delivery Tasksは、追加タスクを含む提供タスクに関する情報を提供します。

• Authorization Tasksは、レビューおよび承認に関する情報を提供します。

表 28：タスクベースのクエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスタスク IDTask ID

サービスタスクの名前。Task Name

サービスのワークフロー内でタスクが実行される順序Display Order in Service
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説明クエリー項目

タスクのタイプ IDTask Type ID

タスクの対応する申請 IDRequisition ID

タスクの対応する申請エントリ IDRequisition Entry ID

このタスクが実行されるサービスバンドルの固有 ID（サービスバ
ンドルが子サービスの一環として実行された場合）

Service Bundle ID

タスクの実行対象となるサービスの固有 ID。特定のサービスに関連
していない申請レベルの承認の場合にはヌル（空欄）になります。

Service ID

タスクを実行した実行者の固有 IDPerformer ID

タスクが割り当てられているキューの IDQueue ID

タスクの現在のステータスStatus

タスクが開始される（または開始された）日時Started Date Time

タスクの期限となる（または期限だった）日時Due Date Time

タスクが完了する（または完了した）日時Completed Date Time

タスクが完了する予定の（予定だった）日時Scheduled Date Time

サービス定義内のタスクに指定されている計画上の工数Planned Effort (Hours)

サービス設計者によって指定される、タスクを実行する設定上の期

間（時間単位）

Planned Duration (Hours)

カスタマーのカレンダーに基づいてシステムで計算された、タスク

の実行に要した実際の時間（時間単位）

Actual Duration (Hours)

実行者のカレンダーに基づいてシステムで計算された、タスクの実

行に要した実際の時間（時間単位）

Performer’s Actual Duration
(Hours)

タスクが完了したかどうかを示します。タスクが完了している場合

は 1、完了していない場合は 0になります。
Completed Task Count

タスクが期日どおりに完了したかどうかを示します。タスクがスケ

ジュールされた完了日よりも前に完了した場合は 1、完了しなかっ
た場合は 0になります

Completed On-Time Task
Count
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説明クエリー項目

期日どおりに完了したタスクのパーセンテージ。完了した各タスク

では、100 %または 0 %になります。タスクが集計されると計算が
適用されます。

Completed On-Time
Percentage

期日より遅れており、まだ完了していないタスクの数Late Open Task Count

指定された期間内に完了したタスクのパーセンテージStandard Compliance
Percentage

RequisitionTaskFact
RequisitionTaskFactは、サービス要求を処理するために実行される、申請レベルの承認および確認
タスクに関する情報を提供します。このクエリーサブジェクトはレガシーシステムとの上位互

換性を保つためだけに提供されています。必要に応じて、All Tasks、Service Delivery Tasks、
Authorizations Tasksクエリーサブジェクトを使用してください。

ServiceTaskFact
ServiceTaskFactは、サービス申請を処理するために実行される配信タスク、追加タスク、サービ
スグループ承認およびサービスグループレビューに関する情報を提供します。このクエリーサ

ブジェクトはレガシーシステムとの上位互換性を保つためだけに提供されています。必要に応じ

て、All Tasks、Service Delivery Tasks、Authorizations Tasksクエリーサブジェクトを使用してくだ
さい。

TaskEffortEntryFact
TaskEffortEntryFactは、タスクの実行に要した工数に関する情報を提供します。

表 29：TaskType テーブル

説明クエリー項目

工数エントリの固有 IDEffortEntryID

この工数を要したタスクを識別する固有 IDServiceTaskID

工数がログに記録された日付EnteredDate

工数の説明Description

工数を要したカテゴリCategory

工数エントリを要したタスクを実行した個人の個人 IDContributorID
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説明クエリー項目

貢献者の氏名（First Name Last Name形式）Contributor Full Name

工数エントリを要したタスクを実行した個人の名ContributorFirstName

工数エントリを要したタスクを実行した個人の姓ContributorLastName

要した工数の単位数EffortQuantity

工数エントリの合計（拡張）コスト（単位コスト X量）EffortCost

各工数単位の単価EffortUnitCost

工数エントリの測定単位UnitType

[組織（Organizations）] フォルダ
[組織（Organizations）]フォルダには、組織、グループ、個人、およびこれらのエンティティ間の
関係に関するレポートを作成できるクエリーサブジェクトが含まれます。これらのクエリーサ

ブジェクトをトランザクション（ファクト）データに接続することはできません。代わりに、タ

スクまたはサービス要求のデータを含むレポートに組織情報や個人情報といった項目も含めるに

は、これらの情報を適切なディメンション（Customer、Performer、または Requestor）で使用して
ください。

グループ

グループは、一連の個人や組織用のコンテナーとなります。グループを使用することで、権限や

タスクを個々のグループメンバーに割り当てる代わりに、グループ単位で割り当てることができ

ます。グループのメンバーを表示するか、個人が関連付けられているグループを表示するため

に、レポートにGroupおよび Personクエリーサブジェクトからの項目を含めることができます。

表 30：Group クエリーテーブル

説明クエリー項目

グループの名前Group Name

グループのステータス（Activeまたは Inactive）Group Status

グループの親Parent Group Name

グループの説明Description
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Person
Personクエリーサブジェクトでは、サービス要求の処理におけるロール（カスタマー、実行者、
要求元）に関係なく、リポジトリ内のすべての個人にアクセスできます。

表 31：Person クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスを要求した個人の IDPerson ID

個人の氏名（First Name Last Name形式）Person Full Name

個人の名First Name

個人の姓Last Name

個人のホーム OUの名前Home Organization Unit
Name

個人が位置している建造物の番号または名前Building

個人の建造物の中での高さまたは階数BuildingLevel

個人のオフィスOffice Number

個人の仕事スペースの番号Cubicle Number

個人の住所の 1行目Street Address1

個人の住所の 2行目Street Address2

個人が位置している市区町村City

個人が位置している都道府県State or Province

個人の郵便番号Zip or Postal Code

個人が位置している国Country

個人のログイン名Login Name

個人の電子メールアドレスEmail Address

個人の上司の IDSupervisor ID

上司の氏名（First Name Last Name形式）Supervisor Full Name
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説明クエリー項目

個人の上司の名Supervisor First Name

個人の上司の姓Supervisor Last Name

個人の上司の電子メールアドレスSupervisor Email

個人の上司のログイン名Supervisor LoginName

組織

Organizational Unitクエリーサブジェクトでは、リポジトリ内のすべての組織にアクセスできま
す。

表 32：Organizational Unit クエリーテーブル

説明クエリー項目

組織単位（OU）の名前Organizational Unit Name

OUの説明Description

OUのタイプ（Service Teamまたは Business Unit）Organizational Unit Typ0e

OUのステータス（Activeまたは Inactive）Organizational Unit Status

OUの親（組織単位の階層が設定されている場合）Parent Organizational Unit

[サービスバンドル（Service Bundle）] フォルダ
[サービスバンドル（Service Bundle）]フォルダには、サービスバンドル、関連付けられている子
サービス、およびこれらのエンティティ間の関係に関するレポートを作成するために使用できる

クエリーサブジェクトが含まれています。サービスバンドルは 1つの親サービスと 1つ以上の
子サービスから構成されています。

Service Bundles
Service Bundlesクエリーサブジェクトでは、アプリケーションリポジトリ内のすべてのサービス
バンドルにアクセスできます。
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表 33：Service Bundles クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスバンドルの固有識別子Service Bundle ID

サービスバンドルの名前Service Bundle Name

サービスバンドルの簡単な説明Description

サービスバンドルが属するサービスグループの名前Service Group Name

サービスバンドルを担当するサービスチームの名前Service Team Name

サービスバンドル定義で指定されている標準期間Standard Duration

表示されている標準期間の単位Durations Units

1営業日あたりの時間数Hours per Business Day

サービスバンドルの価格Price

サービスバンドルのステータスService Bundle Status

サービスバンドルがレポート可能として指定されている（1）、ま
たは指定されていない（0）ことを示すフラグ。レポート可能なサー
ビスには、対応するクエリーサブジェクトが [サービスデータ
（ServiceData）]フォルダの下に配置されます。

Is Reportable

サービスバンドルがオーダー可能として指定されている（1）、ま
たは指定されていない（0）ことを示すフラグ

Is Orderable

Service
Serviceクエリーサブジェクトでは、サービスバンドルの一部であるすべての子サービスにアク
セスできます。

表 34：Service クエリーテーブル

説明クエリー項目

サービスバンドルの固有識別子Service Bundle ID

サービスバンドルの親サービスの固有識別子Service ID

サービスの名前Service Name
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説明クエリー項目

サービスの簡単な説明Description

サービスが属するサービスグループの名前Service Group Name

サービスを担当するサービスチームの名前Service Team Name

サービス定義で指定されている標準期間Standard Duration

表示されている標準期間の単位Durations Units

1営業日あたりの時間数Hours per Business Day

サービスの価格Price

サービスバンドルの表示順序Display order in Bundle

サービスのステータスService Status

サービスがレポート可能として指定されている（1）、または指定
されていない（0）ことを示すフラグ。レポート可能なサービスに
は、対応するクエリーサブジェクトが [サービスデータ
（ServiceData）]フォルダの下に配置されます。

Is Reportable

サービスがオーダー可能として指定されている（1）、または指定
されていない（0）ことを示すフラグ

Is Orderable

カスタムレポートおよびクエリーへのアクセス
レポート設計者がカスタムレポートまたはクエリーを作成する際は、パブリックフォルダ（[Reports]
フォルダがルートのパブリックフォルダ）またはプライベートフォルダ（[My Folder]）のいずれ
かに保存できます。プライベートフォルダに保存されているレポートは、そのレポートを作成し

た個人のみが実行およびアクセスできます。

パブリックフォルダに保存されているレポートは、レポートへのアクセスが許可されるロールを

割り当てられたすべての個人がアクセスおよび実行できます。これらの継承された権限はCognos
の管理オプションで上書きできます。このオプションを使用すると、レポート管理者は標準ロー

ルからレポートを実行する権限を削除し、レポートを実行するアクセス権限を持つ個人ロールま

たはカスタムロールにその権限を割り当てることができます。
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レポートはReportingモジュールのフォルダから実行できるほか、ハイパーリンクからレポートに
アクセスすることもできます。サービス設計者は、アプリケーションのサービス説明、電子メー

ル通知などの領域に適切なリンクを埋め込むことができます。リンクの形式は次のとおりです。

http://<CognosServer Name>/crn/cgi-bin/cognos.cgi?CAMNamespace=TrustedSignOn&b_action=xts.run
&m=portal/report-viewer.xts&method=execute &m_obj=/content//report[@name='<ReportName>']

詳細については、レポートの使用, （95ページ）を参照してください。
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第 5 章

Cisco Prime Service Catalog レポートのモニ
タリングおよび運用

この章は次のトピックで構成されています。

• Cognosメモリ使用率の設定, 87 ページ

• 標準レポートパッケージの更新, 88 ページ

• データマートの更新, 89 ページ

• カスタムレポートパッケージのプロセスフローについて, 90 ページ

• カスタムレポートの移行, 92 ページ

• Cognos Framework Managerデータモデルのカスタマイズ, 92 ページ

Cognos メモリ使用率の設定
Cognosメモリ使用率は、Cognosのヒープサイズを変更して設定します。 Cognos Serverのヒープ
サイズを変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 IBM Cognosサービスを停止します。

ステップ 2 C:\Program Files\cognos\c10_64\bin64ディレクトリに置かれている startup.batを開きます。

ステップ 3 startup.batファイルで、使用する Cognosマシンの RAMサイズに応じて、Cognosにより推奨されている別
のヒープサイズ設定を参照できます。

rem（1GB RAMのマシンの場合）

set CATALINA_OPTS=-Xmx768m -XX:MaxNewSize=384m -XX:NewSize=192m -XX:MaxPermSize=128m
%DEBUG_OPTS%

rem（2GB RAMのマシンの場合）
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rem set CATALINA_OPTS=-Xmx1152m -XX:MaxNewSize=576m -XX:NewSize=288m -XX:MaxPermSize=128m
%DEBUG_OPTS%

rem（3GB RAMのマシンの場合）

rem set CATALINA_OPTS=-Xmx1536m -XX:MaxNewSize=768m -XX:NewSize=384m -XX:MaxPermSize=128m
%DEBUG_OPTS%

システムRAMサイズに基づいて、上記のヒープサイズ設定のいずれかを使用するか、ヒープサイズ設定
を変更して、remを行の先頭に使用して、残りのヒープサイズ設定をコメント化します。

ステップ 4 IBM Cognosサービスを再起動します。

IBM Cognos Server のタイムアウト間隔の設定
IBMCognosセッションのタイムアウト設定は、シングルサインオンがシームレスに稼働するよう
に、Service Catalogのタイムアウト設定と一致していなければなりません。

タイムアウト間隔を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [IBM Cognos 10-64] > [IBM Cognos
Configuration]を選択します。

ステップ 2 [環境（Environment）] > [IBM Cognosサービス（IBM Cognos service）]を選択します。

ステップ 3 [IBM Cognos]をクリックします。

ステップ 4 [リソースのプロパティ（Resource Properties）]で、[Pingタイムアウト（秒数）（Ping timeout in seconds）]
を選択します。タイムアウト間隔（秒数）として 960と入力します。 960は、設定可能な最大値です。

ステップ 5 設定を保存します（[保存（Save）]アイコンをクリックします）。

ステップ 6 IBM Cognosサービスを再起動します。

標準レポートパッケージの更新
標準レポートパッケージをサポートするレポートデータベース内の全テーブルは、毎回の ETL
サイクルで切り捨てられ、すべて更新されます。レポートの内容は、ETLサイクルの完了後すぐ
に更新され、表示可能になります。 ETLの処理中、事前作成されたレポートを実行することはで
きません。
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データマートの更新
データマートのビジネスビューを提供するカスタムレポートパッケージのデータベースコンテ

ンツを更新するには、複数の Cognosおよび Service Catalogコンポーネントが必要です。データ
マートは、Extract-Transform-Load（ETL）プロセスによってトランザクションシステムから定期
的にロードする必要があります。つまり、データはトランザクションシステムから抽出され、

（オンライントランザクション用ではなく）レポート用に最適な形式に変換されてから、データ

マートにロードされます。

ETLプロセスは増分のプロセスです。最後にデータマートが更新された後で変更または作成され
たデータだけが、次のETLサイクルで処理されます。更新プロセスの実行中でも、ユーザは引き
続きデータマートにアクセスしたり、レポートを実行したりできます。ただし、レポートによっ

ては応答時間に悪影響が及ぶ場合があります。 ETLプロセスの実行によって、トランザクション
データベースの応答時間に及ぶ影響はまったくないか、非常に限られています。

通常、更新プロセスは定期的な間隔で自動的に実行されるようにスケジュールされます。データ

マートが 24時間ごとに、理想的にはユーザアクティビティが少ない期間に更新されるようにす
ることを推奨します。

全パッケージに対する Service Catalog ETLプロセスでは、Cognosデータマネージャランタイム
コンポーネントを使用して、アプリケーションのインストール手順の一環としてレポーティング

サーバに展開される実行ファイルを生成します。これらのスクリプトは、Cognos SQLを使用し
て OLTPソースからデータを読み取るため、異なるデータベース環境間でのさらに優れたカタロ
グのポータビリティが実現します。 Oracleや SQL Server専用のコードは、OLTPソースで作成さ
れるビューに抽象化されます。 Data Managerスクリプトには、Service Catalogデータベース（ソ
フトウェアの国際化に対応）内に格納された特殊形式文字列の変換に対処するUserDefinedFunction
（UDF）も含まれています。UDFはまた、HTMLタグがディクショナリのキャプションやフィー
ルドラベルに含まれている場合、それらのタグをデータから除去します。

Service Catalogの申請レコード（OLTPパフォーマンス最適化のために圧縮された独自形式で格納
されています）からサービスフォームのフィールドレベルのデータを標準のリレーショナル形式

で抽出するには、カスタムプログラムが必要になります。このカスタムプログラムは Service
Catalogアプリケーションサーバで動作します。

カスタムレポートデータプロジェクトの作成と保守には、別のカスタムプログラムが必要です。

このスクリプトは、Cognos FrameworkManager SDKを使用して、各カスタマーサイトでレポート
可能として選択されたサービスとディクショナリに基づき、動的にカスタムレポートプロジェク

トを作成します。この動的構造とコンテンツが標準データマートファクトとディメンションに

追加されて、カスタムレポートプロジェクトで使用可能なデータマートが生成されます。

生成された実行可能ファイルは、バッチで実行できるようにジョブストリームに順に並べられま

す。ジョブストリームの正確な構造は、インストールされて設定済みの Reportingコンポーネン
ト（事前作成済みレポートと KPI、およひカスタムレポートデータマート）によって異なりま
す。

Reportingのインストールは、1日 1回のデータマート更新時に開始することを推奨します。通
常、データマートの更新は、トランザクション処理が盛んではない時間にスケジュールされてい

るためです。ただし、データマートの更新は、Service Catalogのオンライン使用時と同時にスケ
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ジュールされる場合や、1日に複数回スケジュールされる場合もあります。データベースサーバ
の負荷に影響する場合、オンライントランザクションユーザのパフォーマンスも影響を受けま

す。インデックスの再作成に伴って一部の Reportingユーザがパフォーマンスの一時的な低下を
報告する可能性がありますが、通常影響は一時的なものです。

カスタムレポートパッケージ

Advanced Reportingで使用可能なデータマートをサポートするすべてのテーブルは、各 ETLサイ
クルで増分式に更新されます。そのため、基本的に、ETLサイクルの間もデータマートはオンラ
インのままです。ただし、データベースのアクティビティが増加し、テーブルのインデックスが

一時的に使用できなくなることから、パフォーマンスに悪影響が生じる場合があります。

カスタムレポートパッケージのプロセスフローについ

て
カスタムレポートパッケージの作成に使用されるプロセスフローでは、前述のコンポーネント

を使用します。根本的な違いとして、追加の Cognosコンポーネントおよびシスコ製のカスタム
コードを使用して、データマートで動的に定義されたフォームデータ（レポート可能サービスお

よびディクショナリ形式）の包含を扱うことです。

データは、Cognos（Data Manager）ETLスクリプトとカスタム Javaプログラムの 2つの方法でカ
スタムレポートパッケージにロードされます（次の図を参照）。

図 23：カスタムレポートパッケージのプロセスフロー：パート 1

フォームデータカスタム ETL
カスタム Javaプログラムは、フォームデータをレポート可能ディクショナリおよびサービスから
データマート内の対応するディメンションへロードするほかに、ロードされたディクショナリと
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サービスの追跡も行います。このプログラムの最初の実行では、トランザクションデータベース

内のデータすべてを、データマートをサポートする分析的データベースにロードします。後続の

サイクルでは、データの増分をロードします。つまり、トランザクションデータベース内の新し

いデータや変更されたデータだけが、データマート内で挿入または更新されます。

このプログラムは、実際のデータのロードに加え、新しいレポート可能ディクショナリおよびサー

ビスをチェックし、オブジェクトのリストを更新します。前掲の図で「...マッピングするための
メタデータ」と書かれているこの情報は、その後別のカスタムプログラムで使用されます。この

プログラムは、FrameworkManager APIを使用してReport DesignerとAd-Hoc Reportsでユーザが使
用可能なデータのビジネスビューを作成します。これにより、レポート可能ディクショナリに割

り当てられた名前とその属性がレポーティングツール内で正確に表示されるようになります。

Data Manager ETL
DataManager ETLは、静的に定義された（ディメンションまたはファクト）データを OLTPデー
タベースから、データマート内の対応するディメンションとファクトへロードします。このロー

ドプロセスは増分式で行われます。最初にこのプロセスが実行される際には、トランザクション

データベースから使用可能なデータすべてがロードされます。以降の実行では、前回のETL実行
以降に挿入または変更されたデータだけがロードされます。

OLTPデータベースのソーステーブルにはすべて、タイムスタンプ列があります
（[CreatedOn]/[ModifiedOn]）。これらの列は、新しいレコードの挿入時または既存のレコードの
変更時に更新されます。 ETLプロセスでは、ソーステーブルのタイムスタンプ列を、ETLプロ
セスの最終実行日時と比較することにより、新規データと更新データをキャプチャします。

ETLプロセスは、データマート内で新しい行の挿入および既存の行の更新の両方を処理するよう
最適化されています。たとえば、サービス要求が送信されると、要求とその要求のタスクのすべ

てがデータマート内に作成されます。その後、タスクが更新されると、既存のタスクファクト

が更新されて、新しい情報が反映されます。

ETLプロセスは次のように動作します。

トランザクションデータベースからのデータの選択

抽出ビューに基づいて、OLTPデータベースから新規データまたは更新データを選択します。抽
出ビューには、データマートに必要な列が含まれ、ソースデータのタイムスタンプと ETLプロ
セスの最終実行日時を比較することによってフィルタリングされます。

増分データのステージング領域テーブルへの挿入

OLAPデータベースのステージングテーブル（プレフィックス STGで判別）が、OLTPデータ
ベースからの新規データや更新データを一時的に保持します。ステージングテーブルは、OLTP
テーブルと 1対 1で対応します。これらのテーブルは、ETLの実行ごとに切り捨てられるため、
新規データと更新データだけを含むことになります。
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作業領域テーブルの構成

OLAPデータベース内の作業領域テーブル（プレフィックスWRKで判別）は、抽出されたデータ
を保持し、それ以前の ETLの実行によって抽出されたデータを統合します。作業領域テーブル
は、トランザクションデータベース内の複数のテーブルから取得されたデータを持つディメン

ションのためにデータを変換する場合にだけ使用されます。ソーステーブルからターゲットテー

ブルへのマッピングについては、「Form Data Reporting設定の変更」に記載されています。

ディメンションテーブルやファクトテーブルへのデータロード

ETLでは、ステージングテーブルと作業テーブルの両方を使用して、新規データや更新データを
データマート内の適切なディメンションテーブルやファクトテーブルに挿入します。ビジネス

ビューはこれらのテーブルに基づいて作成され、パッケージ内のクエリーサブジェクトとして公

開されます。

カスタムレポートの移行
Cognos 8.4.0/ 8.4.1から Cognosバージョン 10.2.1に Prime Service Catalogレポートソリューション
をアップグレードすると、システムにより、[マイフォルダ（My Folders）]と [パブリックフォル
ダ（Public Folder）]内にある既存のレポート仕様とカスタマイズされたレポートのすべてが自動
的に移行されます。

さらに、管理権限を使用して手動でアップグレードする場合、レポートソリューションウィザー

ドですべてのレポートを移行することもできます。

いずれの場合も、アップグレードする際には既存のすべてのレポートのバックアップを作成して

おくことを推奨します。

アップグレードの実行について詳しくは、『Cisco Prime Service Catalog Installation and Upgrade
Guide』を参照してください。

Cognos Framework Manager データモデルのカスタマイズ
Service Catalogには、データマートへのデータの入力に使用する Framework Managerおよび Data
Managerツールのランタイムライセンスだけが付属しています。Cognosのエンタープライズ開発
ライセンスを持つ Service Catalogユーザが、追加のクライアント専用データなどの、データマー
トの内容のカスタマイズを希望する場合があります。

カスタマイズを成功させる鍵は、FrameworkManagerを介して設定されたデータのビジネスビュー
に、静的および動的コンポーネントの両方が含まれるという点を考慮することにあります。普遍

的なファクトとディメンションを指定する静的コンポーネントは、次のファイルに保存されます。

<App_Home>\cognos\Reports\CustomReportsDataModel\ CustomReportsDataModel.cpf

（レポートサーバー上にあります）。 ETLはこのファイルをビジネスビューの基礎として使用
してから、追加の DictionaryDataおよび ServiceDataディメンションを生成します（どちらのオブ
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ジェクトがレポート可能としてマークされているかによります）。静的コンポーネントに対する

クライアントのカスタマイズは、IBM Cognos Framework Managerを使用して適用されます。この
ようなカスタマイズは、次のETLサイクルによって生成される新規ビジネスビューに組み込まれ
ます。このようなカスタマイズは、アプリケーションをアップグレードした後に、再適用する必

要があります。
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第 6 章

レポートの使用

この章は次のトピックで構成されています。

• Reportingオプションへのアクセス, 95 ページ

• レポートまたはその他のエントリのアクセス権限の設定, 96 ページ

• 事前に作成されたレポートへのアクセス , 98 ページ

• レポートの管理, 100 ページ

• レポートの保存, 105 ページ

• レポートの表示, 106 ページ

• レポート出力の電子メール送信, 112 ページ

• レポートのスケジュール設定, 114 ページ

Reporting オプションへのアクセス
すべてのレポートオプションは、Service Catalogのメニューに統合されています。 Reportingおよ
び Advanced Reportingオプションの実行許可を与える権限がユーザに付与されている場合、それ
らのオプションがユーザのドロップダウンメニューに表示されます。ロールベースのアクセスに

関する詳細は、「Reporting機能にアクセスするためのロールの定義」で説明されています。

Reportingオプションには、Service Catalogのメニューからアクセスできます。

[Reporting]メニューオプションには、次のオプションがあります。

• [Reports（レポート）]：事前に作成されたすべてのレポートを実行したり、（各ユーザーの
権限に応じて）レポートを変更またはコピーしたりできます。

• [ダッシュボード（Dashboards）]：指定の KPIを組み込んで、ユーザのポータルで表示する
ダッシュボードを設定できます。
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レポートまたはその他のエントリのアクセス権限の設定
エントリのアクセス権限を設定するには、新しい権限の作成または既存の権限の更新も必要にな

ります。Cognos 8のすべてのエントリのアクセス権限を指定できます。これらのエントリの例に
は、レポート、ショートカット、レポートビューがあります。異なるネームスペースからエント

リを参照できます。

タスクを開始する前にネームスペースにログインする必要があります。そうしなければ、変更す

るエントリに対する完全な管理者権限が適用されません。

セキュリティを管理するには、ポリシーの設定権限が必要です。これらの権限は、サイト管理者

ロールの一部として付与されます。

レポートまたはその他のエントリのアクセス権限を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ポータルで、アクセス権限を設定する対象のエントリを見つけます。

ステップ 2 [アクション（Actions）]列で、エントリの [プロパティの設定（Set properties）]をクリックします。

ステップ 3 [プロパティの設定（Set properties）]ページで、[権限（Permissions）]タブをクリックします。

ステップ 4 親エントリの権限を使用するか、別の権限を指定するかを選択します。

•親エントリの権限を使用するには、[親エントリから取得するアクセス権限をオーバーライド（Override
the access permissions acquired from the parent entry）]チェックボックスをオフにしてから、最後のス
テップに進みます。

•エントリのアクセス権を明示的に設定するには、[親エントリから取得するアクセス権限をオーバー
ライド（Override the access permissions acquired from the parent entry）]チェックボックスをオンにして
から、残りのステップを実行します。

ステップ 5 リストからエントリを削除するには、削除するエントリのチェックボックスをオンにして、[削除（Remove）]
をクリックします。

ステップ 6 ページにリストされているすべてのエントリを選択または選択解除するには、リストの下部にある [すべ
て選択（Select All）]または [すべて選択解除（Deselect All）]をクリックします。

ステップ 7 このエントリへのアクセス権限を許可または拒否する対象のエントリを指定するには、[追加（Add）]を
クリックした後、以下のいずれかの方法で指定します。
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ユーザエントリを表示するには、リストの [ユーザを表示（Show users）]チェックボックスを
オンにします。

ヒント

•リストから名前を選択してエントリを追加するには、[移動（Navigate）]タブで該当する
ネームスペースをクリックした後、ユーザ、グループ、またはロールの隣にあるチェック

ボックスをオンにして、[追加（Add）]をクリックします。エントリが [追加されるエント
リ（Entries to be added）]ボックスに表示されたら、[OK]をクリックします。

•現在使用しているネームスペースでユーザ、グループ、またはロールを検索するには、[検
索（Search）]タブの [検索文字列（Search string）]ボックスにテキストを入力します。必
要に応じて、追加の検索条件を指定し、[検索（Search）]をクリックします。 [検索結果
（Search results）]にエントリが表示されたら [追加（Add）]をクリックします。その後、
エントリが [追加されるエントリ（Entries to be added）]ボックスに表示されたら、[OK]を
クリックします。

•名前を入力してエントリを追加するには、[入力（Type）]タブの [名前の入力（Type the
names）]ボックスに、ネームスペースの名前、グループ、ロール、またはユーザの名前を
以下の形式で入力し、[追加（Add）]をクリックします。

namespace_name;namespace_name/group_name;namespace_name/role_name;namespace_name/user_name;

たとえば、LDAP;Cognos/Authors;LDAP/scarter;とします。

各エントリはセミコロン（;）を使用して区切ります。

エントリが [追加されるエントリ（Entries to be added）]ボックスに表示されたら、[OK]をクリックしま
す。

追加したエントリがリストに表示されます。

ステップ 8 リスト内の各エントリについて、リストの隣にあるボックスでチェックボックスをオンまたはオフにし

て、許可または拒否するアクセス権限のタイプを指定します。

ステップ 9 [Apply]をクリックします。
[権限（Permissions）]列のユーザ、グループ、またはロールの隣にアイコンが表示されます。このアイコ
ンは、許可または拒否されるエントリへのアクセス権限のタイプを表します。

ステップ 10 子エントリの既存の権限をこのエントリに設定した権限に置き換えるには、[オプション（Option）]セク
ションで、[すべての子エントリのアクセス権限を削除（Delete the access permissions of all child entries）]
チェックボックスをオンにします。

このオプションは、コンテナであるエントリにのみ表示されます。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
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事前に作成されたレポートへのアクセス
次の表に、Service Catalogレポート（最上位のパブリックフォルダ [サービスパフォーマンスレ
ポート（Service Performance Reports）]で入手可能）、および各レポートが格納されているフォル
ダをまとめます。

「サービス承認（ServiceAuthorization）」および「サービス提供（ServiceDelivery）」レポートに
は、それぞれ承認およびサービスの提供の時点で開始された追加タスクが含まれます。これらの

レポートには、要求の提供をキャンセルすることによって、ユーザまたはサービスチームマネー

ジャによってキャンセルされた要求の一部となっているタスクは含まれません。

表 35：事前に作成されたレポートのインベントリ

説明フォルダレポートのタイトル

個人の未完了タスク数および遅延タスク

数の調査またはレポートに有効

日次要求管理（Daily
Request Management）

実行者別要求エージング

（Aging of Requests by
Performer）

キューにある未完了タスク数および遅延

タスク数の調査またはレポートに有効

日次要求管理（Daily
Request Management）

キュー別要求エージング

（Aging of Requests by
Queue）

カスタマー（OU）別のオンタイム承認
パフォーマンスの調査またはレポートに

有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：カスタマー別オンタイ

ムパーセンテージ

（Authorization: On-time % by
Customer）

個人別のオンタイム承認パフォーマンス

の調査またはレポートに有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：実行者別オンタイム

パーセンテージ

（Authorization: On-time % by
Performer）

キュー別のオンタイム承認パフォーマン

スの調査またはレポートに有効

サービス承認パフォーマ

ンス（Service
Authorization
Performance）

承認：キュー別オンタイム

パーセンテージ

（Authorization: On-time % by
Queue）

ディクショナリの使用の管理に関する管

理レポート

サービス設計詳細

（Service Design
Details）

ディクショナリ別サービス

（Services by Dictionary）

すべての役職をリスト表示する管理レ

ポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

役職（Functional Positions）
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説明フォルダレポートのタイトル

グループをリスト表示し、各グループが

所属する組織単位を示す管理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別グループ（Groups
by Organizational Unit）

人員をリスト表示し、各人員が所属する

グループを示す管理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

人員別グループ（Groups by
People）

グループとその組織単位に関する管理レ

ポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

グループ別組織単位

（Organizational Units by
Group）

人員とその組織単位に関する管理レポー

ト

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

人員別組織単位

（Organizational Units by
People）

キューとその組織単位に関する管理レ

ポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

キュー別組織単位

（Organizational Units by
Queues）

人員とそのグループをリスト表示する管

理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

グループ別人員（People by
Groups）

人員とその組織単位をリスト表示する管

理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別人員（People by
Organizational Unit）

キューを組織単位ごとにリスト表示する

管理レポート

人、ロール、グループ

（People, Roles &
Groups）

組織単位別キュー（Queues
by Organizational Unit）

作業の実行に関する個人のパフォーマン

スの評価または比較に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：実行者別オン

タイムパーセンテージ

（Service Delivery: On-time %
by Performer）

作業の実行に関するキューのパフォーマ

ンスの評価または比較に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：キュー別オン

タイムパーセンテージ

（Service Delivery: On-time %
by Queue）
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説明フォルダレポートのタイトル

サービスとそれに関連するタスクのオン

タイムパフォーマンスの評価に有効

サービス提供パフォーマ

ンス（Service Delivery
Performance）

サービス提供：サービス別オ

ンタイムパーセンテージ

（Service Delivery: On-time %
by Service）

サービスの価格設定情報の管理に関する

管理レポート

サービス設計詳細

（Service Design
Details）

サービス価格設定の詳細

（Service Pricing Details）

サービスグループ内のサービス要求アク

ティビティ合計の測定およびモニタリン

グに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：サービ

ス別要求アクティビティ

（Service Volume: Request
Activity by Service）

個々のサービス提供トランザクションの

ステータスの調査またはレポートに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：要求ア

クティビティの詳細（Service
Volume: Request Activity
Details）

特定のレポート期間内のサービス要求ア

クティビティ合計の測定およびモニタリ

ングに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：要求ア

クティビティの要約（Service
Volume: Request Activity
Summary）

サービスグループおよびカレンダー四半

期ごとのサービス要求アクティビティト

レンドの測定およびモニタリングに有効

サービスボリュームおよ

びアクティビティ

（Service Volumes &
Activity）

サービスボリューム：サービ

ス別要求トレンド（Service
Volume: Request Trend by
Service）

確定した予算に対するサービスの支出の

管理に有効

サービス設計詳細

（Service Design
Details）

サービスチーム別サービス

（Services by Service Team）

レポートの管理
Report Designerでは、ReportNet Professional Authorツールを使用して、新しいレポートを定義およ
び公開したり、既存のレポートを変更してその変更内容を保存したりできます。すぐに利用可能

なレポートでは対応できないアプリケーション内のデータをクエリーしなければならない場合に、

この機能を使用すると、Ad-Hoc Reports機能で作成できるクエリーよりも複雑で高度なクエリー
を作成できます。
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Report Designerは、レポートの作成に関する知識を持っているユーザを対象としています。高度
なレポート作成概念の経験がない場合は、「Ad-Hoc Reports」を参照してください。

新規レポートの作成

新しいレポートを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [モジュール（Module）]ドロップダウンメニューから [Advanced Reporting]を選択します。

ステップ 2 [Report Designer]をクリックします。

ステップ 3 新しいレポートを作成するために使用するパッケージを選択します。

• [カスタムレポートデータモデル（Custom Reports Data Model）]：Prime Service Catalogの運用データ
（申請、サービス、タスクなど）に基づくレポートを作成するいは、このデータモデルを選択しま

す。カスタムレポートデータモデルは、レポート可能として指定されたサービスおよびディクショ

ナリからのフォームデータも取り込みます。

• [標準レポートデータパッケージ（Standard Reports Data Package）]：このデータモデルは使用しない
でください。シスコでは、今後のリリースでこのモデルを廃止する予定です。

ステップ 4 新しいウィンドウで Cognos Report Studioが開きます。このアプリケーションを使用して、レポートを作
成します。

既存のレポートの変更

変更する保存済みのレポートに移動します。

ステップ 1 [Advanced Reporting] > [Report Designer] > [パブリック（Public）]フォルダを選択します。 [レポート
（Reports）]をクリックします。

ステップ 2 編集するレポートを見つけて選択します。

ステップ 3 新しいウィンドウで Cognos Report Studioが開きます。このアプリケーションを使用して、レポートを変
更します。
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レポートの生成

「パブリックフォルダ」では、すべてのレポートオプションを使用できます。ホームページに

表示される最上位のレポートフォルダは、[サービスパフォーマンスレポート（ServicePerformance
Reports）]です。

ページは最初に「リスト」ビューで表示されます。リストビューでは、フォルダのタイトルだけ

が表示されます。レポートオプションにアクセスするには、[その他（More…）]リンクを使用し
ます。特に新規ユーザの場合、Reportingページを「詳細」ビューで表示して、各フォルダまたは
レポートの簡単な説明を表示することによって、より一般的なオプションの一部をすぐに使える

ようにした方が実用的です。ビューを切り替えるには、ページの右上にあるアイコンバーの左か

ら 2番目の [詳細ビュー（Details View）]アイコンをクリックするだけです。（環境設定について
の項で説明するとおり、表示および他の環境設定を保存できます。）

各フォルダ名は、ハイパーリンクで表示されます。このリンクをクリックすると、フォルダの内

容が表示されます。フォルダには、フォルダとレポート自体の両方が含まれている場合がありま

す。必要なレポートを見つけるために、フォルダをクリックしていくと、「ブレッドクラム」

（[パブリックフォルダ（Public Folders）]タブの直下にある）がナビゲーションパスを反映する
ように更新されます。たとえば、「承認：カスタマー別オンタイムパフォーマンスパーセンテー

ジ（Authorization: On-time % by Customer）」レポートは、[サービス承認パフォーマンス（Service
Authorization Performance）]フォルダにあります。

レポートを実行するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [Reporting] > [レポート（Reports）]を選択します。

ステップ 2 フォルダカテゴリを参照して、表示したいタイプのデータが含まれるレポートを見つけます。

ステップ 3 レポートを選択します。

ステップ 4 [レポートビューアプロンプト（Report Viewer Prompt）]ページを使用して、レポート基準と日付範囲を入
力します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックしてレポート基準の選択を続けるか、[終了（Finish）]をクリックしてレポート
を実行します。

ステップ 6 レポートがブラウザウィンドウに表示されます。レポートを保存したり、電子メールで送信したり、異

なるパラメータを使用して同じレポートを再実行したりするには、右上にあるアイコンを使用します。レ

ポートの表示または保存形式として、HTML、PDF、Excel、CSVまたは XMLを選択することもできま
す。レポートはブラウザから印刷することも、レポートを保存したアプリケーションから印刷することも

できます。

また、レポート名および [その他（More）]リンクの直下にあるアイコンから、次のレポートオプション
を使用できる場合もあります。

   Cisco Prime Service Catalog 11.0 レポートガイド
102

レポートの使用

レポートの生成



表 36：Reporting オプションテーブル

説明Reporting オプション

レポートのプロパティを変更します。レポート管理者（[パブ
リックフォルダ（Public Folders）]の場合）または [マイフォル
ダ（MyFolders）]のレポートビューのオーナーだけが使用でき
ます。

レポートの実行前にオプションページを表示します。オプショ

ンページでは、印刷出力形式の調整ができます。

以前保存されたレポートの出力を表示します。レポートに保存

された出力がある場合だけ使用できます。

保存されたレポートの最新の出力を表示します。レポートに保

存された出力がある場合だけ [その他（More…）]ページで使用
できます。

レポートをReport Studio（Report Designer）で開いて、レポート
定義を変更または確認します。 Report Designerを実行する権限
のあるレポート管理者またはレポートオーナーだけが使用でき

ます。

レポートが自動的に実行されるようにスケジュールを設定しま

す。レポート管理者またはレポートオーナーだけが使用できま

す。その他のユーザは、スケジュールを表示できます。

[その他（More…）]オプションでのみ使用できます。書き込み
権限のある任意のフォルダにあるレポートへのショートカット

を作成します。

レポートのビューを作成して、ユーザのプライベートフォルダ

に保存します。これにより、ユーザはレポートのプロパティの

変更、レポートのスケジュールの設定、または出力バージョン

の保存ができるようになります。

パブリックレポートまたはフォルダを変更できるのは、レポー

ト管理者だけです。ただし、レポートユーザは、レポートをプ

ライベートフォルダにコピーするか、レポートのプライベート

ビューを作成してから、レポートを操作できます。
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説明Reporting オプション

[その他（More…）]オプションでのみ使用できます。ブラウザ
のお気に入りに現在のレポートへのブックマークを追加します。

対話式ワークスペースおよび高度なデータ探索の操作

要件に応じた対話式ワークスペースおよびレポートを作成し、お気に入りとしてタグを付けられ

るようになりました。また、ワークスペースのコンテンツを表示および変更して、対象ユーザに

電子メールで送信することもできます。

ワークスペースを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Reporting] > [レポート（Reports）] > [起動（Launch）] > [Cognos Workspace]を選択するか、[Advanced
Reporting] > [Report Designer] > [起動（Launch）] > [Cognos Workspace]を選択します。

ステップ 2 ワークスペースの設定について詳しくは、『IBMCognosBusiness IntelligenceGuide』を参照してください。

これは、レポート設計者がレポートを作成し、データを分析するためのツールです。次のような

高度なデータ探索を実行できるようになりました。

•追加測定の指定

•条件フォーマットの追加

•高度な計算の使用

高度なレポートの生成

また、ディメンションデータソースやリレーショナルデータソースを使用して、データをリス

ト、クラス集計、およびグラフで表示するレポートを作成することもできます。高度なレポート

を生成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Reporting] > [レポート（Reports）] > [起動（Launch）] > [Cognos Workspace]を選択します。

ステップ 2 CognosWorkspaceAdvancedでのレポート作成について詳しくは、『 IBMCognosWorkspaceAdvanced version
10.2.1 User Guide』を参照してください。
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Cognos Workspaceおよび Cognos Workspace Advancedにアクセスするには、Report Designer機
能が定義されている必要があります。

（注）

レポートの保存
「レポートビュー」とは、レポートのコピーのことです。ユーザが編集権限を持つレポートに対

してだけカスタマイズを適用できます。デフォルトでは、事前に作成されたレポートに対する編

集権限を持つのはレポート管理者のみです。このため、レポートビューを作成する主な目的は、

ユーザのカスタマイズを適用できるレポートのプライベートコピーを作成することです。一般的

なカスタマイズでは、以前に入力したレポートフィルタ条件（パラメータ）の保存、レポートの

スケジュールの設定（1回または繰り返し実行）、レポート出力の以前実行したバージョンの保
存、およびデフォルト出力形式などのレポートプロパティの変更ができます。

レポートは、他のユーザと共有できます。それには、共有するレポートを、他のユーザがアクセ

ス可能な場所（パブリックフォルダなど）に保存します。パブリックフォルダには通常、多く

のユーザが関心を持つレポートが格納されます。

現在個人用フォルダに格納されているレポートを共有するには、そのレポートをパブリックフォ

ルダにコピーするか、レポートをパブリックフォルダに移動するか、またはレポートへのショー

トカットを作成して、それをパブリックフォルダに保存します。

レポートの保存について詳しくは、Query Studioまたは Cognos Report Studioのユーザガイドを参
照してください。

レポートを保存するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Advanced Reporting] > [パブリックフォルダ（Public Folders）]または [マイフォルダ（My Folders）]を選
択し、実行するレポートの隣にある [実行（Run）]をクリックします。 [オプションを使用して実行（Run
with options）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 [配信（Delivery）]で、[レポートの保存（Save the report）]の隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [実行（Run）]をクリックします。
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レポートビューとしてレポートの保存

レポートをレポートビューとして保存するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Advanced Reporting] > [パブリックフォルダ（Public Folders）]または [マイフォルダ（My Folders）]を選
択し、実行するレポートの隣にある [実行（Run）]をクリックします。 [オプションを使用して実行（Run
with options）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 [詳細オプション（Advanced Options）]をクリックします。

ステップ 3 [配信（Delivery）]で、[レポートの保存（Save the report）]、[これを印刷（print it）]、または [電子メール
を送信（send an email）]の隣にあるボタンをクリックします。

ステップ 4 [レポートをレポートビューとして保存（Save the report as a report view）]の隣にあるチェックボックスを
オンにします。

ステップ 5 レポートビューのフォルダ名または宛先フォルダを変更するには、[名前を指定して保存オプションの編
集（Edit the save as options）]をクリックし、変更を行ってから [OK]をクリックします。

ステップ 6 [実行（Run）]をクリックします。

レポートの表示
Reportingは、パブリックフォルダのページに表示されます。これらのフォルダには、システム
ユーザが使用できる既製のレポートがすべて格納されています。 [マイフォルダ（MyFolder）]リ
ンクからは、すでに実行されて保存されたフォルダおよびレポートにアクセスできます。

レポートには一連のページが表示されます。これらのページを移動するには、各ページの下部に

あるハイパーリンクを使用します。ページに表示される行数は、対応するレポートプロパティを

設定することによって変更できます。レポートページの上部にあるアイコンバーに、使用でき

るオプションが表示されます。

これらのオプションを次の表にまとめます。詳細については、以降の項で説明します。

表 37：レポートを表示するための Reporting オプション

説明Reporting オプション

レポート出力を保存したり（電子メールでのレポートの送信また

はレポート出力の保存によって）、レポートのビューを作成した

りします。

レポートを再度実行します。
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説明Reporting オプション

ドリルダウン/ドリルアップします。これらのリンクは有効になり
ません。

このレポートに定義された任意の関連リンクに移動します。レポー

ト管理者またはオーナーがリンクを追加できます。デフォルトで

は何も定義されていません。

レポートの現在の出力形式を示しています。また、代替形式にレ

ポートを戻すこともできます。デフォルト形式は HTMLです。
PDF、XML、および Excel形式も使用できます。

このレポートへのショートカットをユーザのプライベートページ

に追加したり、ユーザのブラウザでレポートへのブックマークを

作成します。

このレポートの出力が保存されるたびに、電子メールアラートが

ユーザ（レポートオーナー）に送信されるように指定できます。

以前保存されたレポート出力がある場合だけ使用できます。

レポートホームページに戻ります。

このレポートを起動したページに戻ります。
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表 38：フォルダの説明の表

次の文字列を含む説明パブリックフォルダ

役職（Functional Positions）

組織単位別グループ（Groupsby
Organizational Unit）

人員別グループ（Groups by
People）

グループ別組織単位

（OrganizationalUnit byGroups）

人員別組織単位（Organizational
Unit by People）

キュー別組織単位

（OrganizationalUnit byQueues）

グループ別人員（People by
Groups）

組織単位別人員（People by
Organizational Unit）

組織単位別キュー（Queues by
Organizational Unit）

パブリックフォルダは、次のカテゴリ

にグループ化されます。これらのレポー

トを使用することで、組織の構造を理解

できます。レポートの結果は、組織の

構造方法を最適化する上で役立ちます。

人、ロール、グループ

（People, Roles, and
Groups）

承認：カスタマー別オンタイム

パーセンテージ（Authorization:
Ontime% by Customer）

承認：実行者別オンタイムパー

センテージ（Authorization:
Ontime% by Performer）

承認：キュー別オンタイムパー

センテージ（Authorization:
On-time % by Queue）

承認タスクのオンタイムパフォーマン

スのパーセンテージを確認するには、こ

れらのレポートを使用します。レポー

トの結果は、許可および承認プロセスの

ボトルネックを特定する上で役立ちま

す。

サービス承認パフォー

マンス（Service
Authorization
Performance）

サービスチーム別サービス

（Services by Service Team）

サービス別ディクショナリ

（Dictionaries by Service）

サービス価格設定の詳細

（Service Pricing Details）

Service Catalogの構造を理解するには、
これらのレポートを使用します。レポー

トの結果は、Service Catalogの設計を最
適化してユーザエクスペリエンスを改

善する上で役立ちます。

サービス設計詳細

（Service Design
Details）
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次の文字列を含む説明パブリックフォルダ

実行者別要求エージング

（Aging of Requests by
Performer）

キュー別要求エージング

（Aging of Requests by Queue）

要求およびタスクの進捗状況をモニタリ

ングするには、これらのレポートを使用

します。レポートの結果は、サービス

レベルに影響を与えているタスクや要求

を特定する上で役立ちます。

要求管理（Request
Management）

サービス提供：カスタマー別オ

ンタイムパーセンテージ

（Service Delivery: Ontime% by
Customer）

サービス提供：キュー別オンタ

イムパーセンテージ（Service
Delivery: Ontime% by Queue）

サービス提供：サービス別オン

タイムパーセンテージ（Service
Delivery: Ontime% by Service）

オンタイムサービス提供のパーセンテー

ジを確認するには、これらのレポートを

使用します。レポートの結果は、サー

ビス履行プロセスのボトルネックを特定

する上で役立ちます。

サービス提供パフォー

マンス（Service
Delivery Performance）

サービスボリューム：サービス

別要求アクティビティ（Service
Volume: Request Activity by
Service）

サービスボリューム：要求アク

ティビティの詳細（Service
Volume: Request Activity
Details）

サービスボリューム：要求アク

ティビティの要約（Service
Volume: Request Activity
Summary）

サービスボリューム：サービス

別要求トレンド（Service
Volume: Request Trend by
Service）

サービス要求のトランザクションボ

リュームを理解するには、これらのレ

ポートを使用します。

レポートの結果は、ユーザベース全体

でのサービス要求アクティビティのトレ

ンドを特定する上で役立ちます。

サービスボリュームお

よびアクティビティ

（Service Volumes and
Activity）

レポートを選択したページに戻るには、ページの右上の [戻る（Return）]をクリックします。レ
ポートを再度実行するには、[実行（Run）]アイコンをクリックします。
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レポートビューアを使用する際のヒントは次のとおりです。ヒント

•赤いアスタリスクでマークの付いたフィールドは必須です。

•レポートの実行対象とする項目を検索するか、絞り込む必要がある場合は、[キーワード
（Keyword）]フィールドを使用します。

•レポートビューアでは、プロンプトで%記号を使用してワイルドカード検索を実行でき
ます。

•検索結果（%記号を使用した場合は、一致するすべての値）が返された後、検索ボック
スの下にある [すべて選択（Select All）]リンクをクリックすると、すべての検索結果を
選択できます。

•システムは、[選択（Choices）]フィールドのデータに基づき、該当する場合は一定期間
にわたり、レポートを実行します。

Cognosでは、レポートおよびフォルダの表示方法が 2つあり、各ページの右上のアイコンによっ
て表されています。選択したビューが強調表示されます。

「詳細ビュー」には、各レポートの簡単な説明が表示されます。

「リストビュー」がデフォルトのビューです。レポート、フォルダ、およ

びそれらの内容を十分理解した後は、このビューに切り替えることを推奨

します。このビューでは、次に示すように現在のフォルダの内容が単純に

リスト表示されます。

図 24：リストビュー

このビューを手動で設定する代わりに、[環境設定（Preferences）]ページを使用して、Reporting
モジュールの使用時に常に使用する環境設定を行えます。環境設定を行うには、メニューバーの
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右上の [マイエリア（My Area）]リンクをクリックして、[自分の環境設定（My Preferences）]を
クリックします。

図 25：マイエリア

[環境設定の設定（Set Preferences）]ページの [一般（General）]タブが表示されます。

ページの上部にあるエントリを使用して、デフォルトビュー（リストビューまたは詳細ビュー）

を変更したり、そのビューをさらにカスタマイズできます。

図 26：[自分の環境設定（My Preferences）] の [一般（General）] タブ

ページの下部にあるエントリは、ユーザの場所/ロケールに関係しています。時間帯はレポートの
スケジュールを設定するときに使用されます。デフォルトの時間帯は、レポートサーバがある場
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所の時間帯です。分散型の実装では、実行するレポートのスケジュールを容易に設定するため

に、ユーザの現在の場所に時間帯を設定する必要があります。

図 27：[自分の環境設定（My Preferences）] の [一般（General）] タブの地域オプション

英語以外のフォームデータまたはファクトテーブルの内容の表示は現時点ではサポートされてい

ません。製品およびコンテンツの言語は、デフォルト言語である英語に設定する必要がありま

す。

レポート出力の電子メール送信
電子メール配信には、次の 2つのオプションがあります。

•レポートを（添付ファイルとして）電子メールに含めます。これは、レポートプロパティ
が [レポートを自分に送信（Send the report to me）]に設定されている場合のデフォルト動作
であり、オプションは提供されません。

•レポートへのリンクを電子メールに含めます。この場合、受信者はレポートの実行権限を持
つ Service Catalogユーザでなければなりません。

レポートを実行する個人と追加の参加者の両方にレポート出力を電子メールで送信するには、複

数の方法があります。

• [オプションを使用して実行（Run with options）]をクリックして、[レポートを電子メールで
自分に送信する（Send me the report by email）]を選択します。追加の受信者を指定するに
は、[詳細オプション（Advanced options）]をクリックして、[配信オプション（Delivery
options）]オプションから [電子メールでレポートを送信（Send the report by email）]オプショ
ンを選択して編集します。
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•レポートを実行して、[このバージョンを保持（Keep this version）] > [このレポートを電子
メールで送信（Email this report）]をクリックします。

図 28：[電子メールオプション（Email Option）] を設定します。

受信者をセミコロンで区切って直接入力するか、レポートユーザのリストから選択できます。次

のいずれかの方法で受信者を選択します。

• [受信者の選択（Select the recipients）]をクリックします。 [受信者の選択（ナビゲート）
（Select recipients (Navigate)）]ページが表示されます。

図 29：[Select Recipients（受信者の選択）]

• [ユーザをリストに表示（Show users in the list）]をオンにして、ページ左側の [選択可能なエ
ントリ（Available entries）]のリストで Service Catalog名前空間（ディレクトリ）をクリック
します。
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•（レポート作成機能が関連付けられた）ロールおよび（これらのロールのいずれかの権限を
付与されている）個々のユーザのリストが [選択可能なエントリ（Available entries）]列に表
示されます。このリストを参照して電子メールの受信者を選択してから、[To]、[Cc]、また
は [Bcc]をクリックして受信者としてこれらのエントリを選択します。

•または、特定のユーザを検索するには、ページの右上の [検索（Search）]リンクをクリック
します。 [受信者の選択（検索）（Select recipients (Search)）]ページが表示されます。

図 30：受信者を検索して選択します。

• [テキストの検索場所：（Find text in:）]オプションは、[名前フィールド（Name field）]のま
まにします。他のオプション（説明を含む）は、Service Catalogディレクトリでは動作しま
せん。また、デフォルト以外の [詳細（Advanced）]オプションも一切動作せず、デフォルト
が自動的に有効になります。

•個人の名前またはその一部を入力し、[検索（Search）]をクリックします。指定した条件に
一致するすべての個人が表示され、受信者として選択可能になります。

その他のレポート作成オプション

その他の使用可能なレポート作成オプションでは、たとえば、レポートを PDF、HTMLまたは
Excelなどのその他の出力形式で配信したり、定期的にレポートを実行するようにスケジュールを
設定できます。これらのオプションの詳細については、IBMCognosに関する資料を参照してくだ
さい。

レポートのスケジュール設定
システムの需要が低い時間帯など、都合の良い時点で実行されるようにレポートをスケジュール

できます。レポートは個別にスケジュールすることも、ジョブを使用してグループでスケジュー

ルすることもできます。分単位、時間単位または日次、週次、月次、年次で実行するようにレ

ポートをスケジュールできます。

また、レポートのスケジューリングを簡素化するために、個人の時間帯環境設定を行うこともで

きます。個人の時間帯環境設定を行わない場合、毎回レポートが必要な時間を計算し、その時間
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をサーバの時間帯にマップしなければなりません。時間帯環境設定を行うには、右上隅の [環境
設定（Preferences）]をクリックし、[次の時間帯を使用（Use the following time zone）]フィールド
に目的の時間帯設定を入力します。

レポートまたはジョブごとに関連付けることができるスケジュールは 1つのみです。同じレポー
トに対して複数のスケジュールが必要な場合は、それぞれのレポートビューを作成してから、各

レポートビューのスケジュールを作成します。ジョブには固有のスケジュールがあります。これ

らのスケジュールは、レポートのスケジュールから独立しています。

スケジュールを作成した後は、指定の日時にレポートまたはジョブが実行されます。作成後のス

ケジュールのプロパティは管理できます。

スケジュールされたレポートのプロンプト

プロンプトが含まれるレポートをスケジュールする場合、プロンプト値を保存するか、デフォル

ト値を指定して、スケジュールに従ってレポートが実行されるときに、それらの値が存在するよ

うにする必要があります。

ジョブには、ジョブステップのプロンプト値を指定できます。レポートがジョブの一部として実

行される場合は、レポートに保存された値の代わりに、ジョブ定義に保存されたプロンプト値が

使用されます。ジョブ定義に値が指定されていなければ、Cognos 10はレポートに保存された値
を使用します。

レポートは、後で実行されるようにスケジュールするか、指定の日時に繰り返し実行されるよう

にスケジュールします。

スケジュールが必要なくなった場合、削除できます。また、スケジューリングの詳細を失うこと

なく、無効にすることもできます。そのスケジュールは、後で有効にできます。

Cognosは、スケジュールに従ってレポートが実行されるたびに、履歴情報とレポート出力を保持
します。保持する実行回数または保持する期間を指定します。履歴およびレポート出力は、たと

えば最後の 10回の実行に対して保持することも、過去 2か月の間に実行されたスケジュールに対
して保持することもできます。レポート履歴を使用して、レポートが実行されたタイミングおよ

びレポートが正常に実行されたかどうかを確認します。

レポートまたはレポートビューをスケジュールするには、そのレポートに対する読み取り、書き

込み、実行、およびトラバース権限が必要です。また、レポートで使用されるすべてのデータ

ソースに対する以下のアクセス権限も必要になります。

• dataSourceの実行およびトラバース

• dataSourceConnectionの実行およびトラバース

•（実行権限しかない場合、データベースへのログインを求めるプロンプトが出されます）。

• dataSourceSignonの実行
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レポートまたはレポートビューをスケジュールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Reporting] > [パブリックフォルダ（Public Folders）]または [マイフォルダ（MyFolders）]を選択し、スケ
ジュールするレポートのスケジュールボタンをクリックします。

ステップ 2 [頻度（Frequency）]で、スケジュールを実行する頻度を選択します。
[頻度（Frequency）]セクションは、選択内容に応じて動的に変更されます。ページが更新されてから、
頻度を選択します。

ステップ 3 [開始（Start）]で、スケジュールを開始する日時を選択します。

ステップ 4 [終了（End）]で、スケジュールの終了時刻を選択します。
スケジュールを作成しても、そのスケジュールをすぐに適用しない場合は、[スケジュールの無
効化（Disable the schedule）]チェックボックスをオンにします。後でスケジュールを有効にす
るには、このチェックボックスをオフにします。

ヒント

ステップ 5 [形式（Formats）]で、レポートの出力形式を選択します。

ステップ 6 [言語（Language）]で、[言語の選択（Select the languages）]をクリックし、レポートに使用する他の言語
を選択します。

ヒント •複数の言語を選択するには、Ctrlキーを押しながら、各言語をクリックします。

•連続する言語を選択するには、最初の言語をクリックし、Shiftキーを押したまま最後の言
語をクリックします。

ステップ 7 [配信（Delivery）]で、レポートを保存、印刷、または電子メールで送信するかどうかを選択します。
少なくとも 1つの配信方法を選択します。

ステップ 8 [スケジュール（Schedule）]ページから離れるときにプロンプトが出されるようにするには、[プロンプト
値（Prompt values）]で [値を求めるプロンプトを出す（Prompt for values）]チェックボックスをオンにし
ます。

指定した値が、レポートの実行時に使用されます。

[値を求めるプロンプトを出す（Prompt for values）]チェックボックスをオンにしても、レポー
トの仕様またはモデルにプロンプトが含まれていない場合、または複数のサインオンを使用で

きない場合は、プロンプトが出されません。

（注）

ステップ 9 [OK]をクリックします。
スケジュールが作成され、次にスケジュールされた時間にレポートが実行されます。

複数レポートの同時スケジュール

ジョブを作成すると、複数のレポートに同じスケジュールを設定できます。一緒にスケジュール

されて同じスケジュール設定を共有する、レポート、レポートビュー、および他のジョブのコレ

クションを、ジョブで指定します。スケジュールされたジョブの実行時に、そのジョブに含まれ

るすべてのレポートが実行されます。
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ジョブにはジョブステップが含まれます。ジョブステップは個々のレポート、ジョブ、レポート

ビューの参照です。すべてのステップを同時に実行するか、または順に実行するかを指定できま

す。

すべてのステップが同時に実行される場合、そのすべてのステップが同時に送信されます。すべ

てのステップが正常に実行されると、ジョブは成功します。 1つのステップが失敗しても、その
ジョブに含まれる他のステップに影響はありませんが、ジョブのステータスは「失敗」になりま

す。

ステップを順に実行する場合は、ステップの実行順を指定できます。ステップは、先行するス

テップが正常に実行された場合にのみ送信されます。

ステップの個々のレポート、ジョブ、およびレポートビューを個別にスケジュールすることもで

きます。

レポートまたはレポートビューをスケジュールするには、そのレポートに対する読み取り、書き

込み、実行、およびトラバース権限が必要です。また、レポートで使用されるすべてのデータ

ソースに対する以下のアクセス権限も必要になります。

• dataSourceの実行およびトラバース

• dataSourceConnectionの実行およびトラバース

•（実行権限しかない場合、データベースへのログインを求めるプロンプトが出されます）。

• dataSourceSignonの実行

複数のレポートを同時にスケジュールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Reporting] > [パブリックフォルダ（Public Folders）]または [マイフォルダ（MyFolders）]を選択し、新規
ジョブをクリックします。

ステップ 2 名前およびオプションでジョブの説明と画面のヒントを入力し、ジョブを保存する宛先フォルダを選択し

てから、[次へ（Next）]をクリックします。
[ステップの選択（Select the steps）]ページが表示されます。

ステップ 3 すべてのステップの実行オプションを指定し、それらのオプションをジョブレベルで設定する場合は、

[ジョブオプション（Job Options）]で [設定（Set）]をクリックします。形式、言語、バーストオプショ
ンを選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 4 ジョブステップを選択します。

ステップ 5 ステップリストの下にある [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 実行するレポートの隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックし、次に [OK]をクリックします。
現在のフォルダ内のすべてのレポートを選択するには、[すべて選択（Select All）]をクリック
します。

ヒント
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ステップ 8 個々のステップの実行オプションを指定する場合は、[ステップオプション（Stepoptions）]で [設定（Set）]
をクリックします。形式、言語、プロンプト、およびバーストオプションを選択し、[OK]をクリックし
ます。

ステップ 9 [ステップの送信（Submission of steps）]で、すべてのステップを同時に送信するか、ステップを順に送信
するかを選択します。

[シーケンス（In sequence）]を選択すると、ステップはステップリストの表示順で実行されます。

順序を変更するには、[シーケンスの変更（Modify the sequence）]をクリックし、変更を行って
から [OK]をクリックします。

ヒント

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 レポートを保存、印刷、または電子メールで送信するかどうかを選択します。
少なくとも 1つの配信方法を選択します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [頻度（Frequency）]で、スケジュールを実行する頻度を選択します。
[頻度（Frequency）]セクションは、選択内容に応じて動的に変更されます。ページが更新されてから、
頻度を選択します。

ステップ 14 [開始（Start）]で、スケジュールを開始する日時を選択します。

ステップ 15 [終了（End）]で、スケジュールの終了時刻を選択します。
スケジュールを作成しても、そのスケジュールをすぐに適用しない場合は、[スケジュールの無
効化（Disable the schedule）]チェックボックスをオンにします。スケジュールを有効にするに
は、チェックボックスをオフにします。

ヒント

ステップ 16 [終了（Finish）]をクリックします。
ジョブが作成され、次にスケジュールされた時間に実行されます。

イベントに基づくレポートのスケジュール

データベース更新などのイベントに基づいてレポートをスケジュールできます。トリガーとして

機能するイベントを指定します。このイベントの発生時にレポートが実行されます。

トリガーイベントは実装に固有であり、Cognos 8 Software Development Kit（SDK）を使用して定
義済みになっている必要があります。組織に定義されているトリガーイベントについては、開発

者にお問い合わせください。

特定の時点でレポートが実行されるようにスケジュールすることもできます。

レポートまたはレポートビューをスケジュールするには、そのレポートに対する読み取り、

書き込み、実行、およびトラバース権限が必要です。また、レポートで使用されるすべての

データソースに対する以下のアクセス権限も必要になります。

（注）
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• dataSourceの実行およびトラバース

• dataSourceConnectionの実行およびトラバース

•（実行権限しかない場合、データベースへのログインを求めるプロンプトが出されます）。

• dataSourceSignonの実行

イベントに基づいてレポートをスケジュールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Reporting] > [パブリックフォルダ（Public Folders）]または [マイフォルダ（MyFolders）]を選択し、スケ
ジュールするレポートの隣にある [プロパティの設定（Set properties）]をクリックします。

ステップ 2 [実行（Run）]オプションをクリックします。

ステップ 3 [形式（Formats）]で、レポートの出力形式を選択します。

ステップ 4 [言語（Language）]に、レポートの言語を指定します。

ステップ 5 項目をフィルタリングする場合は、[プロンプト値（Promptvalues）]で、レポートに表示するデータをフィ
ルタリングするための特定の値を指定します。

ステップ 6 [オーナーとして実行（Run as the owner）]で、レポートをオーナーとして実行するか、匿名で実行するか
を選択します。

ステップ 7 [イベント名（Event name）]に、イベントの名前を指定します。

ステップ 8 [イベントの説明（Event description）]に、イベントの簡単な説明を入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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付録 A
DataMart について

この付録は、次の内容で構成されています。

• カスタムレポートデータモデル, 121 ページ

• データマートの管理, 128 ページ

カスタムレポートデータモデル
ここでは、データマートのさまざまなスキーマ設計について説明します。

データマートスキーマ設計およびビジネスビュー

データマートスキーマは、IBMCognosFrameworkManager用、IBMCognosレポートツール（Query
Studioおよび Report Studio。それぞれ Service Catalog Advanced Reportingモジュールでは Ad-Hoc
Reports、ReportDesignerとして表示されます）で使用するビジネスビュー用に設計されています。
したがって、データマートに関する章では、クエリーサブジェクトの内容と関係について概説し

ていますが、レポートのユーザまたは設計者には公開されない基礎となるデータモデルについて

は取り上げていません。

この章は、Cognosツールで公開されているビジネスビューの基礎となる物理データモデルを調
査する技術担当者を対象にしています。特に、次の図に示されているデータベースオブジェクト

の名前をクエリーサブジェクトの対応する名前にマッピングする際の参考にしてください。以下

に示す図の内容は、次のとおりです。

• Queueクエリーサブジェクトは V_DM_PERSONデータベースビューを基にしており、
QUEUEID列を介してタスクビューに接続されています。

•また、Performerクエリーサブジェクトは V_DM_PERSON.PERSONIDビジネスビューを基
にしており、PERFORMERID列を介してタスクビューと接続されています。
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•また、Customerクエリーサブジェクトおよび Requestorクエリーサブジェクト（ディメン
ション）は V_DM_PERSONデータベースビューを基にしており、それぞれ CUSTOMERID
および REQUESTORIDを介して申請ビューに接続されています

•すべての日付ディメンション（CalendarStartedDate、CalendarDueDate、CalendarClosedDate、
および CalendarScheduledDate）は V_DM_DATEビジネスビューを基にしています。これら
のディメンションは、それぞれSTARTEDDATEKEY、DUEDATEKEY、COMPLETEDDATEKEY
および SCHEDULEDSTARTDATEKEYによってタスクビューおよび申請ビューと接続され
ています。

•また、すべてのファクトテーブルには、V_DM_SERVICEBUNDLEにある Bundled Service
データへの接続（図には記述されていない）が含まれています。
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AllTaskFact（すべてのタスク）のスタースキーマ設計

図 31：AllTaskFact のスキーマ設計
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AuthTaskFact（承認タスク）のスタースキーマ設計

図 32：AuthTaskFact のスキーマ設計
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DeliveryTaskFact（提供タスク）のスタースキーマ設計

図 33：DeliveryTaskFact のスキーマ設計
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ServiceRequestFact（申請）のスタースキーマ設計

図 34：ServiceRequestFact のスキーマ設計

ディクショナリベースおよびサービスベースのディメンション

上記の図は不完全です。すべてのファクトテーブルは、実際にはディクショナリベースおよび

サービスベースのディメンションテーブルに対して1対多の関係になっています。グリッドディ
クショナリが含まれていないサービスの場合、関係は常に 1対 1になります（詳細については、
DM_FDR_SERVICETABLE_n XREFを参照してください）。これらの関係は
[REQUISITIONENTRYID]列を介して実装され、すべてのファクトおよびディメンションテーブ
ルに存在しますが、ビジネスビューのディメンションには表示されません。

接続されているサービスおよびタスクファクトテーブルとともに Query Studioまたは Report
Designerを使用してレポートを作成する際は、これらのテーブル間の 1対多の関係が原因で、タ
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スクデータが反復されて表示される場合があります。レポート作成ツールのグループ化機能を使

用して、同一の情報を折りたたむことができます。

[ディクショナリ（Dictionaries）]フォルダおよび [サービス（Services）]フォルダの下のデータ
マートに表示されるディクショナリベースおよびサービスベースのクエリーサブジェクトは、そ

れぞれ DM_FDR_DICTIONARYTABLE_nおよび DM_FDR_SERVICETABLE_nという名前の物理
データベース内のテーブルに対応しています。ここで、

• nは 1から始まる連続した数です。また、

•各タイプのテーブル数はAdvancedReportingオプションが設定されるときに指定する数によっ
て決定されます。

物理テーブルとレポート可能なオブジェクトとの間のマッピングは、

DM_FDR_DICTIONARYMETADATAテーブルおよび DM_FDR_SERVICEMETADATAテーブルで
管理されます。これらのテーブルには、オブジェクトがレポート可能として指定された時点で

データが入力され、ETLプロセスで、レポート可能なオブジェクトを組み込むためにデータマー
トのビジネスビューを動的に調整する際に使用されます。

Advanced Reportingの Ad-Hoc Reportsおよび Report Designerモジュールで提供されているビジネ
スビューをバイパスすることによって IBM Cognos Business Intelligenceツールの使用を補完する
場合は、それらのMETADATAテーブルを調査し、ディクショナリベースおよび/またはサービス
ベースのクエリーサブジェクトに一致するデータベースビューを構築します。次に、MemoryDetails
ディクショナリのデータベースビューを作成するためのサンプル（SQLServer固有の）SQL文を
示します。これは（言うまでもなく）作業の出発点にすぎません。

SELECT distinct 'CREATE VIEW ' + dictionaryname + ' (' AS SQLColumn,
'A 0' AS DestinationColumnName

FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
UNION
SELECT ' ' + dictionaryattributename, 'A ' + DestinationColumnName
FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
AND DestinationColumnName = 'FIELD1'

UNION
SELECT ', ' + dictionaryattributename, 'A ' + DestinationColumnName
FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
AND DestinationColumnName <> 'FIELD1'

UNION
SELECT ', REQUISITIONENTRYID, REQUISITIONID, SERVICEID', 'A Y'
UNION
SELECT ') AS SELECT' , 'A Z'
UNION
SELECT ' ' + DestinationColumnname, 'B ' + DestinationColumnName
FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
AND DestinationColumnName = 'FIELD1'

UNION
SELECT ', ' + DestinationColumnname, 'B ' + DestinationColumnName
FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
AND DestinationColumnName <> 'FIELD1'

UNION
SELECT ', REQUISITIONENTRYID, REQUISITIONID, SERVICEID', 'B Y'
UNION
SELECT distinct 'FROM ' + DestinationTableName, 'B Z'
FROM dm_fdr_dictionarymetadata
WHERE dictionaryname = 'MemoryDetails'
ORDER BY DestinationColumnName
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この SQL文を実行すると、次のような SQLコマンドになります。

CREATE VIEW MemoryDetails (
CurrentMemorySize

, MemoryType
, MemorySizeNeeded
, Reason
, REQUISITIONENTRYID, REQUISITIONID, SERVICEID
) AS SELECT
FIELD1

, FIELD2
, FIELD3
, FIELD4
, REQUISITIONENTRYID, REQUISITIONID , SERVICEID
FROM DM_FDR_DICTIONARYTABLE_18

データマートの管理
この項は、Service Catalogレポートソリューションの技術的実装の詳細について知る必要がある
方を対象としたものです。これには、レポート作成環境に責任を持つレポート管理者、CiscoTAC
に問題を報告するサポート担当者、レポート作成オプションのカスタマイズや機能強化のための

コンポーネントのオプションについて調査するアナリストや設計者が含まれます。

データマートのソースデータ

データマート内のデータが正確で、欠落がないことは非常に重要です。これらの品質を評価する

ために、データマート内のデータのソースについて文書化しておくことが大切です。カスタム

データマートで使用可能なクエリーサブジェクトにあるデータに関与するOLTPデータベース内
のテーブルを次の表に示します。

表 39：データマートのソースデータテーブル

OLTP データベーステーブルデータマートのクエリーサブジェクト

DefDataDictionary

DefObjectDictionaries

TxRequisitionEntry

ディクショナリデータ（ユーザ固有のレポート

可能なディクショナリ）

DefService

DefServiceExtension

DefDataDictionay

DefObjectDictionaries

DefData

TxRequisionEntry

サービスフォームデータ（ユーザ固有のレポー

ト可能なサービス）
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OLTP データベーステーブルデータマートのクエリーサブジェクト

DefService

DefArea

DirOrganizationalUnit

サービス

DefDataDictionary

DefDictionaryGroup
ディクショナリ

DefKeywordキーワード

DirGroupグループ

DirOrganizationalUnitマニュアルの構成

DirPerson

DirOrganizationalUnit

DirNetworkInfo

DirLocation

DirAddress

カスタマー

要求元（Requestor）

実行者

Person

キュー（Queue）

TxRequistionEntry

TxRequisition

ServiceRequestFact

TxRequisitionEntry

TxActivity

ServiceTaskFact

TxRequisition

TxActivity

RequisitionTaskFact

TxBilling

DefExpenditureType

DefBillingClass

DefUnitType

DirOrganizationalUnit

DirPerson

TaskEffortEntryFact

サービスフォームの Reporting メタデータ
データマート ETLプロセスは、データマートデータベース内のテーブルのセットを使用して、
Ad-Hoc Reportsおよび Report Designerオプションでユーザに公開される ServiceDataおよび
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DictionaryDataディメンションを設定します。これらのテーブルは、カスタムレポートパッケー
ジがインストールされるときに作成され、データがデータマートにロードされたときに入力され

ます。

これらのメタデータテーブルは、Cognosフレームワークでは公開されません。これらのテーブ
ルの内容は、カスタムレポートプロジェクト内のデータのビジネスビューとして表示される、

動的に定義されるディクショナリベースおよびサービスベースのディメンションを指定するため

に使用します。

以下に、これらのテーブルについて説明します。各列の説明には抽象化されたデータタイプを使

用します。実際のデータタイプは、データマートが置かれたデータベース（Oracleまたは
SQLServer）によって異なります。

DM_FDR_ETLDICTIONARYMETADATA
DM_FDR_ETLDICTIONARYMETADATAテーブルは、特定のレポート可能ディクショナリ
（DictionaryIDで識別）を、ディクショナリデータが格納される DM_FDR_DICTIONARY_nテー
ブル（DictionaryTableName）にマッピングします。また、ディクショナリ内および対応するデー
タマートテーブル内で使用されている日付型、数値型、Varchar型のフィールドの数を追跡しま
す。

表 40：DM_FDR_ETLDICTIONARYMETADATA テーブル

説明データタイプ列名

ディクショナリの固有識別子。整数（Integer）DictionaryID

ディクショナリデータが格納されるデータマート

テーブルの名前。

Varchar(50)DictionaryTableName

ディクショナリテーブル内で使用された最後の日

時型フィールド。

整数（Integer）LastDictionaryDateField

ディクショナリテーブル内で使用された最後の数

値型フィールド。

整数（Integer）LastDictionaryNumericField

ディクショナリテーブル内で使用された最後の文

字型フィールド。

整数（Integer）LastDictionaryVarcharField

DM_FDR_DICTIONARYMETADATA
DM_FDR_DICTIONARYMETADATAテーブルは、個別のディクショナリフィールド（属性）
（DictionaryIDおよびDictionaryAttributeNameで識別）と、ディクショナリテーブルの特定の列と
をマッピングします。たとえば、ディクショナリ RC_REQUESTEDBYの属性「LastName」を、
データマートテーブル DM_FDR_DICTIONARYTABLE_10,のフィールド「Field2」にマッピング
する（実際には、格納する）ことができます。
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表 41：DM_FDR_DICTIONARYMETADATA テーブル

説明データタイプ列名

この属性が格納される、テーブルの列名Varchar(100)DestinationColumnName

ディクショナリ情報が格納されるテーブルの

名前

Varchar(200)DestinationTableName

ディクショナリ内の属性の名前Varchar(100)DictionaryAttributeName

ディクショナリ内の属性のデータタイプVarchar(100)DictionaryAttributeType

ディクショナリ ID整数（Integer）DictionaryID

ディクショナリ名Varchar(200)DictionaryName

ディクショナリ属性 ID整数（Integer）DictionaryAttributeID

DM_FDR_ETLMETADATA
DM_FDR_ETLMETADATAテーブルには、Reportingオプションのインストール時に指定されたカ
スタムレポートパッケージの設定についての情報と、データ抽出プロセス（ETL）およびETLプ
ロセスのスケジュール実行用の最終更新情報が保持されます。

表 42：DM_FDR_ETLMETADATA テーブル

説明データタイプ列名

ディクショナリテーブルの名前のパターン。

デフォルトでは DM_FDR_DICTIONARY_で
す。Advanced Reportingのインストールにより
指定されます。ディクショナリテーブルに

は、指定された名前の後に数値が付加された

名前が付けられます。

Varchar(50)DictionaryTablePattern

ディクショナリとサービステーブルの両方で

使用するフィールドパターン。デフォルトで

は FIELD_です

Varchar(50)Field Pattern

現在データマートで使用されている最後のディ

クショナリテーブルのシーケンス番号。

整数（Integer）LastDictionaryTableSequence

データがディクショナリテーブルに書き込ま

れた最後の申請 ID。
整数（Integer）LastDictRequisitionID
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説明データタイプ列名

カスタムレポートパッケージをロードする

ETLが最後に実行された日付と時刻。
日時（Datetime）LastProcessedTime

データマートで使用された最後のサービス

テーブルのシーケンス番号。

整数（Integer）LastServiceTableSequence

サービスデータの最後の申請 ID。整数（Integer）LastSvcRequisitionID

サービステーブルの名前のパターン。デフォ

ルトではDM_FDR_SERVICE_です。Advanced
Reportingインストールにより指定されます。

Varchar(50)ServiceTablePattern

ディクショナリおよびサービステーブルに使

用された日付型フィールドの総数。

整数（Integer）DictionaryTotalDateField

ディクショナリおよびサービステーブルに使

用された数値型フィールドの総数。

整数（Integer）DictionaryTotalNumericField

ディクショナリおよびサービステーブルに使

用された文字型フィールドの総数。

整数（Integer）DictionaryTotalVarcharField

サービステーブルに使用された日付型フィー

ルドの総数。

整数（Integer）ServiceTotalDateField

サービステーブルに使用された数値型フィー

ルドの総数。

整数（Integer）ServiceTotalNumericField

サービステーブルに使用された文字型フィー

ルドの総数。

整数（Integer）ServiceTotalVarcharField

DM_FDR_ETLSERVICEMETADATA
DM_FDR_ETLSERVICEMETADATAテーブルは、レポート可能な各サービスに関する情報を格納
するために使用するテーブルの情報を保持します。

表 43：DM_FDR_ETLSERVICEMETADATA テーブル

説明データタイプ列名

サービステーブル内で使用された最後の日付時刻

型フィールド。

整数（Integer）LastServiceDateField
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説明データタイプ列名

サービステーブル内で使用された最後の数値型

フィールド。

整数（Integer）LastServiceNumericField

サービステーブル内で使用された最後の文字型

フィールド。

整数（Integer）LastServiceVarcharField

サービスに割り当てられた固有識別子。整数（Integer）ServiceID

サービスデータが格納されるデータマートデー

タベーステーブルの名前。

VarcharServiceTableName

DM_FDR_SERVICEMETADATA
DM_FDR_SERVICEMETADATAテーブルは、サービステーブルのどの列でどのサービス属性が
入力されたかについてのメタデータ情報、および各列の使用名を保持します。

表 44：DM_FDR_SERVICEMETADATA テーブル

説明データタイプ列名

この属性が格納される、テーブルの列名Varchar(100)DestinationColumnName

サービス情報が格納されるテーブルの名前。Varchar(200)DestinationTableName

サービス内の属性の名前。Varchar(100)ServiceAttributeName

サービス内の属性のキャプション。Varchar(200)ServiceAttributeLabel

Attribute typeVarchar(100)ServiceAttributeType

サービスの属性の ID。整数（Integer）ServiceAttributeID

サービス ID（Service ID）整数（Integer）ServiceID

サービスの名前Varchar(200)ServiceName

動的に定義されるディメンション

カスタムレポートパッケージに追加されるディクショナリの性質と数、およびその属性は動的に

決定されるため、Service Catalogのインストールごとに大きく異なる場合があります。必要とさ
れる柔軟性をサポートするために、カスタムレポートパッケージをサポートするデータベースに
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は、ディクショナリとその属性およびディクショナリ（フォーム）データを使用したサービス設

定に対応するディメンショナルデータを保持する、抽象的データ構造が含まれています。ディク

ショナリの内容は、前述の DM_FDRメタデータテーブルによってこれらのテーブルにマッピン
グされます。

DM_FDR_DICTIONARYTABLE_n
アプリケーション内の各レポート可能ディクショナリの属性（フィールド）をキャプチャする、

一連のテーブルです。これらのテーブルの数、およびデータタイプ（文字、数値、日時）ごとの

列数は、アプリケーションインストールの一部として設定可能です。

各テーブルは、DM_FDR_DICTIONARYTABLE（またはインストール手順で指定された別のパター
ン）に数値サフィックス「_n」が付加された名前になります。各テーブルには、1から順に番号
が付けられます。このテーブルの各インスタンスが、レポート可能ディクショナリを表します。

DM_FDR_DICTIONARYTABLEは、レポーティングツールでは [ディクショナリデータ
（DictionaryData）]フォルダ内のディメンションのセットとして表示されます。各ディメンショ
ンの名前は、対応するディクショナリのキャプションです。（キャプションのないディクショナ

リでは、ディクショナリの名前が使用されます）。ディメンションの属性は、ディクショナリを

構成するフィールドです。フィールドには、1から順に番号が付けられます。データタイプ（文
字、数値、日時）ごとのフィールド数は、アプリケーションインストール手順で指定します。

表 45：DM_FDR_DICTIONARYTABLE_n テーブル

説明データタイプ列名

ディクショナリ ID整数（Integer）DictionaryID

申請 ID整数（Integer）RequisitionID

申請エントリ ID整数（Integer）RequisitionEntryID

ディクショナリデータを保持

する Varcharフィールド
Varchar(200)Field1～ Fieldn

ディクショナリデータを保持

する数値型フィールド

NumericFieldn+1～ n+m

ディクショナリデータを保持

する日時型フィールド

日時（Datetime）Fieldn+m+1～

DM_FDR_SERVICETABLE_n
レポート可能として指定された各サービスのデータをキャプチャする、一連のテーブルです。こ

のテーブルは、サービスで使用されるすべてのディクショナリ内のフィールドすべてを含みます。

これらのテーブルの数、およびデータタイプ（文字、数値、日時）ごとの列数は、アプリケー
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ションインストールの一部として設定可能です。各テーブルには、1から順に番号が付けられま
す。

各テーブルは、DM_FDR_SERVICETABLE（またはインストール手順で指定された別のパターン）
に数値サフィックス「_n」が付加された名前になります。このテーブルの各インスタンスが、レ
ポート可能サービスを表します。

DM_FDR_SERVICETABLEは、レポート作成ツールでは [サービスデータ（ServiceData）]フォル
ダ内のディメンションのセットとして表示されます。各ディメンションの名前は、対応するサー

ビスの名前です。ディメンションの属性は、サービス内のディクショナリすべてを構成するフィー

ルドです。フィールドは、サービス内でディクショナリが出現する順でこのテーブルに追加され

ます。各テーブルに収容できるフィールドの数は限られているため（インストールプロシージャ

で指定されますが、データベース制約によって物理的に制限されます）、サービステーブルは不

完全な場合があり、一部のフィールド、実際には一部のディクショナリが切り捨てられている場

合があります。このため、DM_FDR_SERVICETABLEの扱いには注意が必要です。特に、大量の
フィールドを持つディクショナリがレポート可能として指定されている場合や、同一サービス内

で多数のディクショナリが使用されている場合には注意が必要です。

表 46：DM_FDR_SERVICETABLE_n テーブル

説明データタイプ列名

サービス ID（Service ID）整数（Integer）ServiceID

申請 ID整数（Integer）RequisitionID

申請エントリ ID整数（Integer）RequisitionEntryID

サービスデータを保持する

Varcharフィールド
Varchar(200)Field1～ Fieldn

サービスデータを保持する数

値型フィールド

NumericFieldn+1～ n+m

サービスデータを保持する日

時型フィールド

日時（Datetime）Fieldn+m+1～

レポート可能グリッドディクショナリなしで設定されたサービスの場合、サービスに対する各要

求（申請エントリ）はETLプロセスによってキャプチャされ、対応するDM_FDR_SERVICETABLE
に 1行のデータとして挿入されます。ただし、1つ以上のレポート可能グリッドディクショナリ
が設定されたサービスの場合、ETLプロセスは DM_FDR_SERVICETABLEテーブルに複数行の
データを挿入します。挿入される行の数は、レポート可能グリッドディクショナリのうち最大の

行数に対応します。

たとえば、レポート可能非グリッドディクショナリ 1つ（Employee）と、レポート可能グリッド
ディクショナリ2つ（Contact、Address）を持つサービスがあるとします。このサービスに対する
要求が、Contact内のデータ 3行、Address内のデータ 2行、Employeeディクショナリ内のいくら
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かのデータを持つと仮定します。このサービスに対してサービステーブル内にキャプチャされた

フォームデータは、次のようになります。

表 47：サービステーブル内のフォームデータ

Address.
国

（Country）

Address.
状態

Address.
市区

町村

郡

（City）

Address. 回
線（Line）

Contact. 詳細
（Details）

Contact.
タイプ

（Type）

Employee.
LastName

Employee.
FirstName

RequisitionEntryID

USACASan
Mateo

3333 Third
St.

650-123-4567セルSmithJohnNNN

USACASan
Jose

1111 First
St.

408-765-4321作業（NULL）（NULL）NNN

（NULL）（NULL）（NULL）（NULL）jsmith@company.comEメール（NULL）（NULL）NNN

データマートのデータベースオブジェクト

次の表に、Service Catalogデータマートに使用され、カスタムレポートパッケージによってユー
ザに公開されるデータベーステーブルとビューの一覧を示します。テーブルやビューは、対応す

るクエリーサブジェクトに直接マッピングされます。

表 48：データマートのデータベースオブジェクトテーブル

クエリーサブジェクト/説明プライマリキーデータマートテーブル/
ビュー

サービス情報（サービスグループおよびサー

ビスチームの情報を含む）

ServiceIDDM_DEFSERVICE

ディクショナリ情報DictionaryIDDM_DEFDICTIONARY

個人の情報PersonIDDM_PERSON

カレンダー情報DateIDDM_DATE

顧客情報CustomerIDVIEW_CUSTOMER

要求元（イニシエータ）情報RequestorIDVIEW_REQUESTOR

タスクを実行する個人についての情報PerformerIDVIEW_PERFORMER

タスクが割り当てられたキューQueueIDVIEW_QUEUE
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クエリーサブジェクト/説明プライマリキーデータマートテーブル/
ビュー

タスクまたは申請がクローズされた日付およ

び付随する日付階層

ClosedDateIDVIEW_CALENDARCLOSEDDATE

タスクまたは申請の期限となる日付および付

随する日付階層

DueDateIDVIEW_CALENDARDUEDATE

タスクまたは申請を開始するようスケジュー

ルされた日付および付随する日付階層

ScheduledDateIDVIEW_CALENDARSCHEDULEDDATE

タスクまたは申請が開始された日付および付

随する日付階層

StartedDateIDVIEW_CALENDARSTARTEDDATE

オーダーされた個別の申請エントリ（サービ

ス）

RequisitionEntryIDDM_REQUISITIONENTRYFACT

サービス（申請エントリ）レベルで実行され

るタスク（提供タスク、追加タスク、サービ

スグループの承認およびレビューを含む）

ServiceTaskIDDM_SERVICETASKFACT

申請レベルで実行されるタスク（財務承認、

組織単位の承認とレビューを含む）

RequisitionTaskIDDM_REQUISITONTASKFACT

提供タスクの実行に費やされた工数EffortEntryIDDM_TASKEFFORTENTRYFACT

対応するディクショナリ属性情報RequisitionEntryIDDM_FDR_DICTIONARY_n
（n=1、2、3、...）

対応するサービスフォームデータ属性情報RequsitionEntryIDDM_FDR_SERVICE_n

（n=1、2、3、...）

データマートを構成するテーブルには、複数のクエリーサブジェクトからデータを取得するクエ

リーやレポートのパフォーマンスを最適化するためにインデックスが付けられています。ディク

ショナリベースとサービスベースのディメンションは動的であるため、これらのテーブルにはイ

ンデックスが追加されません。

静的に定義されたファクトおよびディメンションテーブルに提供されるインデックスの概要を次

に示します。
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表 49：ファクトおよびディメンションテーブルのインデックス

追加インデックスプライマリキーデータマートテーブル/
ビュー

SERVICENAMEServiceIDDM_DEFSERVICE

DICTIONARYNAMEDictionaryIDDM_DEFDICTIONARY

PERSONFIRSTNAMEPERSONLASTNAME

ISQUEUE

PersonIDDM_PERSON

（なし）DateIDDM_DATE

SERVICEID

REQUESTORID

CUSTOMERID

STARTEDDATE

CLOSEDDATE

DUEDATE

RequisitionEntryIDDM_REQUISITIONENTRYFACT

REQUISITIONENTRYID

PERFORMERID

SERVICEID

STARTEDDATE

COMPLETEDDATE

DUEDATE

QUEUEID

ServiceTaskIDDM_SERVICETASKFACT

PERFORMERID

STARTEDDATE

COMPLETEDDATE

DUEDATE

QUEUEID

RequisitionTaskIDDM_REQUISITONTASKFACT

ファクトとディメンションの関係

申請（ServiceRequestFact）は、関連するすべてのディメンション（前に記載したスタースキーマ
に表示）に「内部結合」されます。これは、申請とディメンションの両方からのクエリー項目の

使用を試みると、ディメンション内に対応する行を持つ申請だけが表示されることを意味してい

ます。一般に、静的に定義されたすべてのディメンションについては、これは要素とはなりませ
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ん。すべての申請には、静的に定義されたディメンションが必要であるためです。たとえば、申

請には基本的に、カスタマーとイニシエータ、要求されるサービス、およびそれらの申請の提供

に関するすべての日付が必要です。

これは、レポートの作成に密接に関係しています。たとえば、レポートの定義を開始して、カス

タマーのセットを選択してから特定の期間でフィルタリングした申請データを追加する場合、そ

の期間にサービスをオーダーしていないカスタマーはレポートから消えることになります。

動的に定義される、ディクショナリベースのディメンションでは、これは非常に重要になりま

す。あるディクショナリが特定のサービスで使用されていない場合、そのディクショナリベース

のディメンションからのクエリー項目を含むレポートには、そのサービスに対する申請が表示さ

れません。

同様に、提供タスク（ServiceTaskFact）およびサービスレベルの承認（RequisitionTaskFact）の場
合、内部結合によってファクトがキューを除くすべてのディメンションテーブルに関連付けられ

ます。これらのファクトは、自由な関連付けをサポートする「外部結合」によってキューディメ

ンションに結合されます。これにより、サービス設計者はタスクをキューではなく特定の個人や

役職に割り当てることができます。タスクがキューに割り当てられなかった場合、レポートには

引き続き表示されるものの、キューは空白になります。

要求レベルの承認（AuthTaskFact）の場合も、キューはオプションです。また、承認は要求を構
成する個別のサービスに対してではなく要求レベルで実行されるため、サービスは無関係です。

組織データ内の関係

[組織（Organizations）]フォルダでは、人、組織、グループについてのレポートを作成できます。
ServiceCatalogは、これらのエンティティ間の多対多関係をサポートしています。たとえば、1人
の人員が複数の組織（営業部門や複数のサービスチーム）のメンバーである場合があります。ま

た、1つの組織は多数の人員で構成されます。これらの関係はデータマート設計に反映されるた
め、レポート上でこれらのエンティティ 2つを組み合わせ、いずれかのエンティティでグループ
化できます。たとえば、すべての組織についてメンバーをリストするレポートを作成できます。

また、特定の人員を選択して、その人員が所属する組織をすべてリストすることも可能です。

ファクト間の関係

表 50：ファクト間の関係テーブル

関係の種類ファクト 2ファクト 1

左外部結合ServiceTaskFactServiceRequestFact

内部結合DeliveryTaskFactServiceRequestFact

左外部結合AuthTaskFactServiceRequestFact

左外部結合AllTaskFactServiceRequestFact
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関係の種類ファクト 2ファクト 1

左外部結合TaskEffortEntryFactAllTaskFact

左外部結合TaskEffortEntryFactDeliveryTaskFact

左外部結合TaskEffortEntryFactServiceTaskFact
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